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例　　言 
１．本書は北海道開発局札幌開発建設部が行う一般国道３３７号新千歳空港関連工事に伴い、財団法人

北海道埋蔵文化財センターが平成１５年度に実施した千歳市チプニー２遺跡の２冊目の埋蔵文化財

発掘調査報告書である。

２．調査は第２調査部第４調査課が担当した。

３．本書の執筆、編集はⅦ章を除いて、皆川洋一、広田良成が分担した。文責は各項の文末に記して

ある。

４．遺物の整理は土器を広田良成、石器等、鉄製品を皆川洋一が担当した。

５．現地調査の写真撮影は皆川洋一、広田良成、菊池慈人が撮影し、室内撮影は菊池慈人が担当した。

６．鉄製品の保存処理は第１調査部第１調査課田口尚が担当した。

７．石器の石材鑑定は第１調査部第１調査課花岡正光の指導で皆川洋一が行った。

８．各種同定、分析は下記に依頼した。

　　黒曜石の原産地分析：有限会社　遺物分析研究所

　　放射性炭素年代測定：株式会社　地球科学研究所

　　動物遺存体：千歳サケのふるさと館　高橋　理

　　植物遺存体：学校法人札幌国際大学博物館　客員研究員　椿坂恭代

９．遺物・記録類は報告書作成後、北海道立埋蔵文化財センタ－が保管する。

１０．調査に当たっては下記の諸機関、各氏からご指導、協力をいただいた（順不同、敬称略）。

北海道教育委員会　　千歳市教育委員会　　恵庭市教育委員会　　苫小牧市立博物館

渡辺重建工業株式会社　アジア航測株式会社

北海道教育委員会　千葉英一、宗像公司

千歳市教育委員会　金井邦彦、田村俊之、豊田宏良、松田淳子、久原直利

恵庭市教育委員会　松谷純一、長町章弘

苫小牧市立博物館　赤石慎三

平取町教育委員会　森岡健治

厚真町教育委員会　乾　哲也

野村　崇　大谷敏三

山口県埋蔵文化財センター　乗安和二三

香川県埋蔵文化財センター　渡部明夫

千歳民報　下川原　毅
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記号等の説明�
記号等の説明

１．文及び図表中では、次の略号を使用した。

Ｕ：Ⅲ層の遺構　Ｌ：Ⅴ層の遺構　Ｈ：住居　Ｐ：土坑　ＴＰ：Ｔピット

ＳＰ：柱穴状ピット　Ｆ：焼土　Ａ：灰集中　Ｓ：集石

２．実測図の縮尺は、原則として次の通りであり、すべてにスケールを付けている。

遺構　１：４０　復元土器　１：３　土器拓本　１：３　鉄製品　任意

剥片　１：２　磨製・礫石器　１：３

３．遺構図中の方位は真北を、レベルは標高（単位ｍ）を示す。

４．遺構の規模については、次の要領で示した。尚、一部破壊されているために推定の困難なものな

どは、現存長を（　）で示した。

「確認面での長軸×短軸／床面（坑底面）での長軸×短軸／確認面からの最大深・最大厚ｍ」

５．土層の標記で基本土層はローマ数字、遺構の覆土についてはアラビア数字で表した。

６．土層の記述には下記の記号、略称を用いた場合がある。

樽前ａ降下軽石推積物：����　白頭山－苫小牧火山灰：����

樽前ｃ降下火砕推積物：����　恵庭ａ降下軽石推積物：����

恵庭ａ降下軽石推積物起源のローム層：����

恵庭ａ降下軽石推積物のうち未風化の軽石礫：����

７．土層説明には『新版標準土色１９９７年版』を引用した。

８．遺構図中の焼土については、その範囲を下記のスクリントーンで示した。

　　　　　　　　　　　　…焼土

９．石器・石製品等の大きさは「最大長×最大幅×最大厚��／重さ�」の順で記してある。

　　破損しているものについてはその数値を（　）で囲ってある。

　　石器は機能部にこだわらず長軸を長さ、短軸を幅、厚さは最大値を採用した。
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１　調査要項
事 業 名：一般国道���号新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

遺 跡 名：チプニー�遺跡（北海道教育委員会登載番号　��������）

所 在 地：千歳市中央�������

調 査 面 積：�����㎡

調 査 期 間：平成��年�月�日～平成��年�月��日（現地調査　�月�日～�月��日）

２　調査体制
理　　事　　長　　森重　楯一

専 務 理 事　　宮崎　勝

常 務 理 事　　畑　宏明

第２調査部長　　西田　茂

第４調査課長　　三浦　正人

主　　　　　査　　皆川　洋一（発掘担当者）

主　　　　　任　　広田　良成（発掘担当者）

３　調査の経緯
　北海道開発局札幌開発建設部計画の道央圏連絡道路（一般国道���号）は、千歳市を起点に長沼町、

南幌町、江別市、当別町、札幌市、石狩市、そして小樽市に至る総延長����の地域高規格道路である。

このうち、����年時点で共用されているのは起点側（千歳市）の�����と一般国道���号線（当別町）

から終点（小樽市）までの������である。

　当センタ�で行った本事業に関する埋蔵文化財発掘調査は、平成�・��年に千歳市柏台�遺跡（北埋調

報���）と平成��年に千歳市チプニー�遺跡とチプニー�遺跡（北埋調報���）、平成��年度にオルイカ

�遺跡�北埋調報����とオルイカ�遺跡�北埋調報����である。このうち、柏台１遺跡とチプニー�遺跡

に関しては、すべて調査が終了している。

　チプニー�遺跡については、平成��年度の段階で工事用道路部の���㎡が終了しており、本年度の対

象面積�����㎡は工事工程的に優先順位の高いチプニー川右岸の橋脚部である。より北側の道路予定地

には未買収地が残っているため今後も調査は継続される予定である。

４　調査区の設定
　調査区の設定については札幌開発建設部の一般国道���号新千歳空港関連工事の用地平面図を使用

した。工事予定中央線の��������と��������を結んだ線を基軸線とし、それをグリッドの�ライン

と呼称している。グリッドの縦ラインは、��������地点の�ラインと直行させた��ラインを基本とし

ている。発掘区のメッシュは�×�ｍとし、各グリッドの呼称は縦と横ラインの交点名をそのまま右下

のグリッドの名称とした。例えば、�ラインと��ラインの交点の右下のグリッドは����グリッドとな

る。�

Ⅰ　調査の概要
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座標値（旧日本座標値系）

　　　　　��������　　����������	��
　　������������	

　　　　　��������　　��������	�
���　　���������	
��

５　調査の概要
　チプニー�遺跡は、馬追（まおい）丘陵西側緩斜面に流れるチプニー川右岸の河岸段丘に立地する。

本年度の調査はチプニー�遺跡の二次調査となる。調査区の地形は川に面した低位（標高約���）と

高位（標高約���）の段丘面で構成されており、主な調査成果は遺跡の大半を占める後者の平坦面か

ら得られている。

　包含層は、上位のⅢ層（「第Ⅰ黒色土層」相当：縄文時代晩期～アイヌ文化期）と下位のⅤ層（「第

Ⅱ黒色土層」相当：縄文時代早期～晩期）の�層である。この間には樽前�降下軽石（����：�������

頃降下）（Ⅳ層）が位置しており、またⅢ層中からは量的に少ないものの白頭山��苫小牧火山灰（��

�����世紀前葉降下）も検出されている。

　遺構は、Ⅲ層から「送り場」遺構１カ所と平地式住居３軒（����～�）、墓１基（����）、焼土��カ

所（����～��）、灰集中１カ所（����）、礫集中１ヵ所（����）などが見つかっている。大半はアイ

ヌ文化期のものと考えられるが、墓については副葬された土器などから擦文文化期と判断される。Ⅴ

層からは竪穴式住居�軒（����～�）、土坑�基（����～�）、Ｔピット�基（����・�）、焼土��カ所（���

�～��）が見つかっている。

　遺物は、������点が出土している。内訳は表��の通りである。Ⅲ層から縄文時代晩期末のタンネト

図Ⅰ－１　遺跡の位置
（この図は国土地理院発行５万分の１地形図「恵庭」「千歳」「追分」「早来」を複製・縮小して使用したものである。）
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ウＬ式土器、擦文土器、坏、青磁碗など、編物に使われたと考えられる礫錘具などの石器、鉄鍋、刀

子などの鉄製品が出土している。Ⅴ層から縄文時代早期後葉、中期後半、後期、晩期などの土器が出

土しており、主体は中期後半の煉瓦台式、北筒式などである。石器は石鏃、石銛、つまみ付石器、ス

クレイパ�、石斧、たたき石、すり石、砥石があり、玉などの石製品も出土している。なお、後期旧石

器の彫器が１点出土している。

５　調査の概要

図Ⅰ－２　遺跡周辺の地形と調査区
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　今回の調査において比較的大きな成果が得られたのは、Ⅲ層の擦文文化期とアイヌ文化期の遺構、

遺物についてである。

　墓（����）は、擦文文化期のものであるが形態や規模から伸展葬である可能性が高い。副葬品も豊

富で、覆土内からは����（白頭山��苫小牧火山灰）が検出されていることから、その降下以降の��世

紀、下っても��世紀頃と考えられる。主流となる埋葬方法が「屈葬」から「伸展葬」へと変化する経

過を知る上で重要と考えられる。

　平地式住居�軒（����～�）はアイヌ文化期のものであるが、中でも青磁碗の検出された����と

「送り」儀礼が行われたと考えられる����には注目したい。����に伴う青磁碗は、��世紀後半～��

世紀前半頃と考えられるもので、千歳市周辺からは規模の大きな遺跡３ヵ所からしか見つかっておら

ず、本遺跡のような状況は初見となる。また、「送り」儀礼は、����の位置する段丘縁辺からチプ

ニー川に面した低位段丘面にかけて小型の鉄鍋が壊されその破片がばらまかれた状態で出土している。

５　調査の概要

図Ⅰ－４　遺構位置図

　　　旧河道

Title:001-048_本文 Page:5 



Ⅰ　調査の概要

―　�　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

やはり小規模な遺跡に「送り儀礼」の好例と言えよう。

　チプニー�遺跡は調査区外にも広がりを見せており、今後の調査で擦文文化期の墓や縄文中期後半

の集落などの続きが期待される。

６　基本土層
　土層は、基本的に過年度のキウス遺跡群の調査で使われた土層区分を踏襲している。また、チプニー

川に面した低位段丘面に関しては、河川の氾濫などで複雑な堆積を示している。この部分に関しては

別の土層断面を図示しそこで説明した。

Ⅰ層：表土。

Ⅱ層：樽前�降下軽石（����）。����年に噴火した樽前山を起源とする降下軽石層。堆積するテフラ

の断面にはいくつかのフォ�ルユニットが観察される。層厚は約����。

Ⅲ層：「第Ⅰ黒色土層（Ⅰ�）」に相当する黒色の腐植土層。本土層の形成中には白頭山��苫小牧火山

灰（����：��ｃ前葉）が降下しており、遺跡内では����の覆土中と低位段丘面の一部の層

中において確認された。層厚は約����。包含される遺構・遺物の時期は、古いほうから縄文

時代晩期後葉～近世で、今回の調査では擦文文化期の墓（����）やアイヌ文化期の平地式住

居（����～�）などが検出されている。

Ⅳ層：樽前�降下軽石（����）。��������年頃に噴火した樽前山を起源とする降下軽石層。層厚は約

����。

Ⅴ層：「第Ⅱ黒色土層（Ⅱ�）」に相当する黒色の腐植土層。層厚は約����。包含される遺構・遺物

の時期は、古いほうから縄文時代早期～縄文時代晩期後葉で、今回の調査では縄文時代中期

後半の遺構などが検出されている。

Ⅵ層：暗褐色を呈する粘土質の腐植土層。Ⅴ層～Ⅶ層の漸移層。層厚は約����。縄文時代早期の遺

構・遺物を包含する場合もある。また、後期旧石器を包含する可能性もある。

Ⅶ層：恵庭�降下軽石堆積物（����）の風化ロ�ム層。橙色を呈する。層厚は約����。

　　　後期旧石器を包含する可能性もある。

Ⅷ層：恵庭�降下軽石堆積物（����）。層厚は約��。

Ⅸ層：支笏カルデラ起源の火砕流堆積物。今回の調査では、センタ�トレンチに沿って約��㎡の面

積で調査を試みている。約��～����掘り下げたが検出された遺物は無かった。� （皆川）

７　調査と整理の方法
　重機によるⅠ・Ⅱ層除去の後、�月�日より調査を開始した。

　まず、基本的にはグリッドメッシュに従って��％調査を実施し、遺跡内における遺構遺物の濃淡を

見極め、全体の調査に及んでいる。低位段丘面の深い部分に関しては、平成��年度調査の成果を踏ま

えて、事前に人力や重機などで深掘のトレンチを設け、危険の及ばない範囲で調査を行っている。

　遺物は、グリッド単位で各層位ごとに取り上げを行っている。また、遺構などの遺物で重要性が高

いと判断されたものに関しては必要に応じて記録したのちに取り上げている。それらの遺物の一次整

理に関しては、基本的に現地で行っている。

　二次整理に関しては、��月以降に江別市の整理作業所において行っている。

　土器は、接合・復元を試みた後、必要と判断されたものを実測図や拓影図を作成し、写真撮影など

で記録した。石器等は、成品を中心に抽出し実測図の作成と写真撮影を行っている。鉄製品は保存処
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理を行ったのち実測図を作成し写真の撮影を行った。

　微細遺物に関しては、フローテーションマシンと人力による選別作業を行い、必要に応じて各種機

関や専門家に分析を依頼している。� （皆川）

８　遺物の分類
（土器）

Ⅰ群　縄文時代早期に属するもの。

　ａ類　貝殻腹緑圧痕文、条痕文のある土器群。

　ｂ類　縄文、撚糸文、絡条体条痕文、貼付文などの施される土器群（今回は細分を行なっていない）。

　　ｂ－�類　東釧路Ⅱ・Ⅲ式に相当するもの。

　　ｂ－�類　コッタロ式に相当するもの。

　　ｂ－�類　中茶路式に相当するもの。

　　ｂ－�類　東釧路Ⅳ式に相当するもの。

Ⅱ群　縄文時代前期に属するもの。

　ａ類　縄文の施された丸底、尖底を特色とする土器群。

　　ａ－�類　綱文式に相当するもの。

　　ａ－�類　春日町式、中野式など、縄文の施された尖底を特色とするもの。

　ｂ類　円筒土器下層式、植苗式に相当するもの。

Ⅲ群　縄文時代中期に属するもの。

　ａ類　円筒土器上層式に相当するもの。

　ｂ類　天神山式、柏木川式、北筒式、煉瓦台式に相当するもの。

Ⅳ群　縄文時代後期に属するもの。

　ａ類　余市式、入江式に相当するもの。

　ｂ類　船泊上層式、手稲式、�澗式、エリモＢ式に相当するもの。

　ｃ類　堂林式、三ツ谷式、御殿山式に相当するもの。

Ⅴ群　縄文時代晩期に属するもの。

　ａ類　大洞Ｂ式、上ノ国式に相当するものと、それに並行する在地の土器群。

　ｂ類　大洞Ｃ式、大洞Ｃ’式に相当するものと、それに並行する在地の土器群。

　ｃ類　大洞Ａ式、大洞Ａ’式に相当するものと、それに並行する在地の土器群。

Ⅵ群　続縄文時代に属するもの。

Ⅶ群　擦文文化期に属するもの。

Ⅷ群　中世の陶磁器。� （広田）

（石器・石製品・金属製品・その他）

　石器は器種別の大分類にとどめ、一器種における記号による細分はおこなっていない。今年度報告

分について、剥片石器は彫器、石槍、石鏃、ドリル、つまみ付石器、スクレイパ�類などがあり、礫

石器には石斧、たたき石、すり石、砥石、台石・石皿などがある。この他に石核、フレイク類（�フ

レイク（���������	
���）、�フレイク（���������	�
��）、フレイク・チップ）、棒状礫（ピッ）、礫類、

棒状原石などがある。

　石製品には玉類がある。金属製品には鉄鍋、刀子、鉄斧、鉄鍬先、針、円盤状鉄製品、板状鉄製品、

銅製装飾品などがある。

　その他には、炭化物、動物・植物の遺存体などがある。� （皆川）

７　調査と整理の方法
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図Ⅰ－５　土層柱状図
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７　調査と整理の方法
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１　遺跡周辺の環境
　チプニー�遺跡の所在する千歳市は北海道の中央南西部に位置し、北海道の政治・経済の中心であ

る札幌市から南へ約����にある。面積は約����㎡で、その内約半分を山林が占めている。人口は約�

万人で、全道で��番目に多い�平成��年度現在�。千歳市は北海道の空の玄関口となっている新千歳空

港、自衛隊の航空基地や大規模な演習場があることなどで知られている。

　気候は日本海よりも太平洋に寄った位置にあるため、太平洋気候の範囲にある。年間降水量は約���

～�����㎜で降雪量も道内では少ない地域である。夏季の最高気温は��℃前後、冬期の最低気温は－��

℃前後、年間の平均気温は�～�℃で、内陸型のしのぎやすい気候である。

　地理的環境を見ると千歳市は石狩平野の南端に位置する。市の西部には周囲を恵庭岳、風不死岳、

樽前山などに囲まれた支笏湖があり、この支笏湖を水源とする千歳川は千歳市街地を通り、下流は石

狩川に注ぐ。千歳市街から苫小牧市街にかけての石狩低地帯西部には広く火山噴出物が分布し、支笏

降下軽石堆積物�����、約�万�千年前�、支笏降下軽石流�����、約�万�千年前�、恵庭降下軽石堆積物、

樽前降下軽石堆積物などが、��～��ｍの平坦な火山砕屑岩台地をなしている。この付近は約�万年前に

堆積した支笏火山の噴出物によって平坦な台地が形成され、その後、河川や海の浸食により、低地が

少しずつ広がってきたと考えられる。約����～����年前の縄文海進以降はしだいに海水面が下がり、

内陸部の低地に残された浅い水域がしだいに淡水化し、やがて火山灰や泥炭で埋められ、現在に近い

状態になったと考えられる。かつて石狩平野の大部分は泥炭を堆積した湿地で、あちこちに沼地�谷地�

が見られたが、現在は多くの場所が水田や畑地、住宅地に変わっている。

　チプニー�遺跡の立地する馬追丘陵は、東側の由仁安平盆地と西側の石狩平野の間にある丘陵で、

由仁安平盆地の東側には北海道中央部を南北に走る夕張山脈がある。馬追丘陵は南北に緩やかに広が

り、最高地点は標高���ｍの馬追山で、標高���ｍ前後、延長約����に及ぶ丘陵である。馬追丘陵の西

側は、現在は水田や畑地として利用されているが、戦前までは千歳川や夕張山地から流れ出る夕張川、

嶮淵川等が流入するため氾濫が繰り返される低地であった。しかし、昭和��年������～昭和��年������

の国営灌漑排水事業により、長都沼・馬追沼一帯を埋め立て、川の切り替えなどが行われて耕地が造

成され、景観が以前と大きく変わっている。現在のチプニー川は馬追丘陵に端を発し、丘陵西斜面を

下り排水用に作られた川に流れ込み、最後は千歳川に合流している。図Ⅱ－１は明治��年発行の五万

分の一地形図「長都」掲載の河川を基に、それ以降の地形図の等高線を重ねて作成した図である。馬

追丘陵の尾根筋からはチプエ�チプニー川�、キウシ�キウス川�、ケスッチ川�嶮淵川�などの河川が馬

追沼、長都沼に流れ込む様子がわかる。チプニー川は「チプエ」と表記されていて、現在の流れより

やや北側に表現されている。

　チプニー�遺跡は千歳市の市街地から北東約�ｋｍの標高約��～��ｍに位置している。国道���号線

の東側にあり、馬追丘陵を流れるチプニー川右岸段丘上に立地する。今回の調査はチプニー川の河岸

段丘上の平坦面から緩やかな斜面にかけて行われた。チプニー川からは約��ｍ離れ、遺跡周辺には落

葉広葉樹林が広がっている。一昨年に行われた調査では、縄文時代早期の焼土�ヵ所、時期不明の焼

土�ヵ所が検出されており、遺物は縄文時代晩期の土器、石器が多く出土している。また遺跡の範囲

は市道を挟んだ北側にも広がっている。

　チプニー�遺跡の名称の元となったチプニー川の「チプニー」の語源に関しては、文献資料はほと

んど見当たらない。榊原正文�榊原�����は、「チプ」は“チプ����丸木船�”と考え、“��������　船・あ

Ⅱ　遺跡の位置と環境
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図Ⅱ－１　遺跡周辺の地形（１）
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る・もの�川�”と解釈している。ただしチプニー川が非常に小規模な河川であり、現状では丸木舟が往

来できるような川ではないため、この地名の由来としては以下の様に二つの考えを示している。①流

域に自生する広葉樹の大木を「丸木舟」と見立てた。②長都沼の方からこの川口まで「丸木舟」で

やってきた後、ここに「丸木船」を置いて追分町方面へこの川伝いに越え、川口にはいつも「丸木船」

が置かれていた。また、榊原は「チプエ」の音が正しいならば“チプエカリウシ�����������	
���丸木

船・そこで・回す・よくした・もの�川��”と考え”丸木舟を抱えて越えるルートの入口“の下略したもの

とする考えを示している。また、マルバノバッコヤナギとエゾノバッコヤナギのアイヌ名は”チプニ

スス�舟材になる柳�“であり、当時流域に舟材になる柳が生えていた可能性もある。

２　周辺の遺跡
　千歳市の遺跡は現在���ヵ所確認されている。これは道内市町村の中で�番目に多い。また、国指定

史跡として、キウス周堤墓群、ウサクマイ遺跡群の�ヵ所がある。

　図Ⅱ－�はチプニー�遺跡周辺の遺跡分布図である。遺跡の位置�範囲�、番号は北海道教育委員会作

成の埋蔵文化財包蔵地カードと千歳市埋蔵文化財包蔵地分布図�千歳市教育委員会　�����等を基に作

成した。また、河川等の水系、河川名、等高線は明治��年������発行の五万分の一地形図「漁」掲載

の河川、等高線を基に一部修正して作成した。遺跡名の後の丸括弧内の数字は遺跡登載番号である。

　遺跡の立地を見ると千歳市から長沼町にかけての馬追丘陵の西側斜面に遺跡が多く分布している。

特に標高��～��ｍの河川沿いは分布が濃密になっている。また、��ｍ以下の場所でもシュクパイ川�祝

梅川�流域等、千歳川やその支流の河川沿いに遺跡が分布している。これら多くの遺跡について以下、

時代別、時期別に特徴を発掘調査により明らかなものを主にして述べる。

旧石器時代　現在の標高��ｍ以下に位置するものが多い。メボシ川�遺跡����、丸子山遺跡����、キウ

ス�遺跡�����地区、キウス�遺跡�����、�ユカンボシ���遺跡�����、オサツ�遺跡����がある。また、

図示していないが、他にも祝梅下層遺跡�旧祝梅三角山地点�、柏台�遺跡、オサツ��遺跡などがある。

恵庭�降下軽石層の上位から旧石器が出土した遺跡が多いが、恵庭�降下軽石層の下から旧石器が出土

した遺跡として、丸子山遺跡、祝梅下層遺跡、柏台�遺跡などが挙げられる。柏台�遺跡では、蘭越型

細石刃核を伴う石器群や不定形剥片石器群、コハク玉、石製品、顔料の原材が出土している。

縄文時代　馬追丘陵西から出る小河川や、祝梅川流域にも多くみられる。調査された遺跡の中で最も

多い時期である。

縄文時代早期　早期中葉では、暁式期の住居跡と貝殻条痕文土器がキウス�遺跡�地区で検出されてい

る。後葉のものは、キウス川流域ではキウス�遺跡����、キウス�遺跡�地区、キウス�遺跡があり、嶮

淵川流域ではケネフチ�遺跡�����、ケネフチ�遺跡�����、ケネフチ�遺跡�����があり、オルイカ川流

域ではオルイカ�遺跡�����が、祝梅川流域には梅川�遺跡����がある。また、長都沼周辺にはオサツト

－�遺跡�����がある。東釧路Ⅲ～コッタロ式期の住居跡がキウス�遺跡�地区、コッタロ式期の住居跡・

土坑墓がキウス�遺跡、中茶路式の住居跡がキウス�遺跡�地区で検出されている。

縄文時代前期　祝梅川流域の祝梅川矢島遺跡����、祝梅川小野遺跡����、梅川�遺跡����、アンカリトー

�遺跡����、キウス川流域のキウス�遺跡�地区、キウス�遺跡�地区、他にイカベツ�遺跡�����、オサ

ツ��遺跡�����などがある。前期前半の綱文式期のものとして、キウス�遺跡�地区からは集落跡と花

積下層式、静内中野式に相当する時期の土器、木製品も出土している。キウス�遺跡�地区では、キウ

ス川旧河道沿いの斜面上に綱文式期の集落跡が確認された。オサツ��遺跡では静内中野式期の住居跡

が検出されている。

縄文時代中期　祝梅川流域の祝梅川山田遺跡����、オルイカ川流域では丸子山遺跡、オルイカ�遺跡、
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２　周辺の遺跡

図Ⅱ－３　周辺の遺跡
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表３　周辺の遺跡一覧表３　周辺の遺跡一覧

千歳市の遺跡

発掘調査歴等時期種別遺跡名��

釜過のチャシ跡に接する南側緩斜面に数個の竪穴があったという。
『千歳遺跡』Ｐ－１１６～１２４

擦文集落跡カリンバー１

１９６５年調査、大場利夫・石川徹『千歳遺跡』Ｐ－１１６～１２４（旧
称：釜過）

アイヌチャシ跡釜過のチャシ跡２

１９５５年の長都川切り替えによって破壊、比原由太郎氏（長都在住）
によれば周辺からやや高くなった場所から刀３振が出たという。
（旧称長都川）

擦文、アイヌ墳墓ユカンボシＣ１３

発掘で擦文期の竪穴、縄文早期の竪穴、アイヌ期の掘立柱・Ｔピッ
トなどが確認されている（旧称ユカンボシ）　１９６９年８月石川徹発
掘調査「千歳市長都竪穴遺跡調査報告書」１９８８年千歳市教育委員
会発掘調査　１９８９年発掘調査（河川改修、市教育委員会）　１９９３
年（財）北海道埋蔵文化財センター発掘調査。

集落跡ユカンボシＣ２４

保安林内に１６軒の竪穴。（旧称：都５遺跡）擦文集落跡オサツ１１３
１９９２～１９９４年（財）北海道埋蔵文化財センター調査。１９９７～１９９９
年千歳市教委調査。細石刃核を含むブロック、縄文中期・擦文の
竪穴住居。続縄文・アイヌの土壙墓、木製品。（旧称：都６）

旧石器、縄文、擦文、アイヌ集落跡オサツ２１４

保安林内に竪穴。（旧称：都４）擦文集落跡オサツ３１５
タンネトウＬ式土器。縄文晩期、アイヌ遺物包含地都３５
円形壕。１９６６年調査、『千歳遺跡』Ｐ１２４～１２８。『北海道のチャシ』
７。（旧称：都１）

アイヌチャシ跡都のチャシ跡３６

１９６８年石川徹、１９７９～１９８１・１９８４・１９９２年千歳市教委発掘調査。
縄文中・後期擦文竪穴住居、アイヌ期住居跡、縄文後期焼土遺構、
周提墓、アイヌ期墓壙、擦文鍛冶工房跡。根志越２遺跡と合体。
（旧称：根志越Ｃ）

縄文中・後期、続縄文、擦文、ア
イヌ

集落跡末広３７

竪穴２軒確認。擦文集落跡トメト川１３８
段丘縁に沿って竪穴１３軒が並ぶ。（旧称：根志越Ｆ）続縄文、擦文集落跡トメト川２３９
段丘縁に沿って竪穴１５軒、他に方形の落ち込み４ケ所あり。（旧称：
根志越Ｅ）

擦文集落跡トメト川３４０

かつて１９軒の竪穴が見られたが、現在は、草地化されている。消
滅。

擦文集落跡根志越１４１

『千歳市における埋蔵文化財（上）』。アイヌ期カワシンジュ貝あ
り。

縄文晩期、続縄文、擦文、アイヌ集落跡祝梅川４６

タンネトウＬ式が主体。縄文前～晩期、続縄文、擦文遺物包含地祝梅川矢島４７
一部����のローム面まで削平されている。縄文前・晩期遺物包含地祝梅川小野４８
内耳鉄鍋。１９９０年千歳市教委発掘調査。竪穴住居２軒。縄文中～晩期、続縄文、擦文遺物包含地祝梅川山田４９

擦文遺物包含地祝梅川上田５０
消滅。（旧称：祝梅Ｓ）縄文中～晩期、擦文遺物包含地メボシ川１５２
１９８１年千歳市教委発掘調査。細石刃核を含むブロックほか。旧石器、縄文早～晩期集落跡メボシ川２５３
１９７３年石川徹、発掘調査。竪穴住居４軒。鉄製品、古銭（正隆元
寳）出土。

擦文、アイヌ集落跡祝梅竪穴５５

擦文遺物包含地梅川１５６
（旧称：祝梅Ｈ）縄文中・晩期、擦文遺物包含地梅川２５７
１９８５年千歳市教委発掘調査。竪穴住居１６軒、墓１０基（アイヌ期３
基含む）。

縄文後・晩期、擦文、アイヌ集落跡梅川３５８

１９９９～２０００年千歳市教委発掘調査。アイヌ期土壙墓、住居跡、カ
ワシンジュガイ集中ほか。

縄文早～晩期、続縄文、擦文、ア
イヌ

墳墓梅川４５９

竪穴住居跡が１軒見られたという。擦文集落跡メムセ６０
����の上面付近まで削平されている。縄文晩期遺物包含地アンカリトー１６１
竪穴住居跡が１軒見られた。縄文前・後・晩期、続縄文、擦文集落跡アンカリトー２６２
鉄製品出土。縄文晩期、続縄文、擦文墳墓アンカリトー３６３

縄文後期遺物包含地アンカリトー４６４
航空写真判読で９個の竪穴状マーク観察。縄文中・晩期、続縄文、擦文集落跡アンカリトー５６５
無名沢を挟んで北に２軒、南に４軒の竪穴がみられる。縄文中期、続縄文、擦文集落跡アンカリトー６６６

擦文遺物包含地アンカリトー７６７
１９９０～１９９３年千歳市教委発掘調査。細石刃核を含む旧石器ブロッ
ク、環境集落、周提墓、擦文期の竪穴。消滅（旧称：丸子山）

旧石器、縄文、擦文集落跡丸子山６８

南長沼用水南側に竪穴住居があったという。擦文集落跡Ｋ基地１６９
動物形土製品が出土したという。縄文後・晩期、擦文遺物包含地Ｋ基地２７０
オルイカ川湧水地周辺。数軒の竪穴がみられたという。擦文集落跡ピクニックエリア７１
１９６４年大場利夫・石川徹、調査。土壙墓５基、立石あり。１９７９年
国指定史跡。

縄文後期周提墓キウス１号環状土籬７６

１９６５年大場利夫・石川徹、調査。配石のある土壙墓あり。土偶出
土。１９７９年国指定史跡。

縄文後期周提墓キウス２号環状土籬７７

１９７９年国指定史跡。縄文後期周提墓キウス３号環状土籬７８
１９６５年大場利夫、外周部調査。西側に開口部をもつ。１９７９年国指
定史跡。

縄文後期周提墓キウス４号環状土籬７９

西側に開口部をもつ。１９７９年国指定史跡。縄文後期周提墓キウス５号環状土籬８０
１９７９年国指定史跡。縄文後期周提墓キウス６号環状土籬８１
１９５０年頃河野広道・近藤義男踏査。縄文後期周提墓キウス７号環状土籬８２
全壊？１９８７年道教委試掘確認により１９８８年登録抹消。縄文後期周提墓キウス８号環状土籬８３
全壊？１９８７年道教委試掘確認により１９８８年登録抹消。縄文後期周提墓キウス９号環状土籬８４
全壊？１９８７年道教委試掘確認により１９８８年登録抹消。縄文後期周提墓キウス１０号環状土籬８５
北側が削平されている。１９７９年国指定史跡。縄文後期周提墓キウス１１号環状土籬８６
２号・５号周提墓に覆われている部分が大きい。１９７９年国指定史
跡。

縄文後期周提墓キウス１２号環状土籬８７
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２　周辺の遺跡

２００２・２００３年（財）北海道埋蔵文化財センター。（旧称：キウス
１３号環状土籬）

縄文中・後・晩期、アイヌ集落跡オルイカ１８８

マウンド状の遺構が２ヶ所あったという。１９６４年大場利夫・石川
徹、発掘調査。住居跡１軒。

縄文後・晩期、続縄文集落跡キウス１８９

航空写真によるソイルマーク。縄文後期周提墓キウス２９０
縄文後期遺物包含地キウス３９１

１９９３�１９９５～１９９８年（財）北海道埋蔵文化財センター。１９９５年千歳
市教委調査。縄文早～前・後期住居跡、周提墓、盛土遺構、水場
遺構。

縄文早・前・後期、擦文周提墓・集
落跡

キウス４９２

１９９４～１９９８年（財）北海道埋蔵文化財センター、１９９７年千歳市教
委調査。各期住居跡・土壙、Ｔピットほか。縄文中期以降の柵列。

縄文早～晩期、続縄文、擦文、ア
イヌ

集落跡・墓
低湿部ほか

キウス５９３

縄文後期遺物包含地キウス川９４
モウシ川右岸段丘。縄文後・晩期遺物包含地中央目黒９５
１９６７年石川徹・大場利夫『千歳遺跡』Ｐ３。ポロナイ左岸段丘。
（旧称：泉郷）

縄文中～晩期遺物包含地ポロナイ９６

円筒上層式縄文中期遺物包含地マオイトー１９７
丘陵裾縄文、続縄文、擦文遺物包含地マオイトー２９８
台地舌状部先端付近縄文晩期遺物包含地マオイトー３９９

縄文遺物包含地マオイトー４１００
縄文中・晩期遺物包含地マオイトー５１０１

１９３５年原田二郎・近藤義男踏査。泉郷神社境内。面崖式。アイヌチャシ跡ケネフチのチャシ１０２
舟釘状鉄製品アイヌ遺物包含地トプシナイ１１０３

縄文中・後期遺物包含地トプシナイ２１０４
１９２２年頃河野常吉・福元寅太郎、遺物採集か？一部削平。縄文後・晩期遺物包含地トプシナイ３１０５
後北Ｃ２式続縄文遺物包含地イカベツ１１０６
網文、堂林、タンネトウＬ式縄文前・後・晩期、擦文遺物包含地イカベツ２１０７
中茶路式縄文早期遺物包含地ケネフチ１１０８

縄文後期遺物包含地ケネフチ２１０９
縄文早・晩期、擦文遺物包含地ケネフチ３１１０
縄文中期遺物包含地ケネフチ４１１１

丸木舟（長さ約７ｍ、幅約０�６ｍ）アイヌ遺物包含地根志越３２４１
縄文晩期遺物包含地キウス６２４２

１９９４年（財）北海道埋蔵文化財センター。縄文前期・中期の竪穴。
縄文中期・後期の土壙

縄文前期～晩期、擦文集落跡オサツ１４２４５

タンネトウＬ式縄文晩期遺物包含地アンカリトー８２４６
コッタロ、中茶路、東釧路式。竪穴住居１軒縄文早期、擦文集落跡ケネフチ６２６１
１９９６～１９９８年（財）北海道埋蔵文化財センター調査。Ｅｎ－Ｌよ
り下位で旧石器出土。縄文中・後期住居跡周溝のある墓、土坑墓
等。アイヌ文化期の建物跡、鍛冶遺構、送り場等。擦文～アイヌ
文化期の木製品多数出土。

旧石器～アイヌ遺物包含地ユカンボシＣ１５２６３

１９９３～１９９８年（財）北海道埋蔵文化財センター。細石刃核を含む
ブロック、縄文早・中・後期住居跡、縄文早・後期～縄文早期土
壙、Ｔピット。アイヌ期林道ほか。

旧石器、縄文早・中・後・晩期、
続縄文、擦文、アイヌ

集落跡・墓
　ほか

キウス７　２６５

１９９３年（財）北海道埋蔵文化財センター調査。アイヌ期墓２基。縄文早・中・後・晩期、アイヌ遺 物 包 含
地・墓

オサツトー１２６９

一部開削。縄文中・晩期遺物包含地キウス８号　２７５
２００１年（財）北海道埋蔵文化財センター調査。Ｔピット。アイヌ
焼土・集石。

縄文後・晩期、擦文、アイヌ遺物包含地チプニー１２７７

２００１年（財）北海道埋蔵文化財センター調査。当報告。縄文早・晩期遺物包含地チプニー２２７８
縄文遺物包含地キウス９２７９

旧石器時代細石核を含むブロック、縄文中期竪穴住居跡・土壙、
アイヌ文化期平地住居跡・建物跡

旧石器、縄文早・中・晩期、アイ
ヌ

集落跡オルイカ２２８０

長沼町の遺跡

発掘調査歴等時期種別遺跡名��

道路に接した林内に竪穴住居跡が保存されている。『長沼町史』擦文、縄文中期・後期住居跡幌内Ａ遺跡①
『長沼町史』縄文後期末・晩期遺物包含地幌内Ｂ遺跡②
『長沼町史』縄文中期・後期遺物包含地幌内Ｃ遺跡③
『長沼町史』擦文遺物包含地幌内Ｄ遺跡④
『長沼町史』遺物包含地幌内Ｅ遺跡⑤

縄文中期・後期遺物包含地幌内Ｆ遺跡⑥
１９５７年発掘、札幌南高校（名取武光）「タンネトウ遺跡の調査」
『郷土の科学№２６』

タンネトウＥ式・Ｌ式遺物包含地タンネトウ遺跡⑦

草地造成の為一部破壊。縄文中期遺物包含地幌内Ｊ遺跡⑧
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キウス川流域ではキウス�遺跡、キウス�遺跡�・�地区、オサツ��遺跡、キウス�遺跡が、他にメボシ川

�遺跡����等がある。丸子山遺跡では中期中頃の時期の環濠が見つかっている。また、キウス�遺跡�

地区では柵列と考えられる小土坑群が検出されている。柏木川式の住居跡が見つかった遺跡として、

祝梅川山田遺跡、キウス�遺跡、キウス�遺跡�地区、キウス�遺跡などがある。北筒式期の住居跡は丸

子山遺跡、キウス�遺跡�地区、オルイカ�遺跡などで確認されている。

縄文時代後期　各流域で認められる。前葉の余市式、タプコプ式期の住居跡、土坑などが丸子山遺跡、

オルイカ�遺跡、キウス�遺跡、キウス�遺跡�地区、キウス�遺跡等で見つかっている。中葉の手稲式、

�澗式期は、キウス�遺跡、キウス�遺跡�地区、キウス�遺跡で住居跡、埋甕などが見つかっている。

後葉の堂林式期では周堤墓が多数見つかっている。キウス�遺跡では周堤墓のほか、同時期の住居跡、

掘立柱建物、盛土遺構、道跡、水場遺構などが、多量の遺物と共に検出された。

縄文時代晩期　各流域で確認されている。梅川�遺跡����、梅川�遺跡、キウス�遺跡�地区、キウス�

遺跡等で土坑墓が多数確認されている。梅川�遺跡では住居跡も確認されている。

続縄文時代　後半のものが多い。キウス�遺跡、キウス�遺跡で大狩部式期の住居跡や後北����式期の

土坑が検出されている。また、末広遺跡����では後北����式期の竪穴住居跡や土坑墓が見つかってい

る。

擦文文化期　各流域に分布している。キウス川流域ではキウス�遺跡、キウス�遺跡�・�地区、オルイ

カ川流域の丸子山遺跡、祝梅の遺跡群���～��・���、梅川の遺跡群���～���、トメト川の遺跡群���～

���、アンカリトーの遺跡群���～���、オサツの遺跡群���～��・����などがある。末広遺跡����では

���件を越える竪穴住居跡や鍛冶工房の跡と考えられる竪穴も検出されている。ユカンボシ���遺跡台

地部では周溝のある墓が、低湿部からは多量の木製品が出土している。

アイヌ文化期　各流域で確認されている。末広遺跡、梅川�遺跡では、平地式建物跡、土坑墓、カワシ

ンジュガイの集積、焼土などの遺構が検出されている。オルイカ�遺跡では平地式住居跡、建物跡など

が見つかっている。キウス�遺跡、オサツトー�遺跡では墓坑が検出されている。キウス�遺跡では沢

づたいの道跡と柱穴群が見つかっている。ユカンボシ���遺跡の低湿部では多量の木製品が出土して

いる。� �広田�

３　末広遺跡出土の青磁碗（口絵３中段）
　図Ⅱ－�は末広遺跡出土の青磁碗で、昭和��������年に千歳市教育委員会が調査を行った時に見つ

かったものである。青磁碗出土地点は千歳市清流�丁目に所在し、現在は遺跡公園になっている。青磁

碗は、田村俊之氏�現千歳市埋蔵文化財センター係長�が、末広遺跡周辺の踏査を行った際、表面採集

したものである。道路を隔てて末広遺跡と分かれており、当時は根志越遺跡と呼称していたが、現在

では末広遺跡と統一呼称している。

　青磁碗は口縁部を欠き、体部～底部の全周約四分の一が残存する。線描きによる蓮弁文が施される。

時期は��世紀後半～��世紀と考えられる。� �広田�

図Ⅱ－４　末広遺跡出土の青磁碗
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１　調査の概要
　Ⅲ層からは平地式住居�軒�����～��、墓１基������、柱穴状小ピット�ヵ所������～��、集石１ヵ

所������、焼土��ヵ所�����～��：このうち、����～��、��～��は焼土群を構成する�、灰集中１ヵ所

������が見つかっている。このうち、時期のわかるものは、����の擦文文化期、����～�のアイヌ文

化期である。なお、����、����に関しては検出された炭化物類に対して���の炭素年代測定を行って

いる。����は伸展葬と考えられる墓で、多くの鉄製品や擦文土器が副葬されていた。����からは青磁碗

と鉄製品が出土し、����には鉄鍋等の出土する「送り場」が伴うと考えられる。また、焼土群に関して

も「送り」が行われた可能性がある。

　なお、時期を限定できる遺物を持たないものに関しては、当遺跡内から遺構・遺物が検出されている

アイヌ文化期、擦文文化期、縄文時代晩期の各時期の可能性をもつ。� �皆川�

Ⅲ　Ⅲ層の遺構

図Ⅲ－１　Ⅲ層遺構位置図

　　　旧河道
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

２　遺構の調査
（1）住居跡

UH-1（図Ⅲ-2～4／図版4･5･33～35）

位置：P･Q･R-37･38　

特徴　Ⅲ層中で検出された焼土������を中心とする��ヵ所の小柱穴������～���と青磁碗を含む遺

物の出土状況から確認された平地式住居跡である。����・�などとともに段丘の縁辺部から検出され

ている。

　����は炉跡と考えられる焼土である。この位置で焼成されたもので色調も比較的時間をかけて生成

されたと考えられる赤褐色を呈している。層厚が���程の第�層には、肉眼で無数の細かい動物遺存体

が含まれているのが確認された。�・�層に対してウォーターセパレーション法を用いて微細遺物の有無

を確認したところ、それ以外にアワ・ヒエなどを含む炭化種子も検出されている�第Ⅶ章第�節参照�。

動物遺存体については���％魚類で、大半がサケ類で占められている。歯が極端に少ないことから他の

場所で加工され当住居で食された可能性が指摘されている�第Ⅶ章第�節参照�。

　�����～��はⅣ層上面で確認したもので、観察される断面からすべて打ち込みによるものと考えら

れる。規模は、径が��～���、確認面からの深さが最も深いもので約����、浅いもので約����と、

比較的小型の規模を呈している。深度に関しては����と同じレベルから打ち込まれたと想定しても、

さほど深いものとは言えない。そのためこれらに伴う家屋も簡易的なものであったと推定される。各

小ピットの配置から判断して、�����・�・�は家屋を支える柱穴��ヵ所は風倒木によって欠失したもの

と考えられる�、�����・�は出入り口部に関連するものとした。�����・�などの位置から見て、家屋の

平面的な規模がさらに広がるかもしれない。また、�����・��と������・��は共によく似た配列と位置

を示すことから、この住居に付属する類似の構造物の可能性がある。全体的にしっかりした作りといっ

た印象に乏しく、ごく短い期間の住まいとして作られたと思われる。

　住居に伴うと考えられる青磁碗、金属製品、編物の錘と考えられる棒状礫などの出土遺物の分布は、

図で示した通りである。青磁碗���は�点の碗が大小の��点の破片となって出土しており、細片が���

�付近、比較的大きな破片が遠くから出土していることから、炉跡付近で破壊されたものが周辺に散ら

ばったと考えられる。金属製品は鉄斧���、円盤状鉄製品���、銅製の装飾品���が各�点づつ出土して

いるが、このうち円盤状鉄製品だけがやや離れた位置で出土している。棒状礫は全部で��点出土した

が、����に近い北西側に集中して検出されている以外は比較的広い範囲に散らばって出土している。

これらには大きく見て����の西側に分布する傾向が認められるが、青磁碗が壊されていたり、破損し

た鉄斧が存在することなどから、この住居は所謂「送り」のような儀礼が行われたか、何らかの突発

的なアクシデントに見舞われた後に遺棄されたことが考えられる。

　当住居と����・�とは、配置や炉跡や柱穴の様子から並存していたと考えられる。中でも、����は

炉跡に含まれる魚類の遺存体の量が極端に多く、青磁碗や鉄製品など比較的纏まった遺物の出土が見

られることから、��の中でも中心的な存在であった可能性がある。

　なお、����付近の床から出土した炭化材に対して、���による炭素年代測定を行ったところ���年

代���±���������	
�������の値が出ている（第Ⅶ章第�節参照）。

遺物　�は青磁の碗である。底部を欠失し、口縁～体部は全周の三分の二ほどが残っている。口径は

����である。浅い幅広の片切り彫りによって蓮弁文が施されている。内面には使用痕と考えられる横

位の擦痕が認められる。時期は��世紀後半～��世紀前半と考えられる。２は須恵器の壺の肩部である。

ロクロ成形で作られている。
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２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図
Ⅲ
－
２
　
Ｕ
Ｈ
－
１
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

図Ⅲ－３　ＵＨ－１の遺物
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―　��　―

２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図Ⅲ－４　ＵＨ－１の遺物分布
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

　�は����の近くで出土した鉞形の鉄斧である。刃部の脇面には各面三本の筋目�通称「ナナツメ」�

が入れられており、柄の取りつけ部は破損している。�は円盤状鉄製品。円盤部と軸棒が腐食して欠け

ているが、鉄製の紡錘車と考えられる。�は銅製の装飾品。刀装具などの部品と思われる。表面側には

黒地に巴文が浮き彫りされており、この巴文の部分には微量の金色部分が認められた。これについて

蛍光Ｘ線分析を実施したところ、裏面にはない銀が含まれていることから、この部分には銀あるいは

銀を含む合金の押箔かメッキが施されている可能性がある。

　�～��は周辺から出土した編物の錘と考えられる棒状礫で所謂「ピッ」である。

時期　遺構の形態と伴う遺物からアイヌ文化期と考えられる。青磁碗は蓮弁文などの特徴から��世紀

後半～��世紀前半と考えられる。また、����から出土した炭化材の炭素年代は��世紀後半頃の値が出

ている。時期にやや開きがあるが、青磁碗の入手時期あるいは入所経路、使用期間などによる時間の

経過を考慮するなら、大きく矛盾するものではないと思われる。また、鉄斧の形態に関しても同様な

ことが言えよう。また、他の��と同時期になるものと思われる。� �皆川�

UH-2（図Ⅲ-5～7／図版6･7･34）

位置：M･N･O-36･37

特徴　Ⅲ層中で検出された焼土������を中心とする��ヵ所の小柱穴������～���と遺物の出土状況

から確認された平地式住居跡である。����・�などとともに段丘の縁辺部から検出されている。

　����は炉跡と考えられる焼土である。この位置で焼成されたもので色調も比較的時間をかけて生成

されたと考えられる赤褐色を呈している。層厚が���程の第�層には、肉眼で無数の細かい動物遺存体

（表面：金色部分）

（裏面）
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２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図Ⅲ－５　ＵＨ－２
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

が含まれているのが確認された。�・�層に対してウォーターセパレーション法を用いて微細遺物の有無

を確認したところ、動物遺体以外にアワ・ヒエ・キビなどを含む豊富な炭化種子が検出されている�第Ⅶ

章第５節参照�。動物遺存体については���％魚類で、大半がサケ類で占められている。量的には���

�よりもかなり少ない�第Ⅶ章第�節参照�。

　�����～��は大半がⅢ層上面で確認したもので、観察される断面からすべて打ち込みによるものと

考えられる。規模は、径が��～���、確認面からの深さが最も深いもので約����、浅いもので約���

と、比較的小型の規模を呈している。深度に関しては����と同じレベルから打ち込まれたと想定して

も、さほど深いものとは言えない。そのためこれらに伴う家屋も簡易的なものであったと推定される。

これらの配置から図示したように����と比較してやや大きな平面規模を想定した。

全体的にしっかりした作りといった印象に乏しく、ごく短い期間の住まいとして作られたと思われる。

　住居に伴うと考えられる棒状礫、軽石製品などの分布は、図Ⅲ��で示した通りである。棒状礫は編

物の錘と考えられるもので全部で��点出土したが、����の南西側にやや集中して検出されている以外

は散らばって出土している。礫や礫片も同様な傾向で分布することからこれらも錘として用いられて

いた可能性もあろう。これらには大きく見て����の西側に分布する傾向が認められるが、やはり���

�と同様に所謂「送り」のような儀礼が行われたか、何らかの突発的なアクシデントに見舞われた後に

遺棄されたのかもしれない。����・�とは、配置や炉跡や柱穴の様子から並存していたと考えられる。

遺物　�は軽石製のすり石である。�～��は周辺から出土した編物の錘と考えられる長円礫で所謂

「ピッ」である。

時期　遺構の形態と伴う遺物からアイヌ文化期もので、����と同時期の��世紀後半頃と考えられる。

� �皆川�

図Ⅲ－６　ＵＨ－２の遺物

Title:001-048_本文 Page:26 



―　��　―

２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図Ⅲ－７　ＵＨ－２の遺物分布
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

図Ⅲ－８　ＵＨ－３
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２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

UH-3（図Ⅲ-8～11／図版8～10･34･38）

位置：M･N-34･35

特徴　Ⅲ層中で検出された焼土������を中心とする�ヵ所の小柱穴������～��と遺物の出土状況か

ら確認された平地式住居跡である。����・�などとともに段丘の縁辺部から検出されている。����は

炉跡と考えられる焼土である。この位置で焼成されたと考えられるが、����・�と比較しても二回り

程小さく、色調も弱い。使用された頻度は少なかったと思われる。そのためか、肉眼では動物遺存体

は認められず、ウォーターセパレーション法を用いて得られた炭化種子もごく僅かであった。�第Ⅶ章

第５節参照�。

　�����～�はⅣ層上面で確認したもので、観察される断面から�����以外は打ち込みによるものと考

えられる。径は小さく深度も浅いため、これらに伴う家屋も����・�同様簡易的なものであったと推

定される。これらの配置から図示したように����と比較してやや大きな平面規模を想定した。全体

的にしっかりした作りといった印象に乏しく、����・�同様にごく短い期間の住まいとして作られた

可能性がある。また、周辺から出土した鉄鍋や棒状礫�ピッ�の分布から所謂「送り儀礼」に伴う構築

物であった可能性がある。

　遺物は鉄鍋�点と編物の錘と考えられる棒状礫��点が出土しており、棒状礫は����の南側に集中し

て検出されている。斜面や下位段丘面で出土した鉄鍋の接合破片や多くの棒状礫は、図Ⅲ���で示した

様に����を中心とした放射状の分布を示すことから、これらに関しても本遺構から「送られたもの」

であった可能性が高い。����・�とは、配置や炉跡や柱穴の様子から並存していたと考えられる。

遺物　�は破砕して所謂「送り場」にばらまいたと考えられるもの��点を復元した小型の鉄鍋である。

内耳がついており底には一文字の湯口が備わる。口唇の内外面にわたって薄い鉄板が貼り付けられた

部分がある。�～��も、鉄鍋と同じ「送り場」から出土した編物の錘と考えられる棒状礫で所謂「ピッ」

である。

時期　遺構の形態と伴う遺物からアイヌ文化期もので、����と同時期の��世紀後半頃と考えられる。

� �皆川�

図Ⅲ－１０　ＵＨ－３の遺物（２）

Title:001-048_本文 Page:30 



―　��　―

２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図Ⅲ－１１　ＵＨ－３の遺物分布
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

（2）土坑

UP-1（図Ⅲ-12～15／図版11･12･33･36･37）

位置：O･P-41　規模（2.08）×0.74／0.40　長軸方向：N-　18°- E

特徴　調査区中央よりやや北東側の平坦面に位置する。標高は約����ｍである。����区付近でⅢ層上

面を調査中、Ⅶ群土器�擦文土器�、鉄製品がまとまって出土したので、遺物のまとまりを中心にトレ

ンチ調査を行った結果、遺構であることが判明した。さらに精査を行ったところ、隅丸長方形の黒褐

色土の落ち込みを検出した。平面形、遺物出土状況、覆土の状況等から土坑墓と考えられる。ただし、

人骨等は検出されなかった。

　平面形は隅丸の長方形である。坑底は平坦で、壁の立ち上がりはほぼ垂直である。北西壁の立ち上

がりは��％調査時気づかずに掘り下げたため、残っていない。掘り込み面はⅢ層上部と考えられ、壙

底はわずかにⅦ層を掘り込んでいる。

　覆土は埋め戻しで、�層からなる。Ⅲ・Ⅴ層の黒色土を主体とし、Ⅳ・Ⅵ・Ⅶ層が少量混ざる。�・�・�層

中には少量の����が混ざっており、����降灰直後からあまり時間をおかない時点で、構築された

可能性が高い。

遺物　Ⅶ群土器�擦文土器����点、Ⅲ群ｂ類土器�点、鉄製品��点が出土している。覆土上面のものが

ほとんどで、坑底出土の遺物は無い。Ⅲ群ｂ類土器�点が覆土中から出土しているが、埋め戻しの時

の流れ込みと考えられる。覆土上面の遺物は遺構の平面形にほぼ重なる状態で出土し、特に南東側に

は集中部分が認められる。Ⅶ群土器�擦文土器�はほぼ全体から出土し、接合の結果４個体が復元でき

た。

　�の破片は土坑の平面形に沿って約���ｍの範囲に分布し、全周の二分の一ほどが南東側からまと

まって出土している。�～�の破片は主に南東側から出土している。鉄製品は全て南東側に分布し、多

くが約���ｍの狭い範囲からまとまって出土している。また、鍬先は折り重なった状態で出土し、��の

鍬先は同一個体の破片が約���ｍ離れたところから出土している。

　�～�はⅦ群土器�擦文土器�である。�・�は深鉢。�は頸部がやや屈曲し、口縁部は外反する。無文で

全体的に磨耗している。外面、内面共にミガキが施され、底部付近は横方向のケズリで調整される。

全体的に調整は粗い。�は口縁部がやや大きく外反し、底部がやや張り出す器形である。小片が多く、

器面の剥落が著しい。口縁～胴上半部に横走沈線が施され、さらに山形文を組み合わせた文様が施さ

れる。横走沈線の下部には隆帯がめぐり、口唇部と隆帯には刻みが加えられる。また、文様帯下部に

は鋸歯状の沈線の組合せにより連続した菱形が描かれている。焼成はやや不良である。�・�は小形の鉢。

�は底部が欠失し、全周の約二分の一が残存する。外面は横ナデが施され、胴部は縦位のハケで調整さ

れている。内面は横位のミガキで調整される。器面はやや磨耗している。�は口縁部で、外面はナデ、

内面はナデの後、部分的にハケにより調整される。�はほぼ完形の坏で、丁寧に調整されている。外面

は横位のハケの後、ミガキにより調整される。内面はほぼ全面にミガキが施される。

　�は棟区のある刀子で、刃部が柄の部分と比較して短いことから、刃部の折れたものを再加工した可

能性がある。�は両区の刀子。�～�は刀子片で、�は棟区があり、�・��は刃部の破片である。��は鞘尻

金具。��は鞘金具と思われる。��、��は�字鍬先。ほぼ、同じ規模、形態のもので風呂受け端部が内

側が翼状に突出するのが特徴である。��は棒状の鉄製品、��は針。��は中心線上に貫通孔が�ヵ所あ

る鉄製円盤である。

時期　検出層位、覆土中の����の存在、出土遺物等から擦文文化中期と考えられる。� �広田�
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―　��　―

２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図Ⅲ－１２　ＵＰ－１と遺物出土状況図（１）
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

図Ⅲ－１３　ＵＰ－１の遺物（１）

２展開図
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―　��　―

２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図Ⅲ－１４　ＵＰ－１と遺物出土状況図（２）
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

図Ⅲ－１５　ＵＰ－１の遺物（２）
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―　��　―

２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

（3）柱穴状ピット

USP-1（図Ⅲ-16）

位置：S-36　規模0.14×0.12／0.05　長軸方向：N-　40°- E

特徴　炭焼き窯の近くで検出された柱穴状の小ピットである。覆土に����が入っているためⅠ層から

打ち込まれたものと考えられる。炭焼き窯に関連する柱と思われる。

遺物　なし。

時期　近現代と考えられる。� �皆川�

USP-2（図Ⅲ-16／図版14）

位置：O-36　規模0.10×0.10／0.26　長軸方向：N-　38°- E

特徴　段丘縁辺部で検出された柱穴状の小ピットである。位置的には�����に近接しており、����や

����などとも近い。位置関係と断面の調査から��と関連する柱と考えられる。

遺物　なし。

時期　����・�と同じアイヌ文化期と考えられる。� �皆川�

USP-3（図Ⅲ-16）

位置：R-34　規模0.18×0.16／0.05　長軸方向：N-　35°- E

特徴　炭焼き窯近くの斜面で検出された柱穴状の小ピットである。覆土に����が入っているためⅠ層

から打ち込まれたものと考えられる。炭焼き窯に関連する柱と思われる。

遺物　なし。

時期　近現代と考えられる。� �皆川�

（4）焼土

焼土群（図Ⅲ-16）

　斜面下方の傾斜変換点に点々と連なって検出された焼土群である。いずれもⅢ層中の����降下以

降のもので、規模や分布密度などにある程度の差異が認められるものの、周囲の腐植土との境が非常

に明瞭なためこの位置で焼成された印象は薄い。また、焼土内や断面には縞状の筋が認められること

から水の影響を受けていると推定される。焼土中にはごく少量の炭化粒が含まれていて、フローテー

ション法を使った微細遺物の抽出では、����・�・�～�から炭化種子が検出されている�第Ⅴ章第�節参

照�。それ以外には、明らかに伴う遺物は認められない。比較的近い位置から鉄鍋片や棒状礫と同レベ

ルで検出されるものがあることから����～�と同じ時期である可能性は高い。これらの状況から見て、

焼土群は��の炉跡などで生成されたものが、当時の水際であった各地点に遺棄されたものと思われ

る。動機の一つとしては、所謂「灰送り儀礼」の一つとして行われた可能性があげられよう。

遺物　掲載遺物なし。

時期　アイヌ文化期の����～�と同時期の可能性がある。� �皆川�

UF-1（図Ⅲ-18／図版14）

位置：L-39　規模（0.20×0.22）／0.02　長軸方向：N-　65°- E

特徴　Ⅲ層中の比較的上位で検出された焼土である。東側をテストピットで切られているが、本来的

に大型のものとは考えられない。この位置で生成されたかも不明である。遺物は礫が伴っている。
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

図Ⅲ－１６　焼土群（ＵＦ－３～１４・１７～３７）
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―　��　―

２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図Ⅲ－１７　ＵＳＰ－１～３
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位からアイヌ文化期の可能性がある。� �皆川�

UF-2（図Ⅲ-18／図版14）

位置：M-36　規模0.48×0.24／0.03　長軸方向：N-　81°- W

特徴　Ⅲ層中の比較的下位で検出された小型の焼土である。この位置で生成されたかは不明である。

遺物は伴っていない。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位と周囲の出土遺物から縄文時代晩期～擦文文化期の可能性がある。� �皆川�

UF-6（図Ⅲ-21）

位置：T-34　規模0.93×0.51／0.03　長軸方向：N-　70°- E

特徴　調査区南東隅の平坦面に位置する。西側約���ｍに����、東側約���ｍに�����がある。Ⅲ層調

査中に検出した。平面形は不整形で、焼土層は薄い。明瞭な焼土で、下部の焼け方は漸移的である。

遺物　出土遺物はない。

時期　検出層位から擦文～アイヌ文化期と考えられる。� �広田�

UF-15（図Ⅲ-22／図版14）

位置：P-36　規模0.26×0.16／0.02　長軸方向：N-　61°-E

特徴　Ⅲ層中の比較的上位で検出された小型の焼土である。段丘縁辺部で検出されており、周囲には

�����、�����などがある。また、����、�などとも比較的近くに位置する。この場所で生成された

かは不明である。

遺物　掲載遺物なし。

時期　周囲の遺構と層位からアイヌ文化期の可能性がある。� �皆川�

UF-16（図Ⅲ-23）

位置：O-36　規模0.37×0.30／0.04　長軸方向：N-　4°- W

特徴　Ⅲ層中の比較的上位で検出された小型の焼土である。段丘縁辺部で検出されており、周囲には

近接して�����があり、�����、����、�などとも比較的近くに位置する。この位置で生成されたか

は不明である。焼けて赤化した礫片を伴っていた。

遺物　掲載遺物なし。

時期　周囲の遺構と層位からアイヌ文化期の可能性がある。� �皆川�

UF-17（図Ⅲ-21）

位置：T-34　規模0.20×0.08／0.03　長軸方向：N-　17°- E

特徴　調査区南東隅の平坦面に位置する。西側約���ｍに��－�がある。Ⅲ層調査中に検出した。

調査区の法面に接しており、一部しか調査できなかった。平面形は不明。焼土層は薄い。比較的よく

焼けており、下部の焼け方は漸移的である。

遺物　出土遺物はない。

時期　検出層位から擦文～アイヌ文化期と考えられる。� �広田�
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―　��　―

２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図Ⅲ－１８　ＵＦ－１・２・１１・１２
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

図Ⅲ－１９　ＵＦ－３・８～１０・２１・２２
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―　��　―

２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図Ⅲ－２０　ＵＦ－４・５・２３～３７
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

図Ⅲ－２１　ＵＦ－６・７・１７
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―　��　―

２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図Ⅲ－２２　ＵＦ－１３～１６
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

図Ⅲ－２３　ＵＦ－１８～２０

表４　焼土群一覧
方位規模（長軸×短軸）検出層位時期位置遺構番号

Ｎ－３４°－Ｗ０�３３×０�２１Ⅲ層アイヌ文化期Ｐ－３３ＵＦ－３
Ｎ－１８°－Ｅ０�８７×０�４９Ⅲ層アイヌ文化期Ｐ－３３ＵＦ－４
Ｎ－４°－Ｗ０�５１×０�２４Ⅲ層アイヌ文化期Ｑ－３３ＵＦ－５
Ｎ－７０°－Ｅ０�９３×０�５１Ⅲ層擦文～アイヌ文化期Ｔ－３４ＵＦ－６
Ｎ－７６°－Ｅ４�７４×０�７７Ⅲ層アイヌ文化期Ｓ－３３・３４�Ｔ－３４ＵＦ－７
Ｎ－６１°－Ｗ０�５８×０�４１Ⅲ層アイヌ文化期Ｏ－３３ＵＦ－８
Ｎ－２１°－Ｗ０�４５×０�２３Ⅲ層アイヌ文化期Ｎ－３２ＵＦ－９
Ｎ－４６°－Ｅ０�６７×０�３７Ⅲ層アイヌ文化期Ｎ－３２ＵＦ－１０
Ｎ－８４°－Ｅ０�５１×０�１３Ⅲ層アイヌ文化期Ｍ－３２ＵＦ－１１
Ｎ－８２°－Ｗ０�２９×０�１６Ⅲ層アイヌ文化期Ｍ－３２ＵＦ－１２
Ｎ－１０°－Ｅ０�５０×０�３６Ⅲ層アイヌ文化期Ｉ－３６・３７ＵＦ－１３
Ｎ－４０°－Ｗ０�５３×０�４０Ⅲ層アイヌ文化期Ｉ－３７ＵＦ－１４
Ｎ－１７°－Ｅ０�２０×０�０８Ⅲ層擦文～アイヌ文化期Ｔ－３４ＵＦ－１７
Ｎ－７５°－Ｗ０�３１×０�１９Ⅲ層アイヌ文化期Ｎ－３４ＵＦ－１８
Ｎ－７３°－Ｅ０�１１×０�０９Ⅲ層アイヌ文化期Ｎ－３４ＵＦ－１９
Ｎ－２２°－Ｅ０�２５×０�０９Ⅲ層アイヌ文化期Ｎ－３４ＵＦ－２０
Ｎ－６３°－Ｗ０�０４×０�０３Ⅲ層アイヌ文化期Ｏ－３３ＵＦ－２１
Ｎ－４３°－Ｅ０�１１×０�０９Ⅲ層アイヌ文化期Ｏ－３３ＵＦ－２２
Ｎ－１９°－Ｅ０�０９×０�０６Ⅲ層アイヌ文化期Ｑ－３３ＵＦ－２３
Ｎ－８９°－Ｅ０�３５×０�１９Ⅲ層アイヌ文化期Ｑ－３３ＵＦ－２４
Ｎ－３７°－Ｅ０�３４×０�０８Ⅲ層アイヌ文化期Ｑ－３３ＵＦ－２５
Ｎ－３５°－Ｅ０�１３×０�１０Ⅲ層アイヌ文化期Ｑ－３３ＵＦ－２６
Ｎ－５４°－Ｗ０�１９×０�１１Ⅲ層アイヌ文化期Ｑ－３３ＵＦ－２７
Ｎ－７３°－Ｗ０�０６×０�０５Ⅲ層アイヌ文化期Ｒ－３３ＵＦ－２８
Ｎ－８０°－Ｅ０�１４×０�０７Ⅲ層アイヌ文化期Ｒ－３３ＵＦ－２９
Ｎ－３°－Ｗ０�２５×０�１４Ⅲ層アイヌ文化期Ｒ－３３ＵＦ－３０
Ｎ－７８°－Ｗ０�６７×０�２４Ⅲ層アイヌ文化期Ｒ－３３ＵＦ－３１
Ｎ－８８°－Ｗ０�１３×０�０７Ⅲ層アイヌ文化期Ｒ－３３ＵＦ－３２
Ｎ－８５°－Ｗ０�１２×０�０６Ⅲ層アイヌ文化期Ｒ－３３ＵＦ－３３
Ｎ－５°－Ｗ０�８２×０�５５Ⅲ層アイヌ文化期Ｒ－３３・３４ＵＦ－３４
Ｎ－２６°－Ｗ０�５５×０�３２Ⅲ層アイヌ文化期Ｒ－３３・３４ＵＦ－３５
Ｎ－６５°－Ｅ０�１０×０�０４Ⅲ層アイヌ文化期Ｒ－３３ＵＦ－３６
Ｎ－７４°－Ｗ０�０８×０�０７Ⅲ層アイヌ文化期Ｒ－３３ＵＦ－３７
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―　��　―

２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

（5）灰集中

UA-1（図Ⅲ-24／図版14）

位置：M-38　規模0.36×0.29／0.07　長軸方向：N-　48°- E

特徴　Ⅲ層中で検出された灰の集中である。近接して炭化材が出土しているが、焼土は認められない。

また、周囲はⅣ層上面まで下げて柱穴などの確認も行ったが検出されなかった。フローテーション法

を用いたところ灰中からは極く少量の焼けた魚類の骨と炭化種子が検出されている。遺物については

明らかに伴うものは無いが、周囲のⅢ層からは複数の棒状原石�所謂「ピッ」�が出土しており、その

分布状況から見て本遺構と関連する可能性がある�図Ⅲ����。����～�よりも更に簡易な構造物、あ

るいはこの辺りが所謂「送り場」で、棒状礫などと共に送られたのかもしれない。

遺物　なし。

時期　アイヌ文化期の可能性がある。� �皆川�

（6）集石

US-1（図Ⅲ-24／図版14）

位置：R-35　規模1.32×1.12　長軸方向：N-　5°- W

特徴　段丘縁辺部で検出された小円礫の集中である。最大����、最小が���程の大きさの玉砂利は

�����点が検出されており、最大の厚さは���であったが本来的には紡錘状を呈していた可能性がある。

砂利中からは少量の炭化粒が検出されている。遺物は出土していない。

時期　周辺には����・�などの遺構があるためアイヌ文化期の可能性が比較的高いと思われる。

�皆川�

図Ⅲ－２４　ＵＡ－１、ＵＳ－１
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Ⅲ　Ⅲ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図Ⅲ－２５　ＵＡ－１の遺物分布
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―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

１　調査の概要
　Ⅴ層からは竪穴式住居�軒�����～��、土坑�基�����～��、Ｔピット�基�����・��、柱穴状小ピッ

ト�ヵ所�������、焼土��カ所�����～���が見つかっている。このうち、時期が分かっているものは、

����～�と����、�����の縄文時代中期後半と�����の縄文時代早期後葉である。なお、����・�に

関しては検出された炭化物類に対して���の炭素年代測定を行っている。

　����～�は集落を構成すると考えられるが、これらには大型の竪穴とそれに近接して設けられてい

る小型の竪穴とが対になる傾向が認められる。例えば、大型の����と小型の����であるし、同じよ

うに����と����にもそれが当てはまる。形態的に異なるものが組み合わさっていることから、機能

的な違いで別れている可能性がある。また、����～�周辺の包含層からは同時期の遺物が大量に出土

する傾向がある。これらは、各住居から廃棄されたものと考えられる。土坑は����が墓の可能性があ

Ⅳ　Ⅴ層の遺構

図Ⅳ－１　Ⅴ層遺構位置図

　　　旧河道
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Ⅳ　Ⅴ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

る。また、����に関しても規模と形態、立地状況が����類似のため同時期の墓の可能性がある。

　なお、時期を限定できる遺物を持たないものに関しては、潜在的に当遺跡内から遺構・遺物が検出

されている縄文時代早期後葉、中期後半、後期中葉、晩期後葉の各時期の可能性をもつ。� �皆川�

２　遺構の調査
（1）住居跡

LH-1（図Ⅳ-2～6／図版15･16･40･43）

位置：Q･R･S-40～42　規模6.80×5.32／6.46×5.00／0.28　床面積（25.82）㎡

長軸方向：N-　3°- W

特徴　平面形が不整の楕円形を呈する大型の竪穴式住居である。非常に浅い竪穴内には、炉跡������

と柱穴������～���が検出されている。

　竪穴の掘り込み面はⅤ層中の中～下位で、掘り上げ土は主に竪穴の東側に捨てている。覆土は住居

の廃絶後に流れ込んだ掘り上げ土混じりの覆土�層とその上位に堆積した腐植土を主体とする覆土�層

の�枚で、どちらも多くの遺物を包含する。

　����は床面のほぼ中央部から検出された炉跡と考えられるもので、色調は赤褐色でしっかりと焼成

されているが、平面形は撹乱によって本来の形態を失っている。それを差し引いても床面積に対して

大型であることから、炉の作り直しが行われた可能性がある。あるいは覆土中に微量の焼土粒を含む

部分もあることから当住居の家屋が焼失している可能性も皆無ではない。焼土中からは被熱した魚類

の骨が検出されている�第Ⅶ章第�節参照�。�����～��の配置は、大きな傾向として壁近くの床で検出

されるものが多く、所謂主柱穴の様なものを見いだせないのが特徴的である。竪穴が浅いことも含め

て考えるなら、上屋構造は重厚なものではなかった可能性がある。

　遺物は、覆土と床面から多数出土している。床面出土の土器は����の南側に比較的密に分布し、石

器類にはそのような偏りは見られない。すぐ東側の包含層からは本住居から廃棄された大量の遺物が

出土しており、覆土のものに関しても東側から竪穴内に流れ込んだ状況のものが多い。そのため基本

的には床面、覆土、東側のⅤ層包含層出土の多くの遺物は����に関わるものと言える。

遺物　�～��はⅢ群ｂ類土器である。�～�は北筒式土器の口縁部で、円形刺突文が施されるものが多い。

地文は��ないし��の斜縄文である。全て胎土に繊維を含む。�～�は肥厚帯がめぐり、横位の押引文

が施される。�は山形の小突起をもち、口唇部にも押引文が施される。�～�は肥厚帯のないものである。

�は口唇部に押引文が施される。�～��は煉瓦台式の口縁部である。�～��は貼付帯がめぐるもの。いず

れも��斜縄文が施される。��～��は貼付帯のないものである。��、��は同一個体で、羽状縄文が施さ

れる。��は��の斜縄文が施される。��～��は胴部である。胎土には繊維を含む。��は��の斜縄文が

施される。��・��は羽状縄文が施され、��は裏面にも��の斜縄文が施される。

　��～��は石鏃、全て黒曜石製である。��～��は側縁の翼部の形態が左右で異なる。��はその未成品

の可能性がある。��、��はやや大型であることから石銛の可能性がある。��、��はドリル。��は黒曜

石製で、剥片の突起部を利用している。��は片岩製、先端が摩滅して丸味を帯びている。��は小型の

剥片を使った�フレイク。両側縁を削器、上端部を掻器のように使用している。��、��は�フレイクで

ある。��～��、��～��の石材は黒曜石である。��～��は石斧である。��は、全面に研磨が施された小

型のもので緑色泥岩製である。刃部は欠失している。��、��は大型の石斧から剥落した破片に最低限

の研磨を加えて小型の製品としたものである。刃部の薄刃は念入りに研ぎ出されており鑿のような加

工具であった可能性もある。��は全面に剥離と敲打痕が残る大型のもので、本体には研磨部が見られ
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図Ⅳ－４　ＬＨ－１の遺物（１）
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図Ⅳ－５　ＬＨ－１の遺物（２）
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図Ⅳ－６　ＬＨ－１の遺物分布

覆土・土器

覆土・石器

床面
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ないことから未成品の可能性もある。ただし、刃部に相当する部位は数次の打撃により破損し欠失し

ている。��～��は片岩製である。

時期　遺物から縄文時代中期後半の煉瓦台式や北筒式土器の時期と考えられる。� �皆川�

LH-2（図Ⅳ-7～10／図版17･18･39）

位置：S･T-36～38　規模5.20×3.80／4.98×3.34／0.41　床面積（12.35）㎡

長軸方向：N-　30°- E

特徴　平面が長軸の一端に膨らみを有する楕円形の竪穴式住居で、長軸上に見られる膨らみは所謂「特

殊ピット」とされる住居付属の遺構である。床面からは炉跡�ヵ所�����・��と柱穴��本������～���、

それと土器�個体が検出されている。なお、南東側の一部は近現代の炭焼窯によって壊されている。

　竪穴の掘り込み面はⅤ層中の中位より下である。掘り上げ土は確認出来ていないが、周囲に顕著な

ものが見られないことから、多くを斜面に捨てた可能性が高い。覆土は、住居の廃絶後すぐに流れ込

んだと考えられる掘り上げ土混じりの覆土�層とその上位に堆積した腐植土を主体とする覆土�層の�

枚で、どちらも遺物を包含する。

　「特殊ピット」は長軸の北東側に備わっており、膨らみの中央部分には円形のピットが作られ更に

その底に径���程の小ピットが�ヵ所設けられている。竪穴の床面はこの「特殊ピット」のある側が

僅かに高くなる二段構造を呈しており、全体的に見ると南西側から北東側の「特殊ピット」に向かっ

て徐々に高まっていく床面形態となっている。

　床面のやや南西側に位置する����・�は、長軸に沿って二つ並んで検出されている。どちらも色調は

赤褐色で、しっかりと焼成されている。この二つの炉跡のすぐ東側の床面からは復元可能な深鉢形土

器が出土した���。また、焼土中からは植物遺存体の破片が検出されている�第Ⅶ章第�節�。�����～

��は、大きな傾向として壁近くの床あるいは壁の外側で検出されるものが多い。所謂主柱穴の呈を為

すものは無く、床面を更に数十��掘り下げたが検出されなかった。

　遺物は、覆土と床面から多数出土している。床面出土の土器は先の復元土器を含めて����・�の周辺

で出土する。床面の石器は「付属ピット」部分に集中する傾向が認められる。すぐ東側の包含層から

は本住居から廃棄された遺物が出土しており、覆土のものに関しても東側からの流れ込んだ状況のも

のが多い。そのため基本的には床面、覆土、東側のⅤ層包含層出土の多くの遺物は����に関わる可能

性が高い。

　なお、����・�付近の床から出土した炭化材に対して、���による炭素年代測定を行ったところ���

年代����±�������������	
���の値が出ている（第Ⅶ章第�節参照）。

遺物　�～�はⅢ群�類土器である。�はまとまって出土した煉瓦台式土器である。胴中～下部に、幅の

広い貼付帯が縦横に付けられる。貼付帯は薄く、器面が全体的に磨耗しているため、判別できない部

分もある。胴部中位の貼付帯には縄文が、下位の貼付帯には縄端の圧痕や縄線文が施されている。地

文は��、��の斜縄文による羽状縄文である。�・�は北筒式の口縁部。�は肥厚帯の部分で、裏面は剥

がれている。肥厚帯上には押引文が施されている。�は円形刺突文が施される。�は�と同一個体である。

�～�・�は胴部である。�は幅の狭い貼付帯が付けられ、貼付帯上には刻みが施される。�の地文は無節

の斜縄文で、綾繰文も施される。�は��、�は��の斜縄文が施される。

　�～��は石鏃である。�は小型のもので、背面には最小限の剥離がなされている。��は右側の刃部が

作出されていない。未成品である。��は肉厚の剥片が使われており、それが取りきれていない。��は

被熱して光沢が失われている。��、��は石銛の可能性がある。��はしっかりとした尖頭部もつもので、全
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図Ⅳ－７　ＬＨ－２（１）

強く焼けた焼土

弱く焼けた焼土
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体的に丁寧な整形が特徴的である。石槍として使われた可能性がある。��は尖頭部作出の加工が表面

だけに施されたドリルである。加えて右側縁は掻器として、左側縁は削器としても使われている。��

～��はスクレイパ�である。��は下端の表面に鈍角の刃部を作出した以外はほとんど無加工である。

��は小型の縦長剥片の両側縁に細かい剥離を施したもので、被熱で光沢が失われている。��も表面の

下端部左側に最小限の剥離を施した小型の掻器である。��、��は�フレイクである。リタッチは、��

が上端部、��が左側縁に各施されている。

　��は基部の欠失した小型の石斧。��は磨製石斧の破片を再加工したもの。主に右側縁を削器的に使っ

ている。

時期　遺物から縄文時代中期後半の煉瓦台式土器の時期と考えられる。� �皆川�

LH-3（図Ⅳ-11／図版19･45）

位置：N･O-37･38　規模3.26×3.04／2.95×2.67／0.37 　床面積5.96㎡

長軸方向：N-　12°- W

特徴　平面形が不整の円形を呈する小型の竪穴式住居で、����の覆土内に作られている。床面と考え

られる位置からは焼土や小ピットが検出されているが、重複する����との識別が困難であったため床

面の物に関しては����で報告する。

　竪穴の掘り込み面はⅤ層中の中位ぐらいで、掘り上げ土は確認できていない。覆土は、住居の廃絶

後に流れ込んだ掘り上げ土混じりの覆土�層とその上位に堆積した腐植土を主体とする覆土�層の�枚

で、どちらも遺物は少ない。

遺物　�は石鏃の基部である。黒曜石製である。

時期　����と重複することからこれよりも新しいと言える。しかし、竪穴内外の遺物に大きな差異は

見られないことからほぼ同じような時期に収まる可能性が高い。� �皆川�

LH-4（図Ⅳ-12～14／図版20･21･39･45）

位置：O･P-38･39　規模3.66×3.16／3.44×2.80／0.35　床面積7.56㎡

長軸方向：N-　38°- E

特徴　調査区ほぼ中央、標高約����ｍの緩斜面に位置する。南西側約�ｍの所に����がある。

図Ⅳ－８　ＬＨ－２（２）
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図Ⅳ－９　ＬＨ－２の遺物

Title:049-096_本文 Page:59 



Ⅳ　Ⅴ層の遺構

―　��　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

　
04 年

図Ⅳ－１０　ＬＨ－２の遺物分布

覆土・土器

覆土・石器

床面・土器

床面・石器
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　����区でⅥ層上面の精査を行ったところ、黒褐色土のまとまりとして確認された。まとまりの中央

付近を通るようにトレンチを設け調査を行った結果、遺構であることが判明した。

　平面形は卵形に近く、床面はほぼ平坦である。壁の立ち上がりは、北東側は比較的緩やかで、他は

急角度である。壁は全体的に不明瞭である。西側壁を一部掘り過ぎた。掘り込み面はⅤ層上部と考え

られ、床面はⅦ層を少し掘り込んで構築されている。掘り込みは浅く、約����程度である。

　覆土は自然堆積と考えられる。覆土上部の土層はⅤ層を主体とし、Ⅵ、Ⅶ層等が少量混じる。覆土

下部の土層はⅥ、Ⅶ層が主体となる。

　付属施設は、炉と考えられる焼土�ヵ所������、ピット��基�����、�����～��が検出された。���

�は床面中央よりやや南側に位置する。平面形は不整の円形に近い。また、����の南東側に接してロー

ムの硬化部分があり、炭化物が検出された。ピットは竪穴内に�基�����、�����～�・��、竪穴外で�

基������・�・�・��検出された。����の平面形は不整の楕円形で、掘り込みは約����を測る。���－�

～�の平面形はいずれも不整の円形で、掘り込みは約�～����を測る。�����～�は配置、規模から柱

図Ⅳ－１１　ＬＨ－３と遺物
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図Ⅳ－１２　ＬＨ－４
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穴と考えられる。

遺物　���点出土している。内訳はⅢ群ｂ類土器��点、フレイク��点、石核�点、石斧片�点、礫�点で

ある。床面からはⅢ群ｂ類土器�点、フレイク�点、炉������からはフレイク�点が出土している。覆

土の遺物は竪穴ほぼ全体から散漫に出土している。床面の遺物は����周辺からの出土が多い。接合関

係はあまり認められないが、覆土中で近くから出土したⅢ群ｂ類土器が少量接合している。

　�～�はⅢ群ｂ類土器である。いずれも胎土に繊維を含む。�～�は北筒式土器の口縁部。�、�は円形

刺突文が施される。�は肥厚帯がめぐり、肥厚帯上には押引文が施されている。�は口縁部がわずかに

肥厚し、押引文が施される。地文は��の斜縄文である。�は口唇部に押引文が施される。内外面に��

の斜縄文が施される。�～�は胴部。�は複節の斜縄文が施される。�・�は��の斜縄文が施され、�は部

分的に綾繰文が施される。�は結束の羽状縄文が施される。�は表面の約半分に風化面を残す石核であ

る。使用に適したものが剥ぎ取られた痕跡は認めがたく、これ自体がツ�ルの可能性もある。

時期　床面出土の遺物から縄文時代中期後半北筒式土器の時期と考えられる。� �広田�

LH-5（図Ⅳ-15～19／図版22･23･41･44）

位置：N･O-37･38　規模6.70×5.00／6.40×4.78／0.40　床面積25.60㎡

長軸方向：N-　29°- E

特徴　平面形が不整の楕円形を呈する大型の竪穴式住居である。比較的浅く掘り込まれた竪穴内には、

焼土が�ヵ所�����～��と柱穴が��ヵ所������～���検出されている。

　竪穴の掘り込み面はⅤ層中の中位より下で、掘り上げ土は主に竪穴の東側に捨てている。覆土は住

居の廃絶後に流れ込んだ掘り上げ土混じりの覆土�層とその上位に堆積した腐植土を主体とする覆土

１層の�枚で、どちらも遺物を包含する。

　����～�の中で、最も大型の����は色調が赤褐色でしっかりと焼成されていることから住居に伴う

炉跡と考えられる。重複する����のものの可能性もあるが、床面積に対して占める比率を見た場合、

図Ⅳ－１３　ＬＨ－４の遺物
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図Ⅳ－１４　ＬＨ－４の遺物分布

覆土

床面
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当住居の炉跡とするのが妥当であろう。他の����～�はいずれも小型で色調も薄く炉跡とは言い難い。

これらは当住居の家屋が焼失している可能性を示すものかもしれない。�����～��は、大きな傾向と

して壁近くの床で検出されるものが多く、主柱穴と考えるものは見いだせない。竪穴が浅いことも含

めて考えるなら、上屋構造は重厚なものではなかった可能性がある。

　遺物は、床面出土のものが覆土と比較して少なく、土器、石器共に北東側よりの床面で検出されて

いる。覆土に包含される遺物は多く、全体的に満遍なく出土しているが、特に����西側には土器、石

器とも集中する傾向が認められる。それらは埋没中の当住居に廃棄された可能性があるものの、床面

の遺物と時期に大きな違いは認められない。竪穴のすぐ南側の包含層からは本住居から廃棄されたと

考えられる大量の遺物が出土しており、覆土のものに関してはそこから流れ込んだものも多いと思わ

れる。そのため基本的には床面、覆土、南側のⅤ層包含層出土の多くの遺物は����に関わるも可能性

が高い。

遺物　�～��はⅢ群ｂ類土器である。�～�は北筒式で、胎土に繊維を含む。�は復元土器で、胴下半～

底部を欠失する。器形は胴部～口縁部にかけて直線的に広がり、口縁部はやや外側に屈曲する。口縁

部には肥厚帯があり、肥厚帯上には横位の押引文が�列施される。肥厚帯直下には円形刺突文が巡らさ

れる。地文は��斜縄文で、口縁部内面にも施文される。�～�は口縁部である。�～�は肥厚帯がめぐり、

�・�・�は肥厚帯直下に円形刺突文が施される。�は口唇部と肥厚帯に押引文が施される。�・�は肥厚帯上

に�列の押引文が施される。�は山形の小突起を有し、外面に炭化物が付着している。�の肥厚帯は非常

に薄い。�は円形刺突文が施され、焼成はやや不良である。�～��は胴部で、胎土に繊維を含む。地文

は��の斜縄文が施されるものが多い。�～��は内面にも縄文が施される。�は外面に結束の羽状縄文が

施され、内面に��斜縄文が施される。��は煉瓦台式に相当する。口縁部に貼付帯がめぐり、器面には

��の斜縄文が施される。胎土は砂粒を多く含む。

　�は小型の石鏃で、原材の厚味を残している。�は大型の石鏃である。基部が長く石槍として使われ

た可能性もある。�～�はスクレイパ�である。�～�は加工を加えた面面の一端に鈍角な刃部を作出し

削器のように使用している。�は両側縁に部分的な鈍角の刃部が備わっている。背面にも剥離が施され

ており、両面加工の石器の未成品かもしれない。�は下端部、�は両側縁、�は右側縁に刃部を持つ。��

も両側縁に若干の剥離を施したものであるが、下端部には対になる抉りのような部分が備わることか

ら小型のつまみ付石器の可能性もある。��・��は小さな縦長剥片を使った�フレイクである。��は両側

縁、��は右側縁に使用の潰れが見られる。�～��はすべて黒曜石製である。

　��、��は石斧である。��は肉薄の片岩片の両側縁に最小限の剥離だけを施したもので、若干の摩滅

と打撃痕の残る刃部も剥片の鋭利な部位をそのまま使用している。あるいはここから小型の石斧や石

鑿などへ加工していくのかもしれない。��は裏面が剥落した比較的大型の磨製石斧で、裏面には剥落

後に施された加工痕が見られることから再生して使おうとしたものと考えられる。��、��は亜円礫を

使ったたたき石である。��の使用痕は上下端に認められ、更に表面はすり石としても使われているよ

うである。��は下端の出張り部分を集中して使ったもので、表面には黒褐色の付着物が認められる。

時期　遺物から縄文時代中期後半の煉瓦台式や北筒式土器の時期と考えられる。� �皆川�

LH-6（図Ⅳ-20･21／図版24･25･45）

位置：Q-42･43　規模2.56×2.26／2.10×1.80／0.38　床面積3.11㎡

長軸方向：N-　7°- W

特徴　平面形が不整の円形を呈する小型の竪穴式住居である。����と近接した位置にあり、竪穴内に
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２　遺構の調査
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図Ⅳ－１７　ＬＨ－５の遺物（１）
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２　遺構の調査
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図Ⅳ－１８　ＬＨ－５の遺物（２）
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図Ⅳ－１９　ＬＨ－５の遺物分布

覆土・土器

床面

覆土・石器
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２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

は、炉跡������と柱穴�ヵ所������～��が検出されている。また、覆土�層中には�ヵ所の焼土が検

出されている。

　竪穴の掘り込み面はⅤ層中の中位より下で、掘り上げ土は明瞭なものが認められなかった。覆土は

住居の廃絶後に流れ込んだ微量の掘り上げ土が混じる覆土�層とその上位に堆積した腐植土を主体と

する覆土�層の�枚である。そのどちらにも遺物が包含されている。

　����は床面のほぼ中央部から検出された炉跡と考えられる焼土である。色調は赤褐色で、しっかり

と焼成された焼土であるが、床面積に対してやや大型である。����の直上からは図示した�の北筒式

土器が出土している。�����～�は、�����除いて南東側の壁際の床で検出されている。それ以外の柱

穴は床面に存在するならほぼ見逃しようの無い状況であるため上屋の構造によるものかもしれない。

また、壁外の柱穴に関してもⅥ層の上面では確認できていない。覆土�層で検出された焼土は、色調が

薄く境界も不明瞭なため、他から投棄されたものと考えられる。ただし同じレベルから図示した玉���

が出土していることから、何らかの行為を行っていることが考えられる。

　遺物は覆土と床面から多数出土しているが大半がⅢ群�類土器である。床面のものは炉跡に集中し

て出土しているが、覆土のものは全体から出土している。図示した玉は、先の通り覆土�層で検出され

た焼土とレベルで出土している。これらの土器は、近接する����と同じ時期のものであるため同時期

の可能性が高い。

遺物　�～�はⅢ群ｂ類土器である。�・�は北筒式である。�は口縁～胴部で、器形は胴部がやや膨らみ、口

縁部がやや外反する。口縁部には薄い肥厚帯がめぐり、肥厚帯及び胴上半部には横位の押引文が�列施

される。肥厚帯直下には円形刺突文が施される。地文は��、��の斜縄文による羽状縄文である。�は

口縁部で、内面は剥がれている。肥厚帯がめぐり、肥厚帯下部には押引文が施される。�・�は胴部であ

る。�は��、�は��の斜縄文が施される。

　�は磨製石斧から剥落した縦長の破片に加工を加えたもので下位が欠失している。小型の石斧か石鑿

の失敗作と考えられる。�は蛇紋岩製の玉である。

時期　遺物から縄文時代中期後半の煉瓦台式や北筒式土器の時期と考えられる。� �皆川�

（2）土坑

LP-1（図Ⅳ-22／図版26）

位置：Q-39　規　模1.02×0.96／0.68×0.48／0.32

長軸方向：N-　6°- W

特徴　調査区中央よりやや東側の平坦面に位置する。Ⅵ層上面の精査中に、黒色土のまとまりとして

検出した。南西側約���ｍに����がある。

　平面形は、確認面では不整の円形で、坑底では不整形である。坑底面はやや凹凸があり、東側がや

や深くなる。壁の立ち上がりは南西側が緩やかで、他はやや急角度に立ち上がる。掘り込み面はⅤ層

中と考えられ、坑底面はⅦ層中に構築されている。

　覆土は自然堆積で、上部ではⅤ層を主体とし、中～下部はⅥ、Ⅶ層を主体とする。

遺物　出土遺物はない。

時期　検出層位、覆土、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代中期後葉の可能性が高い。� �広田�

LP-2（図Ⅳ-22／図版26）

位置：M-43　規模0.58×0.56／0.22×0.24／0.18
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図Ⅳ－２０　ＬＨ－６

覆土の焼土
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２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

図Ⅳ－２１　ＬＨ－６の遺物と分布

覆土 床面
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図Ⅳ－２２　ＬＰ－１～３と遺物
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２　遺構の調査
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長軸方向：N-　51°- E

特徴　調査区中央より北側の平坦面に位置する。東側約���ｍに�����がある。Ⅶ層上面の精査中に黒

褐色土のまとまりとして検出した。

　平面形は確認面、坑底面共に不整の円形である。坑底面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは比較的緩

やかである。掘り込み面はⅤ層中と考えられ、坑底面はⅦ層中に構築されている。

覆土は自然堆積で、上部ではⅤ層を、下部ではⅦ層を主体とする。

遺物　出土遺物はない。

時期　検出層位、覆土、周辺包含層出土の遺物から、縄文時代と考えられる。� �広田�

LP-3（図Ⅳ-22／図版26･42･45）

位　置：M-38･39　規模1.46×1.32／0.88×0.84／0.35

長軸方向：N-　10°- W

特徴　調査区中央よりやや北西側の平坦面に位置する。南東側約�ｍに����・�がある。Ⅴ層上面の精

査中に黒色土のまとまりとして検出した。

　平面形は確認面、坑底面共に不整の円形である。坑底面はほぼ平坦で、壁の立ち上がりは比較的緩

やかである。掘り込み面はⅤ層上部で、坑底面はⅦ層を少し掘りこんで構築されている。

　覆土はⅤ層を主体とし、Ⅵ、Ⅶ層が少量混ざる。また、覆土下部で木の根による撹乱が一部認めら

れる。

遺物　全部で��点出土しており、いずれも覆土出土である。内訳はⅢ群ｂ類土器�点、フレイク�点、

石斧�点、礫�点である。

　�・�はⅢ群ｂ類土器である。�は胴部で、��斜縄文と綾繰文が施される。焼成はやや不良。�は底部

である。幅は厚く、焼成はやや不良である。

　�は片岩製の石斧である。研磨されている部位は無く、胴部から基部にかけて約半分が欠失している。

胴部の厚味を取る時に破損したと考えられる。

時期　出土遺物、検出層位から縄文時代中期後半Ⅲ群ｂ類土器の時期と考えられる。� �広田�

LP-4（図Ⅳ-23／図版27）

位置：Q-35　規模（2.72）×1.66／（2.32）×1.42／0.36　

長軸方向：N-　4°- W

特徴　調査区南東側、段丘縁の緩斜面に位置する。西側約���ｍに����がある。Ⅵ層上面で黒色土の

まとまりとして検出した。南東側を試掘時のテストピットで壊されている。

　平面形は不整の楕円形と考えられる。坑底面は南側に緩やかに傾いている。確認面からの掘り込み

は浅く、坑底面はⅦ層をわずかに掘り込んでいる。壁の立ち上がりは緩やかで、断面形は浅い皿状で

ある。立地、平面形等は����に類似している。

　覆土はⅤ層を主体としⅥ、Ⅶ層を少量含む土で、埋め戻しの可能性が高い。

遺物　遺物は出土していない。

時期　遺物は出土していないが、立地、平面形等の類似から����と同様に縄文時代中期後半の柏木川

式の時期の可能性が高い。� �広田��
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図Ⅳ－２３　ＬＰ－４・５と遺物
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２　遺構の調査
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LP-5（図Ⅳ-23／図版27･42）

位置：M-34　規模2.00×1.40／1.82×1.20／0.13　

長軸方向：N-　18°- W

特徴　調査区南側、段丘縁の緩斜面に位置する。北東側に近接して�����、����がある。Ⅵ層上面で

黒色土のまとまりとして検出した。

　平面形は確認面、坑底共に不整の楕円形である。坑底面は南側に緩やかに傾いている。確認面から

の掘り込みは浅く、坑底面はⅦ層をわずかに掘り込んでいる。壁の立ち上がりは緩やかで、断面形は

浅い皿状である。立地、平面形等は����に類似している。

　覆土は、Ⅴ層を主体とし、Ⅵ、Ⅶ層を少量含む土で埋め戻しの可能性が高い。

遺物　覆土からⅢ群ｂ類土器が��点出土している。�・�は柏木川式である。�はまとまって出土した土

器である。口縁～胴部で胴部はやや膨らみ、口縁部は外反する。地文は��斜縄文で、口縁～胴上半部

にかけて縦横の沈線で四角い文様が描かれている。縦横の沈線の交点には丸を描く場所もある。また、

横位の沈線沿いには刺突文が巡らされている。文様帯の下部は幅の狭い隆帯で区画され、隆帯上には

刺突文が施される。�は口縁部で、棒状突起が付けられる。棒状突起上には刻みが加えられ、地文には

��斜縄文が施される。

時期　覆土出土の遺物から縄文時代中期後半の柏木川式の時期と考えられる。� �広田�

（3）Tピット

TP-1（図Ⅳ-24／図版27･28）

位置：P-35　規模2.68×0.70／0.18×2.14／1.23　長軸方向：N-　32°- E

特徴　調査区南側、段丘縁の緩斜面に位置する。東側約���ｍに����がある。Ⅶ層上面で細長い黒色

土のまとまりとして検出した。

　平面形は確認面、坑底面共に溝状で、確認面では中央がやや膨らむ。確認面からの掘り込みは非常

に深く、坑底面はⅧ層を大きく掘り込んでいる。壁の立ち上がりは壙底～中央付近まではほぼ垂直で、

中部～上部は外側にやや広がる。また、坑底面南西側で杭穴と考えられるピットが検出された。ピッ

トは直径約����で深さ約����を測る。

　覆土はⅤ層を主体とする土��・�・�・�・��・���とⅥ、Ⅶ層を主体とする土��～�・�・�・���に大きく分か

れ、互層をなしている。後者は壁の崩落土と考えられる。

遺物　出土遺物はない。

時期　検出層位から、縄文時代と考えられる。� �広田�

TP-2（図Ⅳ-24／図版28）

位置：M-34･35　規模2.98×0.90／2.34×0.18／1.17

長軸方向：N-　10°- W

特徴　調査区南側、段丘縁の緩斜面に位置する。南西側に近接して�����、����がある。Ⅶ層上面で

細長い黒色土のまとまりとして検出した。

　平面形は確認面、坑底面共に溝状で、確認面では中央がやや膨らむ。確認面からの掘り込みは非常

に深く、坑底面はⅧ層を大きく掘り込んでいる。壁の立ち上がりは全体的に急角度で、中部～上部で

やや屈曲する。また、坑底面の両端で杭穴と考えられるピットが�基検出された。北側�ヵ所、南側

�ヵ所であり、直径は約���、深さは約��～����と小規模である。
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図Ⅳ－２４　ＴＰ－１・２
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２　遺構の調査
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　覆土はⅤ層を主体とする土��・�・�・�・��・���とⅥ、Ⅶ層を主体とする土��・�～�・��・��・��・���に大き

く分かれ、互層をなしている。後者は壁の崩落土と考えられる。

遺物　覆土からⅢ群ｂ類土器�点、石斧�点が出土している。

時期　検出層位、覆土出土の遺物から縄文時代中期後半の可能性がある。� �広田�

（4）柱穴状ピット

LSP-1（図Ⅳ-25／図版28）

位置：M-34　規模0.26×0.22／0.06×0.10／0.16

長軸方向：N-　17°- E

特徴　調査区南側、段丘縁の緩斜面に位置する。近接して北東側に����、南西側に����がある。Ⅵ

層上面で黒色土の小さなまとまりとして検出した。

　平面形は確認面、坑底面共に不整の円形である。坑底は平坦で、壁はいずれも急角度に立ち上がる。

掘り込み面はⅤ層中と考えられ、坑底面はⅦ層を掘り込んでいる。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半の可能性がある。� �広田�

（5）焼土

LF-4（図Ⅳ-26･32-1）

位置：O-41　規模0.45×0.30　長軸方向：N-　87°- W

特徴　Ⅴ層中の比較的下位で検出された小型の焼土である。色調は明褐色を呈し、生成時の火力が然

程強くなかったことを窺わせる。この位置で生成されたかは不明である。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位と周囲の遺物から、縄文時代早期後葉あるいは中期後半の可能性がある。� �皆川�

LF-5（図Ⅳ-26）

位置：M-41　規模1.82×1.26　長軸方向：N-　75°- W

特徴　Ⅴ層中の比較的下位で検出された大型の焼土である。色調は明褐色を呈し、生成時の火力が然

程強くなかったことを窺わせる。この位置で生成されたかは不明である。

図Ⅳ－２５　ＬＳＰ－１
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図Ⅳ－２６　ＬＦ－４～９・１１・３５・５７
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２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

遺物　�は磨製石斧の刃部である。緑色泥岩製。

時期　層位と周囲の遺物から縄文時代中期後半の可能性がある。また早期後葉の可能性も残る。�皆川�

LF-6（図Ⅳ-26）

位置：Q-39　規模0.35×0.23／0.08　長軸方向：N-　48°- E

特徴　調査区中央よりやや南側の平坦面に位置する。北東側約���ｍに����がある。Ⅴ層調査中に検

出した。平面形は卵形で、焼土層はやや厚い。不明瞭な焼土で、下部の焼け方は漸移的である。

遺物　出土遺物はない。

時期　検出層位、周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-7（図Ⅳ-26）

位置：I-42　規模0.20×0.16／0.06　長軸方向：N-　7°- W

特徴　調査区北西端の平坦面に位置する。Ⅴ層調査中に検出した。平面形は不整の楕円形である。焼

土層は厚いが、不明瞭な焼土である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-8（図Ⅳ-26）

位置：I･J-42　規模0.34×0.18／0.03　長軸方向：N-　65°- W

特徴　調査区北西端の平坦面に位置する。南側約���ｍに��－��、北東側約���ｍに�����があり、Ⅴ

層調査中に検出された。平面形は不整の楕円形で、北西側に細かい炭のまとまりが検出された。焼土

層は薄い。焼土は不明瞭で、わずかに焼土粒が混じる程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-9（図Ⅳ-26）

位置：J-42　規模0.28×0.24／0.06　長軸方向：N-　65°- W

特徴　調査区北西端の平坦面に位置する。南西側約���ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。

平面形は不整形である。焼土層はやや厚いが、不明瞭な焼土である。

遺物　Ⅲ群ｂ類土器�点、礫�点が出土している。

時期　出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-10（図Ⅳ‐27）

位置：R-41　規模0.79×0.28　長軸方向：N-　5°- W

特徴　Ⅴ層中の比較的下位で検出された不整形で小型の焼土である。色調は明褐色を呈し、生成時の

火力が然程強くなかったことを窺わせる。この位置で生成された可能性は低いと考えられる。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位と周囲の遺物から、縄文時代中期後半の可能性がある。� �皆川��
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２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

LF-11（図Ⅳ-26）

位置：J-42　規模0.50×0.21　長軸方向：N-　89°- W

特徴　調査区北西端の平坦面に位置する。南西側約���ｍに����、北東側約���ｍに�����がある。Ⅴ

層調査中に検出された。風倒木痕の影響で上下に少し動いている。平面形は細長い不整の楕円形であ

る。焼土層は薄いが、比較的明瞭な焼土である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-12（図Ⅳ-27）

位置：K-42　規模0.22×0.19／0.06　長軸方向：N-　48°- W

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。Ⅴ層調査中に検出された。平面形は不整楕円形で、焼土層

はやや厚い。比較的明瞭な焼土で、下部の焼け方は漸移的である。

遺物　焼礫�点が出土している。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-13（図Ⅳ‐27／図版29）

位置：P-42　規模1.02×0.42　長軸方向：N-　42°- E

特徴　Ⅴ層中の下位で検出された焼土で、南側の一部が風倒木で切られている。色調は明褐色を呈し

厚さも���前後と薄く、生成時の火力が然程強くなかったことを窺わせる。この位置で生成されたか

は不明である。周辺には類似の特徴を有する�����・��が位置している。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位と周囲の遺物から、縄文時代中期後半の可能性がある。� �皆川�

LF-14（図Ⅳ-27／図版29）

位置：O-42　規模0.61×0.29　長軸方向：N-　68°- W

特徴　Ⅴ層中の下位で検出された小型の焼土である。色調は明褐色を呈し厚さも���前後と薄く、生

成時の火力が然程強くなかったことを窺わせる。この位置で生成されたかは不明である。周辺には類

似の特徴を有する�����・��が位置している。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位と周囲の遺物から、縄文時代中期後半の可能性がある。� �皆川�

LF-15（図Ⅳ-27／図版29）

位置：O-42･43　規模1.98×0.71　長軸方向：N-　62°- E

特徴　Ⅴ層中の下位で検出された大型で不整形の焼土である。色調は明褐色を呈し厚さも���前後と

薄く、生成時の火力が然程強くなかったことを窺わせる。この位置で生成されたかは不明である。周

辺には類似の特徴を有する�����・��が位置している。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位と周囲の遺物から、縄文時代中期後半の可能性がある。� �皆川��
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２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

LF-16（図Ⅳ-28）

位置：R-43　規模0.33×0.20　長軸方向：N-　35°- W

特徴　Ⅴ層中の比較的下位で検出された小型の焼土である。色調は明褐色を呈し、生成時の火力が然

程強くなかったことを窺わせる。この位置で生成されたかは不明である。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位と周囲の遺物から、縄文時代中期後半の可能性がある。� �皆川�

LF-17（図Ⅳ-28／図版29）

位置：J-40　規模1.33×0.75／0.09　長軸方向：N-　17°- W

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。北東側約�ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。平

面形は不整形で、焼土層はやや厚い。不明瞭な焼土で、焼土粒が混ざる程度である。

遺物　遺物は出土していない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-18（図Ⅳ-28／図版29）

位置：J-40　規模0.52×0.36　長軸方向：N-　86°- W

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。南西側約�ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。平

面形は不整形で、南側には細かい炭化物のまとまりが検出された。焼土層はごく薄く、非常に不明瞭

な焼土である。

遺物　遺物は出土していない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-19（図Ⅳ-28／図版29）

位置：P-40　規模0.59×0.37／0.04　長軸方向：N-　83°- E

特徴　Ⅴ層中の上位で検出された焼土である。色調は明褐色を呈し、生成時の火力が然程強くなかっ

たことを窺わせる。この位置で生成されたかは不明である。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位と周囲の遺物から、縄文時代中期後半の可能性がある。� �皆川�

LF-20（図Ⅳ-28）

位置：O-40　規模0.80×0.59／0.13　長軸方向：N-　70°- W

特徴　Ⅴ層中の下位で検出された焼土である。南側は風倒木の撹乱で僅かに失われていた。色調は赤

褐色を呈し、厚くしっかりと生成されており、この位置から移動していないのは明らかである。これ

に匹敵するのは����の����ぐらいであることから、比較的濃い人為的な行為の痕跡と言えよう。周

囲に柱穴などが無いか丹念に調査したが検出されなかった。遺物は黒曜石製のフレイクが出土してい

る。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位と周囲の遺物から縄文時代中期後半の可能性が高い。� �皆川��
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２　遺構の調査

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

LF-21（図Ⅳ-29）

位置：K-40　規模0.20×0.14／0.03　長軸方向：N-　54°- E

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。南東側約�ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。平

面形は不整楕円形である。焼土層は薄く不明瞭で、焼土粒を少量含む程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-22（図Ⅳ-29）

位置：K-40　規模0.13×0.12／0.04　長軸方向：N-　64°- W

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。北西側約�ｍに�����、東側約���ｍに�����、南東側約�ｍ

に�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。平面形はほぼ円形である。焼土層はやや厚いが不明瞭で、焼

土粒を少量含む程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-23（図Ⅳ-29）

位置：K-40　規模0.24×0.17／0.02　長軸方向：N-　70°- W

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。西側約���ｍに�����、南側約���ｍに�����がある。Ⅴ層調

査中に検出された。平面形は不整楕円形で、焼土層は薄い。不明瞭で、焼土粒を含む程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-24（図Ⅳ-29／図版29）

位置：K-40　規模0.32×0.29　長軸方向：N-　70°- E

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。西側約���ｍに�����、北側約���ｍに�����、東側���ｍに���

��がある。Ⅴ層調査中に検出された。平面形は不整円形である。ごく薄く非常に不明瞭である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-25（図Ⅳ-29／図版29）

位置：K-40　規模0.24×0.16／0.04　長軸方向：N-　21°- E

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。西側約���ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。平

面形は不整楕円形である。焼土層はやや厚いが不明瞭で、焼土粒を含む程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-26（図Ⅳ-29／図版29）

位置：K-40　規模0.22×0.18　長軸方向：N-　75°- E

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。西側約���ｍに�����、南西側約���ｍに�����がある。Ⅴ層

調査中に検出された。平面形は不整楕円形である。焼土層はごく薄く、非常に不明瞭である。
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遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-27（図Ⅳ-29／図版29）

位置：K-40　規模0.35×0.15／0.05　長軸方向：N-　34°- W

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。北東側約���ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。

平面形は細長い不整形である。焼土層はやや厚い。焼土は不明瞭で、焼土粒を含む程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-28（図Ⅳ-29／図版29）

位置：L-40　規模0.72×0.19／0.06　長軸方向：N-　33°- E

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。北西側約���ｍに�����、北西側約���ｍに�����がある。Ⅴ

層調査中に検出された。平面形は細長い不整形で、中央部で炭化物がややまとまって検出された。焼

土層はやや厚いが不明瞭で、焼土粒を含む程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-29（図Ⅳ-29）

位置：L-40　規模0.31×0.19／0.06　長軸方向：N-　16°- E

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。北西側約���ｍに�����、北東側約���ｍに�����、東側約���

ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。西側は試掘時に削平されていて平面形は不明である。

焼土層はやや厚く、比較的明瞭である。下部の境界は明瞭であり、二次的に動いた焼土と考えられる。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-30（図Ⅳ-29）

位置：L-40・41　規模0.23×0.16／0.04　長軸方向：N-　73°- E

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。南東側約���ｍに�����、北東側約���ｍに�����がある。Ⅴ

層調査中に検出された。平面形は不整楕円形である。焼土層はごく薄く、非常に不明瞭である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-31（図Ⅳ-29）

位置：L-40　規模0.70×0.55／0.09　長軸方向：N-　61°- E

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。南西側約���ｍに�����、南東側約���ｍに�����がある。Ⅴ

層調査中に検出された。平面形は不整形である。焼土層は厚く、比較的明瞭である。

遺物　Ⅲ群ｂ類土器が�点出土している。

時期　出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田��
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LF-32（図Ⅳ-29）

位置：L-41　規模0.20×0.16　長軸方向：N-　75°- W

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。南西側約���ｍに�����、北東側約�ｍに�����がある。Ⅴ層

調査中に検出された。平面形は不整楕円形である。焼土層はごく薄く、非常に不明瞭である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-33（図Ⅳ-29）

位置：L-41　規模0.28×0.25／0.05　長軸方向：N-　8°- E

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。南西側約�ｍに�����、東側���ｍに�����がある。Ⅴ層調査

中に検出された。平面形は不整楕円形である。焼土層はやや厚いが、不明瞭である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-34（図Ⅳ-29）

位置：L-41　規模0.30×0.22／0.04　長軸方向：N-　45°- W

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。西側���ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。平面

形は不整の楕円形に近い。焼土層はやや厚い。焼土は不明瞭で、焼土粒が混ざる程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-35（図Ⅳ-26）

位置：J-41　規模0.38×0.21　長軸方向：N-　10°- E

特徴　調査区北西端の平坦面に位置する。南東側約���ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。

平面形は楕円形で、焼土層はごく薄く、非常に不明瞭である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半の可能性がある。� �広田�

LF-36（図Ⅳ-30／図版29）

位置：K-39　規模0.21×0.10／0.06　長軸方向：N-　64°- W

特徴　調査区北西側、段丘縁の平坦面に位置する。西側���ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出され

た。平面形は細長い不整形である。焼土層はやや厚く明瞭である。焼土下部の境界は不明瞭である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-37（図Ⅳ-30）

位置：K-38　規模0.16×0.14／0.02　長軸方向：N-　42°- E

特徴　調査区北西側、段丘縁の平坦面に位置する。東側���ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出され

た。平面形は不整円形で、焼土層は薄い。焼土は不明瞭で、焼土粒が混ざる程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田��
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LF-38（図Ⅳ-29）

位置：L･M-40　規模0.23×0.18／0.04　長軸方向：N-　82°- E

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。東側���ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。平面

形は不整形で、焼土層はやや厚い。焼土は不明瞭で、焼土粒が混ざる程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-39（図Ⅳ-30）

位置：M-40　規模0.28×0.11／0.03　長軸方向：N-　75°- W

特徴　調査区北側の平坦面に位置する。西側���ｍに�����、南東側���ｍに�����がある。Ⅴ層調査中

に検出された。平面形は不整形である。焼土層は薄く不明瞭で、焼土粒が混ざる程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-40（図Ⅳ-30）

位置：M-40　規模0.29×0.19／0.04　長軸方向：N-　46°- W

特徴　調査区北側の平坦面に位置する。北西側���ｍに�����、北東側���ｍに�����がある。Ⅴ層調査

中に検出された。平面形は不整形で、焼土層は薄く不明瞭で、焼土粒が混ざる程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-41（図Ⅳ-30）

位置：M-40　規模0.25×0.13／0.06　長軸方向：N-　44°- W

特徴　調査区北側の平坦面に位置する。北東側約���ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。平

面形は不整楕円形で、焼土層はやや薄く不明瞭で、焼土粒が混ざる程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-42（図Ⅳ-30）

位置：M-40　規模0.23×0.22／0.02　長軸方向：N-　5°- W

特徴　調査区北側の平坦面に位置する。北側に近接して����がある。Ⅴ層調査中に検出された。平面

形は不整円形に近く、焼土層はごく薄い。焼土は不明瞭で、焼土粒が混ざる程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田��
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LF-43（図Ⅳ-30･32-2～4／図版29･42）

位置：M-40　規模0.18×0.17／0.03　長軸方向：N-　72°- W

特徴　調査区北側の平坦面に位置する。南側���ｍに�����、北側約���ｍに����がある。Ⅴ層調査中

に検出された。平面形は不整円形で、焼土層はごく薄く不明瞭で、焼土粒が混ざる程度である。

遺物　焼土及び周辺から、Ⅲ群ｂ類土器��点、�フレイク�点、�フレイク�点がややまとまって出土し

た。�はⅢ群ｂ類土器である。北筒式土器で����区Ⅴ層出土の土器と接合している。口縁部～胴部で、器

形は口縁部がやや外反し、胴下半部ですぼまる。口縁部には肥厚帯が巡らされ、押引文が�列施される。

肥厚帯直下には円形刺突文が施される。地文は結束の羽状縄文で、施文の途中で上下を入れ替えて転

がすことにより、文様が菱形状に展開する。

　�は�フレイクである。黒曜石製で、主に上端部から右側縁にかけてリタッチを施している。上端の

左右に備わる小さな突起は意図的に作出された可能性がある。

時期　焼土及び周辺の包含層の出土遺物から縄文時代中期後半北筒式の時期と考えられる。� �広田�

LF-44（図Ⅳ-30）

位置：N-41　規模0.77×0.65／0.14　長軸方向：N-　29°- E

特徴　調査区北側の平坦面に位置する。西側���ｍに����、南東側約���ｍに�����がある。Ⅴ層調査

中に検出された。平面形は不整楕円形である。厚く明瞭な焼土で、下部は漸移的に焼けている。

遺物　�は�フレイク。黒曜石製で、主に背面の右側縁が使われている。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-45（図Ⅳ-30）

位置：N-41　規模0.61×0.34　長軸方向：N-　28°- W

特徴　調査区北側の平坦面に位置する。北西側���ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。平面

形は不整形である。焼土層は薄く、非常に不明瞭である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-46（図Ⅳ-30）

位置：N-41　規模0.17×0.12／0.03　長軸方向：N-　88°- W

特徴　調査区北側の平坦面に位置する。北東側���ｍに�����がある。Ⅴ層調査中に検出された。平面

形は不整楕円形である。焼土層はやや薄く、不明瞭である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-47（図Ⅳ-31／図版29）

位置：Q-38　規模0.54×0.35／0.03　長軸方向：N-　79°- W

特徴　調査区中央よりやや南東側の平坦面に位置する。Ⅴ層調査中に検出された。平面形は不整形で、

部分的に木の根による撹乱が認められる。焼土層はやや厚く、比較的明瞭である。

遺物　Ⅲ群ｂ類土器が�点出土している。

時期　出土遺物から縄文時代中期後半の時期と考えられる。� �広田��
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LF-48（図Ⅳ-28）

位置：J-39　規模0.33×0.22／0.04　長軸方向：N-　48°- E

特徴　調査区北西側の平坦面に位置する。下層からは�����が検出されている。Ⅴ層調査中に検出さ

れた。平面形は不整形で、焼土層はやや厚い。焼土は不明瞭で、焼土粒を少量含む程度である。

遺物　Ⅰ群ｂ類土器�点、Ⅲ群ｂ類土器�点が出土している。

時期　出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-49（図Ⅳ-31）

位置：N-43　規模0.42×0.22／0.08　長軸方向：N-　67°- E

特徴　調査区北側の平坦面に位置する。Ⅴ層調査中に検出された。平面形は不整の楕円形に近い。焼

土層はやや厚いが、不明瞭で焼土粒を少量含む程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-50（図Ⅳ-30）

位置：K-37　規模0.17×0.14／0.05　長軸方向：N-　23°- E

特徴　調査区北西側、段丘縁の緩斜面に位置する。Ⅴ層調査中に検出された。平面形は不整楕円形で、

焼土層は厚い。焼土は不明瞭で、焼土粒が混ざる程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代と考えられる。� �広田�

LF-51（図Ⅳ-31）

位置：Q-42　規模0.43×0.19　長軸方向：N-　9°- W

特徴　Ⅴ層中の下位で検出された小型の焼土である。色調は明褐色を呈し厚さも極めて薄い。この位

置で生成されたかは不明である。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位的なものと周囲の遺物から、縄文時代中期後半の可能性がある。� �皆川�

LF-52（図Ⅳ-31）

位置：R-42　規模0.44×0.27／0.04　長軸方向：N-　80°- E

特徴　Ⅴ層中の下位で検出された小型の焼土である。色調は弱いものの厚さは���前後と規模と比較

して厚目である。この位置で生成されたかは不明である。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位的なものと周囲の遺物から、縄文時代中期後半の可能性がある。� �皆川�

LF-53（図Ⅳ-31）

位置：T-43　規模0.35×0.29／0.05　長軸方向：N-　30°- E

特徴　Ⅴ層中の下位で検出された小型の焼土である。この位置で生成されたかは不明である。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位と周囲の遺物から、縄文時代中期後半の可能性がある。� �皆川��
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２　遺構の調査
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LF-54（図Ⅳ-31）

位置：S-41　規模0.09×0.08　長軸方向：N-　25°- E

特徴　Ⅴ層中の下位で検出された小型の焼土である。色調は明褐色を呈し厚さも極めて薄い。この位

置で生成されたかは不明である。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位と周囲の遺物から、縄文時代中期後半の可能性がある。� �皆川�

LF-55（図Ⅳ-31･32-5･6／図版29）

位置：S-40･41　規模2.31×0.98　長軸方向：N-　38°- E

特徴　Ⅴ層中の下位で検出された不整形を呈する大型の焼土である。色調は暗赤褐色とやや弱いが、

厚さが最大����と非常に厚い。この位置で生成された可能性が高く、検出状況と周辺の遺物出土状況

から見て、����との関わりが深いものと考えられる。すぐ近くに位置する�����と共に����の焼失

過程に関連する可能性が高い。

遺物　�は黒曜石製のスクレイパ�である。肉厚の縦長剥片の両側縁を刃部にしている。�は緑色泥岩

製の石斧。未成品で基部は破損で失われている。

時期　層位と周囲の遺構、遺物から、縄文時代中期後半と考えられる。� �皆川�

LF-56（図Ⅳ-31／図版29）

位置：R･S-40･41　規模0.67×0.62／0.07　長軸方向：N-　24°- E

特徴　Ⅴ層中の下位で検出された焼土である。色調は暗赤褐色とやや弱いが、近接する�����と本来的に

は一連のものと考えられる。この位置で生成された可能性が高く、検出状況と周辺の遺物出土状況から

見て、����との関わりが深いものと考えられる。�����と共に����の焼失過程に関連する可能性が高い。

遺物　掲載遺物なし。

時期　層位と周囲の遺構、遺物から、縄文時代中期後半と考えられる。� �皆川�

LF-57（図Ⅳ-26）

位置：J-42　規模0.20×0.18／0.04　長軸方向：N-　40°- W

特徴　調査区北西端の平坦面に位置する。南東側約���ｍに�����、北東側約���ｍに����がある。Ⅴ

層調査中に検出された。平面形は不整の楕円形である。焼土層は厚いが不明瞭で、わずかに焼土粒が

混じる程度である。

遺物　出土遺物はない。

時期　周辺包含層の出土遺物から縄文時代中期後半と考えられる。� �広田�

LF-58（図Ⅳ-31･32-7･8／図版42）

位置：J-39　規模0.72×0.59／0.13　長軸方向：N-　50°- E

特徴　Ⅴ層中の古い風倒木痕の窪みで検出された焼土である。色調は赤褐を呈し、見た目しっかりと

生成されている。しかし、検出された位置から見て、本来的にこの位置で生成されたかは可能性はあ

るがやや疑問が残る。焼土内と周囲からは縄文時代早期後葉の土器が出土している。

遺物　�、�はⅠ群ｂ類土器の胴部で、東釧路Ⅲ式に相当する。�は組紐圧痕文が施される。�は連続し

た縄端圧痕が施される。

時期　周囲の遺物から、縄文時代早期後葉の可能性が高い。� �皆川�
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１　土器
（1）Ⅲ層出土の土器（図Ⅴ-1～4／図版46）

　Ⅲ層出土の土器は合計�����点である。内訳は縄文時代晩期の土器�Ⅴ群������点、次いで擦文時代の

土器�Ⅶ群�が���点、縄文時代中期の土器�Ⅲ群����点、後期の土器�Ⅳ群��点となる。全土器に占める

割合ではⅤ群土器�����％�とⅦ群土器�����％�で合わせて約��％になる。今回の調査区の西側に接する

前回�平成��年度�の調査では、Ⅲ層から土器は合計�����点で出土している。内訳はⅤ群ｃ類�����点

�����％�、Ⅶ群��点�約���％�、Ⅰ群�点�����％�となっており、Ⅴ群が圧倒的に多く、Ⅶ群はほとんど

出土していない。

Ⅶ群土器（図Ⅴ-1-1･2-3～6）

　���点出土している。分布は調査区南西部の段丘縁辺部が濃い。�・����区と�・����区の�ヵ所で、

ややまとまった土器片の集中が確認された。小形の土器片が多く、集中からは�個体の土器が復元でき

た�図Ⅴ���。また、段丘縁辺部下の緩斜面からも少量出土している。それ以外では擦文時代の土坑墓

である����の周囲からも少量出土している。

　�・�は土器片の集中部分から復元した甕形土器である。�は�・����区から出土した復元土器。全体

的に器面が剥離している。口縁部が外反し、胴部はやや膨らむ器形である。底部はやや張り出す。口

縁部と胴上半部に横走沈線が施される。外面の調整は、口縁部は横ナデで、胴部は縦位のハケである。

内面は横ナデで、部分的に横位のミガキで調整される。内面調整は主に横ナデで、部分的に横位のミ

ガキが施される。胎土には砂礫を多く含む。�は�・����区から出土した土器である。底部は欠失する。口

縁部と胴上部に浅い横走沈線が施される。外面の調整は、口唇～胴上半部は横位のミガキが施され、

胴下半部は斜位及び縦位のハケが施される。内面調整は横ナデを主体とする。

　�・�は坏形土器である。全周の約四分の一が残存し、内面は黒色処理が施されている。調整は全体的

に丁寧である。外面は横位のミガキ、内面は体部が横位のミガキで、底面付近は縦位のミガキが施さ

れる。�は口縁～体部である。内外面の口縁部は横位のミガキ、内面体部は縦位のミガキが施される。

外面体部は横及び斜位のハケで調整される。�は小形の手捏ね土器で全周の約三分の二が残存する。外

面はナデの後、横位のハケが施され、内面はナデの後、横位のケズリで調整される。�は甕の口縁～胴

上部である。口縁には横走沈線が施され、さらに斜位の沈線で幾何学的な文様が描かれている。文様

帯の下は斜位のミガキで調整されている。内面調整は横・斜位のハケの後、横・斜位のミガキが施され

る。

Ⅴ群ｃ類土器（図Ⅴ-2-7～11）

　�����点出土している。前回の調査では調査区全体から多量に出土していたが、今回の調査区からの

出土量は前回より少ない。段丘縁に沿って分布する。平坦部である����区でも土器片の集中が確認さ

れた。遺物点数は�����点と全出土量の約三分の二を占める。ほとんどが小破片のため、器形を復元で

きたものはない。

　�～��は����区の集中から出土した深鉢形土器の破片で、同一個体である。底部から緩く広がる器

形で、底部は丸底気味である。�・�が口縁部、�は胴部、��は底部である。地文は縦走気味の��斜縄文

で、�には補修孔が認められる。口唇部にも��斜縄文が施される。口縁部の内外面には炭化物が付着

する。��は鉢形土器の口縁部である。外面は無文で、口唇部には刻みが施される。内面には口縁沿い

に刺突文が施される。� �広田�

Ⅴ　包含層出土の遺物
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図Ⅴ－１　Ⅲ層の土器（１）
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図Ⅴ－２　Ⅲ層の土器（２）

Title:097-158_本文 Page:99 



Ⅴ　包含層出土の遺物

―　���　―

　
04 年  3 月 31 日 水曜日

　
04 年

図Ⅴ－３　Ⅲ層の土器分布図（１）

����出土区
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図Ⅴ－４　Ⅲ層の土器分布図（２）
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（2）Ⅴ層出土の土器（図Ⅴ-5～11／図版47～50）

　Ⅴ層出土の土器は合計�����点である。内訳は縄文時代中期後半の土器�Ⅲ群ｂ類������点、次いで縄

文時代早期後半の土器�Ⅰ群ｂ類�が���点、縄文時代後期前葉の土器�Ⅳ群ａ類���点、擦文時代の土器

�Ⅶ群���点、縄文時代晩期後葉の土器�Ⅴ群ｃ類��点、縄文時代後期中葉の土器�Ⅳ群ｂ類��点である。

全土器に占める割合ではⅢ群ｂ類土器�����％�とⅠ群ｂ類土器����％�で全土器の約��％を占める。Ⅳ

群�類、Ⅴ群ｃ類、Ⅶ群は小破片のため図示していない。

　今回の調査区の西側に接する前回�平成��年度�の調査では、Ⅴ層から土器は合計���点で出土してい

る。内訳はⅣ群�類���点�����％�、Ⅰ群ｂ類���点�約���％�、Ⅴ群ｃ類��点�����％�Ⅳ群ｂ類��点�����％�、

Ⅲ群ｂ類��点����％�となっている。今回の調査で出土した遺物の傾向とは大きく異なり、前回の調査

ではⅢ群ｂ類はほとんど出土していない。

Ⅰ群ｂ類土器（図Ⅴ-5-1～18）

　���点出土している。平坦面に広く分布し、斜面から下の部分ではほとんど出土していない。調査区

中央近辺と北東側は分布が希薄である。土器は小破片が多く、復元はできなかった。Ⅰ群ｂ類は小破

片が多いため、細分類は行わなかった。

　�～�は東釧路Ⅲ～コッタロ式に相当する。�は�本の組紐圧痕文が施され、その下には��の斜縄文が

施される。�・�は短縄文が施されるもの。�は短縄文の上下に��の斜縄文が施される。�は底部でやや

張り出す。

　�～��は東釧路Ⅳ式に相当する。撚糸文が羽状に施されるものが多い。�・�・�は口縁部。�・�は同一個

体で、口縁部には縄線文が施される。�・�は同一個体である。薄手で口縁には小突起が付く。�～��は

綾繰文が施されるものである。�・�と��～��はそれぞれ同一個体である。��～��は短縄文が施される。

��～��は�本１組の撚糸文が施されるもの。��～��は胴部で、��は底部である。

Ⅲ群ｂ類土器（図Ⅴ-6～9-19～86）

　�����点出土している。今回の出土した土器の中で最も多い。調査区ほぼ全体から出土しており、遺

構の分布とほぼ重なる。斜面部からの出土は比較的少ない。北筒式に相当するものが多いが、煉瓦台

式も少量認められる。

　��～��は北筒式に相当する。胎土に繊維を含むものがほとんどである。��～��は口縁部で、円形刺

突文が施されるものが多い。��～��は肥厚帯がめぐるもの。��～��は山形の小突起が付けられ、肥厚

帯上には押引文が施される。��は口唇部にも押引文が施される。��・��は口唇部が尖り気味で、断面は

三角形に近い。山形の突起部分はやや厚みがある。��は地文が羽状縄文で、肥厚帯直下に円形刺突文

が施される。��は貼付帯が付けられ、貼付帯上には押引文が施される。地文は��の斜縄文である。��

～��は口唇が尖り気味で、断面が三角形に近いもの。肥厚帯上には押引文ないし刺突文が施され、肥

厚帯直下に円形刺突文が施されるものが多い。��は胴部に貼付帯が付けられ、貼付帯上には刻みが施

される。外面には炭化物が付着している。��・��の地文は��の斜縄文である。

　��～��、��は地文に羽状縄文が施される。��・��は同一個体である。��は口唇部がやや外側に屈曲し、

口縁部には綾繰文も施される。��・��は長い押引文が施される。��・��の刺突文は中空の棒状工具が使

用されている。地文は無節の斜縄文である。��は肥厚帯上にも縄文が施される。��・��は口縁内面に

��斜縄文が施される。��は押引により、格子目の文様が施される。��は内面が剥がれている。��～��

は口唇部が平坦なもの。��・��は同一個体である。肥厚帯上にも縄文が施され、さらに押引文が加えら
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図Ⅴ－５　Ⅴ層の土器（１）
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図Ⅴ－６　Ⅴ層の土器（２）
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１　土器

図Ⅴ－７　Ⅴ層の土器（３）
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図Ⅴ－８　Ⅴ層の土器（４）
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１　土器

れる。胴部には綾繰文も施されている。��の肥厚帯はごく薄い。地文は羽状縄文である。��は外面・内

面共に��斜縄文が施される。外面には綾繰文も施される。��は内面が剥がれている。

　��～��は肥厚帯のないものである。��～��は押引文が施されるもの。��は山形の小突起が付けられ

る。押引文はごく浅い。��・��は口唇部にも押引文が施される。��の押引文は深く押されている。��は

綾繰文が施文されている。

　��～��は胴部である。地文は単節の斜縄文ないし羽状縄文である。��は貼付帯が付けられており、

貼付帯上には刻みが加えられる。��～��は横位の押引文が施されるもの。��は刺突文が�列めぐるもの

である。��～��は内面にも縄文が施される。��の内面の縄文は一部羽状になる。��は地文が��の斜縄

文で、綾繰文も加えられる。内面の綾繰文は斜位に施される。��～��・��は羽状縄文が施されるもの。��・

��は結束の羽状縄文が施される。��～��は綾繰文が施されるもの。��～��は斜縄文が施される。��・��

は��の斜縄文、��～��は��の斜縄文が施される。��～��は網目状の撚糸文が施される。

　��～��は底部である。多くのものが二次焼成により、もろくなっている。文様は斜縄文が施される

ものが多い。��・��・��・��は底部がやや張り出す器形になっている。

　��～��は煉瓦台式に相当する。��・��・��は口縁部である。��・��は貼付帯が巡り、貼付帯上にも縄文

が施される。��・��は胴部である。貼付帯が付けられ、貼付帯上には刺突が加えられる。

Ⅳ群ｂ類土器（図Ⅴ-9-87･88）

　�点出土している。��・��は胴部で、どちらも沈線が施されている。地文の縄文は��の斜縄文であ

る。� �広田�

図Ⅴ－９　Ⅴ層の土器（５）
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図Ⅴ－１０　Ⅴ層の土器分布図（１）
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図Ⅴ－１１　Ⅴ層の土器分布図（２）
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２　石器
　主体となるのはⅤ層出土の縄文時代中期後半の石器である。大半は����～�の周辺で出土しており、

近接する遺構に関わるものと考えられる。これに次ぐのは縄文時代早期後葉のもので調査区の比較

的北側によったⅤ～Ⅵ層から出土する。

　�は今回の調査で唯一見つかった旧石器である。器種は彫器で黒曜石製である。表面の稜は摩滅して

おり、全体的に水和層で覆われている。

　�は頁岩製の石槍あるいはナイフである。胴部から上端部にかけて色調の変化と光沢のある部分が認

められるが、装着痕の可能性がある。表裏面には被熱による弾けが見られる。周囲の包含層からは縄

文早期後葉の遺物が出土していることから、それらと同じ時期の可能性がある。

　�～��は石鏃である。�～�は柳葉形、�は五角形を呈する肉薄のものである。これらは早期後葉もの

と考えられる。�、�は三角形、�～��は薄身で小型の茎部を持つものである。��～��は厚味があり比較

的大きめの茎部を持つものである。このうち��～��は左右が非対称の形状を呈する。�、��は頁岩製、

それ以外は黒曜石製である。��、��、��は比熱で表面の光沢が失われている。

　��～��はドリルである。��～��は黒曜石製、��、��、��は片岩製、��は緑色泥岩製である。��～��

は石斧の破片やくずを使ったものである。��は上端の尖頭部もドリルとして使用している。��は黒曜

石製にも関わらず尖頭部が著しく摩耗している。��は尖頭部が破損し上端部に打撃痕が見られるもの

で、所謂「ポンチ」のように扱われた可能性がある。

　��～��はつまみ付石器としたもので、いずれも黒曜石製である。��、��は両面加工のもので、つま

み部と比較して胴～刃部が小型で逆三角の形状を持つ。これらは尖頭器として用いられた可能性もあ

る。��は尖頭部と大きめのつまみ部を持つもの、��はつまみ部の加工だけが為されている小型のもの

である。��～��はスクレイパ�である。��が掻器、それ以外は削器的な機能のものと考えられる。��

は先端部から右側縁部の刃部の使用頻度が高い。��は上部を除く縁辺に鈍角の刃部を作出している。

使用頻度の高いのは下端の刃部である。��は縦長剥片の両側縁に刃部が作出されている。また上端部

にも掻器的な使用による痕跡が認められる。��も両側縁に刃部があるが、剥離は上半部が背面に、下

半部が表面に各施される変則的なものとなっている。使用方法あるいは装着によるものかもしれない。

��は左側縁を刃部とするもの。尖頭部はドリルとしても使われている。��は表面が風化面に覆われた

縦長剥片形の黒曜石に剥離を施したもので、主な刃部は左右の側縁部に見られるが、未完成のナイフ

などの可能性もある。��は幅広の剥片を使ったものだが、失われている上端部につまみ部が存在した

可能性が高い。��は刃部が胴部やや下の両側縁にあるものである。背面の加工がほとんど見られない

が、形態から見て石銛あるいはその未成品の可能性がある。��～��は黒曜石製、��は片岩製である。

��は小型の縦長剥片の両側縁に簡単な剥離を施した�フレイクである。黒曜石製である。��～��は小

型の縦長剥片を使った黒曜石製の�フレイクである。��～��は黒曜石の石核である。��からは小さな

縦長剥片をとっている。しかし、��、��も含めて剥離されたものはどれも小さすぎて実用とは思われ

ない程度のものでしかなく、他に目的があったのかもしれない。��は柱状原石である。

　��～��は石斧である。��、��は蛇紋岩製で半部が失われており、��には擦り切り痕が認められる。

これらは縄文時代早期後葉の土器に伴うものである。��は緑色泥岩製の磨製石斧である。左側面の敲

打痕は研磨後のもので、破損後の整形を目的に施されたと考えられる。また、上部の剥離痕や打撃痕

は更にその後のもので、たたき石としても使われていたと考えられる。��、��、��、��、��は大型の

石斧片を再加工した小型の石斧である。��は未研磨である。��は両側面に研磨が施されており、これ

は体部の整形剥離後のもので、本製品はこの状態で使われていたと考えられる。��、��は磨製石斧の
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図Ⅴ－１２　Ⅴ層の石器（１）
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図Ⅴ－１３　Ⅴ層の石器（２）
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２　石器

図Ⅴ－１４　Ⅴ層の石器（３）
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刃部、��、��は未成品、��は破損した未完成品と思われるが、刃部には打撃の痕跡の様なものが認め

られる。��は薄身のものの基部と思われる。全面に丁寧な研磨が施されており、断面にも表したが両

側縁が鋭利な刃部の様な形状になっている。形態も類例に乏しく、本来的には磨製石器品とすべきか

もしれない。用途的には尖頭器あるいはナイフのようなものが想定される。

　��～��はたたき石である。��～��は長楕円礫の上下端部に使用痕のあるものである。��には左右の

対になる部位にも使用痕が認められる。表面はすり石としても使われており、さらにその範囲内には

図示した位置に二ヵ所の凹みがあり台石としても使われている。最終的には中央から二つに割れたた

め廃棄されたと思われる。��～��は円礫もしくはそれに近い形態の礫を使ったものである。��は表の

平坦部がすり石としても使われている。��、��はかなりの頻度で使われているようである。

　��、��は断面三角形のすり石である。破損していて、接合する部分は周辺になく、持ち運ばれたか

離れた地点に捨てられたと考えられる。これらは縄文時代早期後葉の土器に伴うものである。��～��

は砥石である。��～��は小型の多面砥石である。��、��は比較的大型のものである。��～��は編物の

錘に使われたと考えられるもので所謂「ピッ」である。� �皆川�

図Ⅴ－１５　Ⅴ層の石器（４）
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図Ⅴ－１６　Ⅲ層の石器分布図（１）
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図Ⅴ－１７　Ⅲ層の石器分布図（２）・Ⅴ層の石器分布図（１）
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２　石器

図Ⅴ－１８　Ⅴ層の石器分布図（２）
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図Ⅴ－１９　Ⅴ層の石器分布図（３）
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１　炭焼窯
位置：S-36･37、T-35～37

特徴　調査区南東部、標高��～����ｍの段丘縁から斜面に立地している。表土除去の際、地表面から

大きな落ち込みとして確認された。落ち込みは道路用地外にも広がっており、調査したのは全体のほ

ぼ半分である。また、����を一部壊して構築されている。チプニー川に向かう段丘の斜面を掘り込ん

で窯を作っている。残存状況は良好であったが、天井部は崩落していた。平面形は窯口に向かってす

ぼまる形で、長軸は約�ｍ、短軸は現存値で約���ｍである。窯壁は粘土で作られており、焼けて赤化

していた。窯底は粘土を丁寧に締め固めて作られている。炭化室の奥側には煙道が二ヵ所検出されて

いる。前庭部の平面形は隅丸方形で掘り込みは深い。

　覆土には灰色粘土及び炭化物が多く混じっており、天井部の崩落と考えられる層も検出された。ま

た、窯底直上からは炭化物層が検出された。

遺物　覆土から針金が出土している。

時期　近現代と考えられるが、詳細な時期は不明である。� （広田）

Ⅵ　近現代の遺構

図Ⅵ－１　炭焼窯
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１　チプニー 2遺跡　出土の黒曜石製石器、剥片の原材産地分析
藁科哲男�遺物分析研究所・京都大学原子炉実験所�

はじめに

　石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光Ｘ線分析法によりサヌカイトおよび黒曜石遺物の石

材産地推定を行っている�，�，��。�石材移動を証明するには必要条件と十分条件を満たす必要がある。地

質時代に自然の力で移動した岩石の出発露頭を元素分析で求めるとき、移動原石と露頭原石の組成が

一致すれば必要条件を満たし、その露頭からの流れたル－トを地形学などで証明できれば、他の露頭

から原石が流れて来ないことが証明されて、十分条件を満たし、ただ一カ所の一致する露頭産地の調

査のみで移動原石の産地が特定できる。遺物の産地分析では『遺物とある産地の原石組成が一致する

必要はあるが、他の産地の原石にも一致する可能性が残っているから、そこの産地のものと言い切れ

ない。従って、他の産地に一致しない証明も同時に必要である。一致しなかた産地との交流がなかっ

たと証明され、考古学資料として非常に有用と思われる』。考古学では、人工品の様式が一致すると

言う結果が非常に重要な意味があり、見える様式としての形態、文様、見えない様式として土器、青

銅器、ガラスなどの人手が加わった調合素材があり一致すると言うことは古代人が意識して一致させ

た可能性があり、一致すると言うことは、古代人の思考が一致すると考えてもよく、相互関係を調査

する重要な意味をもつ結果である。石器の様式による分類ではなく、自然の法則で決定した石材の元

素組成を指標にした分類では、例えば石材産地が遺跡から近い、移動キャンプ地のルート上に位置す

る、産地地方との交流を示す土器が出土しているなどを十分条件の代用にすると産地分析は中途半端

な結果となり、遠距離伝播した石材を近くの産地と誤判定する可能性がある。人が移動させた石器の

元素組成とＡ産地原石の組成が一致し、必要条件を満足しても、原材産地と出土遺跡の間に地質的関

連性がないため、十分条件の移動ルートを自然の法則に従って地形学で証明できず、その石器原材が

Ａ産地の原石と決定することができない。従って、石器原材と産地原石が一致したことが、直ちに考

古学の資料とならない、確かにＡ産地との交流で伝播した可能性は否定できなくなったが、Ｂ、Ｃ、

Ｄの産地でないとの証拠がないために、Ａ産地だと言い切れない。Ｂ産地と一致しなかった場合、結

果は考古学の資料として非常に有用である。それは石器に関してはＢ産地と交流がなかったと言い切

れる。ここで、十分条件として、可能なかぎり地球上の全ての原産地�Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ・・・・�の原

石群と比較して、Ａ産地以外の産地とは一致しないことを十分条件として証明すれば、石器がＡ産地

の原石と決定することができる。この十分条件を肉眼観察で求めることは分類基準が混乱し不可能で

あると思われる。また、自然科学的分析を用いても、全ての産地が区別できるかは、それぞれが使用

している産地分析法によって、それぞれ異なり実際に行ってみなければ分からない。産地分析の結果

の信頼性は何ヶ所の原材産地の原石と客観的に比較して得られたかにより、比較した産地が少なけれ

ば、信頼性の低い結果と言える。黒曜石、安山岩などの主成分組成は、原産地ごとに大きな差はみら

れないが、不純物として含有される微量成分組成には異同があると考えられるため、微量成分を中心

に元素分析を行い、これを産地を特定する指標とした。分類の指標とする元素組成を遺物について求

め、あらかじめ、各原産地ごとに数十個の原石を分析して求めておいた各原石群の元素組成の平均値、

分散などと遺物のそれを対比して、各平均値からの離れ具合�マハラノビスの距離�を求める。次に、

古代人が採取した原石産出地点と現代人が分析のために採取した原石産出地と異なる地点の可能性は
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十分に考えられる。従って、分析した有限個の原石から産地全体の無限の個数の平均値と分散を推測

して判定を行うホテリングのＴ�乗検定を行う。この検定を全ての産地について行い、ある原石遺物原

材と同じ成分組成の原石はＡ産地では��個中に一個みられ、Ｂ産地では一万個中に一個、Ｃ産地では

百万個中に一個、Ｄ産地では・・・・一個と各産地毎に求められるような、客観的な検定結果からＡ

産地の原石を使用した可能性が高いと同定する。即ち多変量解析の手法を用いて、各産地に帰属され

る確率を求めて産地を同定する。

　今回分析した遺物は千歳市に位置するチプニー�遺跡出土の黒曜石製剥片��個で、産地分析の結果

が得られたので報告する。

黒曜石原石の分析

　黒曜石原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギ－分散型蛍光Ｘ分析

装置によって元素分析を行う。分析元素は��、��、�、��、��、��、��、��、��、�、��、��の��

元素をそれぞれ分析した。塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元素量の比を取り、

それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、����、����、�����、�����、�����、�����、

����、�����の比量を産地を区別する指標をしてそれぞれ用いる。黒曜石の原産地は北海道、東北、

北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地に黒曜石の原産地は分布

している。調査を終えた原産地を図Ⅶ��に示す。この図Ⅶ��の黒曜石原産地のほとんどすべてを分析

している。元素組成によってこれら原石を分類し表�に示す。この原石群に原石産地は不明の遺物で

作った遺物群を加えると���個の原石群になる。ここでは北海道地域および一部の東北地域の産地につ

いて記述すると、白滝地域の原産地は、北海道紋別郡白滝村に位置し、鹿砦北方���の採石場の赤石

山の露頭、鹿砦東方約���の幌加沢地点、また白土沢、八号沢などより転礫として黒曜石が採取でき

る。赤石山の大産地の黒曜石は色に関係無く赤石山群�旧白滝第�群�にまとまる。また、あじさいの滝

の露頭からは赤石山と肉眼観察では区別できない原石が採取でき、あじさい群を作った�旧白滝第�群�、

また、八号沢の黒曜石原石と白土沢の転礫は梨肌の黒曜石で組成はあじさい滝群に似るが石肌で区別

できる。幌加沢よりの転礫の中で��％は幌加沢群になりあじさい滝群と元素組成から両群を区別でき

ず、残りの��％は赤石山群に一致する。置戸地域産原石は、北海道常呂郡置戸町の清水の沢林道より

採取された原石の元素組成は置戸・所山群にまとまり、また同町の秋田林道で採取される原石は置戸

山群にまとまる。留辺蘂町のケショマップ川一帯で採取される原石はケショマップ第�および第�群に

分類される。また、白滝地域、ケショマップ、置戸地域産原石は、湧別川および常呂川に通じる流域

にあり、両河川の流域で黒曜石の円礫が採取され、湧別川下流域から採取した黒曜石円礫���個の組成

分類結果を表�に示し、中ノ島、北見大橋間の常呂川から採取した��個の円礫の中には、独特の組成の

原石も見られ、新しい原石群を追加し分類結果を表�に示した。十勝三股産原石は、北海道河東郡上士

幌町の十勝三股の十三ノ沢の谷筋および沢の中より原石が採取され、この原石の元素組成は十勝三股

群にまとまる。この十勝三股産原石は十三の沢から音更川さらに十勝川に流れた可能性があり、十勝

川から採取される黒曜石円礫の組成は、十勝三股産の原石の組成と相互に近似している。また、上士

幌町のサンケオルベ川より採取される黒曜石円礫の組成も十勝三股産原石の組成と相互に近似してい

る。これら組成の近似した原石の原産地は区別できず、遺物石材の産地分析でたとえ、この遺物の原

石産地が十勝三股群に同定されたとしても、これら十勝三股、音更川、十勝川、サンケオルベ川の複

数の地点を考えなければならない。しかし、この複数の産地をまとめて、十勝地域としても、古代の

地域間の交流を考察する場合、問題はないと考えられる。また、清水町、新得町、鹿追町にかけて広
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がる美蔓台地から産出する黒曜石から�個の美蔓原石群が作られた。この原石は産地近傍の遺跡で使用

されている。名寄市の智南地域、智恵文川および忠烈布貯水池から上名寄にかけて黒曜石の円礫が採

集される。これらを組成で分類すると��％は名寄第一群に、また��％は名寄第二群にそれぞれなる。

旭川市の近文台、台場、嵐山遺跡付近および雨文台北部などから採集される黒曜石の円礫は、���が

近文台第一群、���が近文台第二群、���が近文台第三群それぞれ分類され、台場の砂礫採取場から

は近文台諸群に一致するもの以外に、黒、灰色系円礫も見られ、台場第�、�群を作った。また、滝川

市江別乙で採集される親指大の黒曜石の礫は、組成で分類すると約���が滝川群にまとまり、���が

近文台第二、三群に組成が一致する。滝川群に一致する組成の原石は、北竜市恵袋別川培本社からも

採取される。秩父別町の雨竜川に開析された平野を見下す丘陵中腹の緩斜面から小円礫の黒曜石原石

が採取される。産出状況とか礫状は滝川産黒曜石と同じで、秩父別第一群は滝川第一群に組成が一致

し、第二群も滝川第二群に一致しさらに近文台第二群にも一致する。赤井川産原石は、北海道余市郡

赤井川村の土木沢上流域およびこの付近の山腹より採取できる。ここの原石には、少球果の列が何層

にも重なり石器の原材として良質とはいえない原石で赤井川第�群を、また、球果の非常に少ない握り

拳半分大の良質な原石などで赤井川第�群を作った。これら第�、�群の元素組成は非常に似ていて、遺

物を分析したときしばしば、赤井川両群に同定される。豊泉産原石は豊浦町から産出し、組成によっ

て豊泉第�、�群の�群に区別され、豊泉第�群の原石は斑晶が少なく良質な黒曜石である。豊泉産原石

の使用圏は道南地方に広がり、一部は青森県に伝播している。また、青森県教育庁の斉藤岳氏提供の

奥尻島幌内川産黒曜石の原石群が確立されている。出来島群は青森県西津軽郡木造町七里長浜の海岸

部より採取された円礫の原石で作られた群で、この出来島群と相互に似た組成の原石は、岩木山の西

側を流れ鯵ケ沢地区に流入する中村川の上流で�点採取され、また、青森市の鶴ケ坂および西津軽郡森

田村鶴ばみ地区より採取されている。青森県西津軽郡深浦町の海岸とか同町の六角沢およびこの沢筋

に位置する露頭より採取された原石で六角沢群をまた、八森山産出の原石で八森山群をそれぞれ作っ

た。深浦の両群と相互に似た群は青森市戸門地区より産出する黒曜石で作られた戸門第二群である。

戸門第一群、成田群、浪岡町県民の森地区より産出の大釈迦群�旧浪岡群�は赤井川産原石の第�、�群

と弁別は可能であるが原石の組成は比較的似ている。戸門、大釈迦産黒曜石の産出量は非常に少なく、

希に石鏃が作れる大きさがみられる程度であるが、鷹森群は鷹森山麓の成田地区産出の黒曜石で中に

は���大のものもみられる。また、考古学者の話題になる下湯川産黒曜石についても原石群を作った。

産地分析は、日本、近隣国を含めた産地の合計���個の原石群と比較し、必要条件と十分条件を求めて

遺物の原石産地を同定する。

結果と考察

　遺跡から出土した黒曜石製石器、石片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜石製

の石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影

響を受けやすいと考えられる。����、����の両軽元素比量を除いて産地分析を行った場合、また除

かずに産地分析を行った場合、いずれの場合にも同定される産地は同じである。他の元素比量につい

ても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはやや不確実さを伴う

が、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。また、安山岩製の遺物は、白っぽく表面が風化

しているために、アルミナ粉末を風化面に吹き付け、新鮮面を出して分析している。今回分析したチ

プニー�遺跡出土黒曜石製遺物の分析結果を表�に示した。石器の分析結果から石材産地を同定するた
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めには数理統計の手法を用いて原石群との比較をする。説明を簡単にするため�����の一変量だけを

考えると、表�の試料番号�����番の遺物では�����の値は�����で、赤井川第�群の［平均値］±［標

準偏差値］は、�����±�����である。遺物と原石群の差を標準偏差値�σ�を基準にして考えると遺物は

原石群から����σ離れている。ところで赤井川第�群原産地から���ヶの原石を採ってきて分析すると、

平均値から±����σのずれより大きいものが��個ある。すなわち、この遺物が、赤井川第�群の原石か

ら作られていたと仮定しても、����σ以上離れる確率は��％であると言える。だから、赤井川第�群の

平均値から����σしか離れていないときには、この遺物が赤井川第�群の原石から作られたものでない

とは、到底言い切れない。ところがこの遺物を赤石山に比較すると、赤石山の平均値からの隔たりは、

約�σである。これを確率の言葉で表現すると、赤石山の原石を採ってきて分析したとき、平均値から

�σ以上離れている確率は、十万分の一であると言える。このように、十万個に一個しかないような原

石をたまたま採取して、この遺物が作られたとは考えられないから、この遺物は、赤石山の原石から

作られたものではないと断定できる。これらのことを簡単にまとめて言うと、「この遺物は赤井川第�

群に��％の確率で帰属され、信頼限界の���％を満たしていることから赤井川第�群産原石が使用され

ていると同定され、さらに赤石山に������％の低い確率で帰属され、信頼限界の���％に満たないこと

から赤石山の原石でないと同定される」。遺物が一ヶ所の産地�赤井川第�群産地�と一致したからと

言って、例え赤井川第�群と赤石山の原石は成分が異なっていても、分析している試料は原石でなく遺

物で、さらに分析誤差が大きくなる不定形�非破壊分析�であることから、他の産地に一致しないとは

言えない、同種岩石の中での分類である以上、他の産地にも一致する可能性は推測される。即ちある

産地�赤井川第�群産地�に一致し必要条件を満足したと言っても一致した産地の原石とは限らないた

めに、帰属確率による判断を表�の���個すべての原石群について行い十分条件を求め、低い確率で帰

属された原石群の原石は使用していないとして消していくことにより、はじめて赤井川第�産地の石材

のみが使用されていると判定される。実際は�����といった唯�つの変量だけでなく、前述した�つの

変量で取り扱うので変量間の相関を考慮しなければならない。例えば、Ａ原産地のＡ群で��元素と��

元素との間に相関があり��の量を計れば��の量は分析しなくても分かるようなときは、Ａ群の石材で

作られた遺物であれば、Ａ群と比較したとき、��量が一致すれば当然��量も一致するはずである。し

たがって、もし��量だけが少しずれている場合には、この試料はＡ群に属していないと言わなければ

ならない。このことを数量的に導き出せるようにしたのが相関を考慮した多変量統計の手法であるマ

ハラノビスの距離を求めて行なうホテリングのＴ�乗検定である。これによって、それぞれの群に帰属

する確率を求めて産地を同定する�、��。産地の同定結果は�個の遺物に対して、黒曜石製では���個の推

定確率結果が得られている。今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属さ

れた原産地の推定確率は紙面の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常

に低いことを確認したという非常に重要な意味を含んでいる。すなわち赤井川第�群産原石と判定され

た遺物に対して、カムチャッカ産原石とかロシア、北朝鮮の遺跡で使用されている原石および信州和

田峠産の原石の可能性を考える必要がないという結果であり、ここでは高い確率で同定された産地の

みの結果を表�に記入した。原石群を作った原石試料は直径���以上であるが、多数の試料を処理する

ために、小さな遺物試料の分析に多くの時間をかけられない事情があり、短時間で測定を打ち切る。

このため、得られた遺物の測定値には、大きな誤差範囲が含まれ、ときには原石群の元素組成のバラ

ツキの範囲を越て大きくなる。したがって、小さな遺物の産地推定を行ったときに、判定の信頼限界

としている���％に達しない確率を示す場合が比較的多くみられる。この場合には、原石産地�確率�の

欄の確率値に替えて、マハラノビスの距離Ｄ�乗の値を記した。この遺物については、記入されたＤ�

１　チプニー２遺跡　出土の黒曜石製石器、剥片の原材産地分析
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乗の値が原石群の中で最も小さなＤ�乗値で、この値が小さい程、遺物の元素組成はその原石群の組成

と似ていると言えるため、推定確率は低いが、そこの原石産地と考えてほぼ間違いないと判断された

ものである。今回分析したチプニー�遺跡出土の黒曜石製剥片��個の中で、厚さ補正をした遺物を含

めると信頼限界の����に達した遺物は��個すべてになった。今回分析した��個について各原産地別原

石使用頻度を求めると、最も多く使用された原石は、赤井川群で��％���個�、次いで赤石山産で��％

��個�であった。白滝・赤石山、あじさい滝産黒曜石は湧別川でも採取され、湧別川で採取される同産

黒曜石の頻度と遺物の頻度を比較した結果、湧別川では八号沢�なし肌�がもっとも多く、次に赤石山

産で、遺物の頻度分布と一致しなかった。従って、チプニー�遺跡には、白滝村赤石山、あじさい滝

など露頭または露頭近くからの黒曜石が伝播していると推測しても産地分析の結果と矛盾しない。　

参考文献

��　藁科哲男・東村武信������，蛍光Ｘ線分析法によるサヌカイト石器の

　　原産地推定����。考古学と自然科学，�������

��　藁科哲男・東村武信・鎌木義昌�������������，蛍光Ｘ線分析法による

　　サヌカイト石器の原産地推定�����。����。考古学と自然科学，
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��　藁科哲男・東村武信������，石器原材の産地分析。考古学と自然科学，
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��　東村武信������，産地推定における統計的手法。考古学と自然科学，
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表６　湧別川河口域の河床から採取した２４７個の黒曜石円礫の分類結果

表７　常呂川（中ノ島～北見大橋）から採取した３７個の黒曜石円礫の分類結果

表８　チプニー２遺跡出土黒曜石製剥片の元素比分類結果
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２　チプニー２遺跡　放射性炭素年代測定結果 株式会社　地球科学研究所

表１０　チプニー２遺跡炭素年代測定資料一覧

重量
（乾:ｇ）

推定時期
(yBP)

採取層位採取地点遺跡名測定法試料種類試料データ No.試料番号

０�１５００�床面炉跡平地式住居：���１チプニー�２���炭化クルミ�����１８６２５６��������２�１１

１�３１�０００�副葬された土器の直下土坑墓：���１チプニー�２���炭化物�����１８６２５７��������２�２２

０�０３１�０００�副葬された土器に付着土坑墓：���１チプニー�２���擦文土器付着物�����１８６２５８��������２�３３

０�１４�０００�床面竪穴式住居：���２チプニー�２���炭化物�����１８６２５９��������２�４４

０�４４�０００�床面炉跡竪穴式住居：���４チプニー�２���炭化物�����１８６２６０��������２�５５
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3　千歳市チプニー 2遺跡動物遺存体
高橋　理／千歳サケのふるさと館

遺跡名　　　　チプニー�遺跡�ちぷにー�いせき�

所在地　　　　北海道千歳市中央�������

調査原因　　　一般国道���号新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査

発掘調査期間　平成��年�月�日～�月��日

発掘調査面積　�����㎡　

調査主体　　　�財�北海道埋蔵文化財センター

調査担当者　　皆川　洋一、広田　良成

時　期　　　　縄文時代早期後葉、中期後半、後期初頭、晩期末葉

　　　　　　　擦文文化期

　　　　　　　アイヌ文化期　

検出遺構　　　縄文時代　：竪穴住居、土坑、焼土、Ｔピット

　　　　　　　擦文文化期：墓坑、灰

　　　　　　　アイヌ期　：平地住居、送り場遺構、焼土、灰

出土遺物　　　土器、石器、鉄製品、青磁碗、礫錘、骨

はじめに

　千歳市チプニー�遺跡は、千歳市の市街地から北東へ約�ｋｍ、馬追丘陵西側斜面を流れるチプニー

川の右岸段丘上に立地する。ここにおいて、縄文時代中期および擦文、アイヌ文化期の炉焼土と灰集

積より動物遺存体が検出された。筆者に分析の機会を与えられた�財�北海道埋蔵文化財センターの皆

川洋一氏、広田良成氏に心より御礼申し上げます。

動物遺存体

　出土した動物は表��に示した。すべて熱を受けて白色化している�わずか�点だけであるが、縄文時

代中期の骨－おそらくサケ－も同様である�。

脊椎動物門　����������

　硬骨魚綱　������������

　　サケ目　���������	�
�

　　　サケ科　���������	

　　　　　サケ属　�����������	���������

　　　　　　　サケ�シロザケ�������������	
���

　　　　　　　サクラマス������������	
��	��
��	��

　　　　　　�カラフトマス������������	
�����	���？�

　　　　　イトウ属　�����

　　　　　　イトウ　����������	


　　コイ目　����������	
�

　　　コイ科　���������	
���
�	�
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コメント

　アイヌ文化期・擦文文化期をとおして魚類、特にサケが圧倒的に多く、鳥類や哺乳類はまったく含

まれていなかった。

　判別された部位では�破片化しているとはいえ�椎骨がもっとも多く、脱落歯は本来保持するはずの

数量からすると極端に少ない。検出部位のこのような大きな偏りは、捕獲されたサケを他の場所で一

次解体・処理を行い、当遺跡内に持ち込み消費された結果と判断できる。鰭条や棘は、背割・腹割り

された「開きサケ」、あるいは二枚・三枚おろしのサケでも肉や皮に付帯するものであるから、それ

らの多量の出土は以上の判断に矛盾するものではない。

　現在、石狩川、千歳川とその支流において、まったく目にすることがなくなったイトウの椎骨が含

まれていたことは特記されるが、その数はけっして多くない。圧倒的なサケにイトウが混在する出土

状況は、千歳市内の該期の他遺跡と同様である。溯河性ではないイトウのバイオマスが当時はどの程

度のものであったかを推定することは容易でないが、いずれにしても一時期に多量の一括捕獲がのぞ

めないイトウは漁労の主たる対象ではありえなかったのだろう。　

　かつてことわったことがあるが、サケ属を種までに同定することは困難である。上記のように、サ

ケ�シロザケ�、サクラマスが想定されるだろう。�～�年で回帰するサクラマスに対し、�年を本来とす

るが、なお�年から�年までをも回帰までの時間にしうるサケ�シロザケ�は体サイズが大きいとして、

椎骨のサイズからサクラマスタイプとサケタイプを分類するむきもあるが、破片化し収縮・変形した

椎骨から正確なサイズを復元することは可能ではない。また、北太平洋においてもっとも大きなバイ

オマスをもつカラフトマスを無条件に看過することはできないだろう。とはいえ、サケ�シロザケ�と

カラフトマスとの分別も現段階では可能とはいえない。

　サケ科魚類�サケ属�の代表的な三種は、このように�����������	
なデータを採取しにくいという点

から現段階では不可能である。しかし、その遡上時期はそれぞれ大きく異なることから、河口あるい

は河川沿線に残された遺跡の性格を判断するためのすぐれて有効なデータとなることは明らかである。

　浮上して河川を下ったサケ類の稚魚は北太平洋を索餌回遊するのであるが、各種がすべて同じ餌を

摂取しているのではない。それは体内に含まれる炭素・窒素同位体値に反映されることがわかってい

る�たとえば、������＆����������		
、中村ほか����、��������������������、��������������������。

主にアラスカ湾におけるこれらの調査結果が、索餌回遊を終えて日本近海に回帰するなかで、その同

位体値に変化があるのかないのか、あるとすればそれぞれどの程度のものなのかという点について、

現在でも調査研究が行われている段階である。しかし、それだからこそ、サケが回帰する沿岸や河口

に立地する遺跡出土のサケの同位体値の測定が急がれるだろう。

　筆者と南川は、厚田沖、石狩川河口、千歳川中流域、同上流域の�地点における現生のサケ�シロザ

ケ�のオス・メス��個体について、それぞれの炭素・窒素同位体値を測定した�南川・高橋�����。それ

によれば、索餌を中止する直前の厚田沖と最上流域の産卵床における個体では窒素同位体値に有意な

差があるが、その間の変移は漸移的であり、おおむね「千歳川のサケ�シロザケ�」として固有の値を

示していると受けとめられる。

　現在他の河川におけるサケあるいは他の種間の調査を急いでいる。これと上記遺跡出土の結果を比

較していく方向性の中に、サケ科魚類遺存体の判別が可能となり、そのデータをもとに遺跡解釈につ

ながっていくものと確信するものである。

３　千歳市チプニー２遺跡　動物遺存体
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３　千歳市チプニー２遺跡　動物遺存体

表１１　千歳市チプニー２遺跡動物遺存体
備考重量数部位動物名称時期層位番号遺構
被熱０�１�＞３椎骨����サケ科　���������	焼土アイヌ期��７��－１１
被熱０�１１７鰭条����サケ科　���������	　　　
被熱２２２０椎骨����サケ科　���������	焼土（残渣）アイヌ期��７��－１２
被熱１７�１８５�５０１鰭条・棘����サケ科　���������	　
被熱０�１ｇ＞１７歯サケ科　���������	　
被熱０�１２椎骨����コイ科　���������	　
被熱０�１�＞１第一頚椎コイ科　���������	　
被熱０�１�＞１椎骨����サケ科　���������	
��　
被熱０�１�＞２椎骨����サケ科　���������	炉アイヌ期��６��－１３
被熱０�１�＞２部位不明不明　����　
被熱０�１�＞２歯サケ科　���������	炉（残渣）アイヌ期��６��－１４
被熱０�１２７椎骨����サケ科　���������	
被熱０�１９鰭条・棘����サケ科　���������	
被熱０�１５椎骨����魚綱　������������	
�
	���
被熱０�５１１１部位不明����魚綱　������������	
�
	���
被熱０�１�＞３５部位不明����不明　��������焼土アイヌ期��９��－１５
被熱０�１１９歯サケ科　���������	焼土（残渣）アイヌ期��９��－１６
被熱２４３１椎骨����サケ科　���������	
被熱１９�１１１�３５４鰭条・棘����サケ科　���������	
被熱０�１２関節骨サケ科　���������	
被熱０�１２椎骨����イトウ　����������	

被熱０�１５第一頚椎コイ科　���������	
被熱０�３１７椎骨����コイ科　���������	
被熱０�３１８椎骨����魚綱　������������	
�
	���

被熱　多数の小突起�口蓋骨？�０�２１部位不明不明　���
被熱０�１�＞２歯サケ科　���������	炉アイヌ期��２４��－１７
被熱０�１５０椎骨����サケ科　���������	
被熱０�１�＞１関節骨サケ科　���������	
被熱０�１�＞１椎骨����小型サケ科　���������	
被熱０�１１８鰭条・棘����サケ科　���������	
被熱０�１�＞１第一頚椎コイ科　���������	
被熱０�１１１椎骨����魚綱　������������	
�
	���
被熱０�９１４４部位不明����魚綱　������������	
�
	���
被熱０�１�＞４椎骨����サケ科　���������	焼土アイヌ期��２４��－１８
被熱０�１�＞４鰭条・棘����魚綱　������������	
�
	���
被熱０�１２８部位不明����魚綱　������������	
�
	���
被熱０�１�＞１歯サケ科　���������	炉アイヌ期��８��－２９
被熱０�１�＞１１椎骨����サケ科　���������	
被熱０�１�＞１椎骨　　サケ科　���������	　別種
被熱０�１２５鰭条・棘����サケ科　���������	
被熱０�１５第一頚椎����コイ科　���������	
被熱０�１３椎骨����コイ科　���������	
被熱０�１６椎骨����魚綱　������������	
�
	���
被熱０�５１４４部位不明魚綱　������������	
�
	���
被熱０�１�＞３鰭条？����魚綱　������������？炉アイヌ期��１１��－２１０
被熱０�１�＞２椎骨����サケ科　���������	炉アイヌ期��１１��－２１１
被熱０�１２０鰭条・棘����サケ科　���������	
被熱０�１�＞１第一頚椎����コイ科　���������	
被熱０�１�＞１椎骨����コイ科　���������	？
被熱０�２７５部位不明����魚綱　������������	
�
	���
被熱０�１ｇ＞３部位不明����不明　��������灰中擦文～アイヌ期��１２��－１１２
被熱０�１ｇ＞４部位不明����不明　��������灰中擦文～アイヌ期��１２��－２１３
被熱０�１ｇ＞１鰭条？����サケ科　���������	？炉縄文中期後半Ⅱ�２６��－１１４
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4　チプニー 2遺跡　遺構UP-1覆土中の火山灰について
花岡正光　　　　　

　����の覆土中に降下火山灰が認められた�口絵�、写真図版����・��。この火山灰を鏡下観察した結

果を報告する。火山灰試料は発掘担当者によって採取された、火山灰は黄褐色、極細粒砂～シルトサ

イズである。試料を次の手順で処理し、偏光顕微鏡下で観察した。水洗→���塩酸に浸して超音波洗

浄→水洗→乾燥→ペトロポキシ���を封入剤としてプレパラート作製．処理後の試料の乾燥色調は銀灰

色となった。

　鏡下では、多量の火山ガラスと少量のアルカリ長石から成る。火山ガラスの形態は、バブル・ウォー

ル型と繊維状発泡の軽石型から成る�写真��。このような岩石記載学的な特徴を有するテフラは、町田・

新井������の白頭山苫小牧火山灰�����．��世紀�である。

文献

町田　洋・新井房夫������：「火山灰アトラス」．東京大学出版会������

写真１　火山灰の顕微鏡写真
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５　北海道チプニー 2遺跡から出土した炭化植物種子
札幌国際大学博物館�客員研究員　椿坂恭代�つばきさか�やすよ�

１）遺跡と調査の概要

遺跡の名称：チプニー�遺跡���������	

遺跡の所在：北海道千歳市�中央�ほっかいどうちとせしちゅうおう���������　

調査の機関：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査期間　：平成��年�月�日～�月��日

調査担当者：皆川洋一ほか

遺跡の立地：チプニー�遺跡は，馬追丘陵西側緩斜面に流れるチプニー川右岸の河岸立地する．段丘

上で標高約��ｍ～��ｍである．

包含層：　　Ⅲ層；縄文時代晩期～アイヌ文化期

　　　　　　Ⅴ層；縄文時代早期～晩期

検出遺構：　Ⅲ層；送り場遺構�カ所，平地式住居�軒，墓�基，焼土��カ所，灰集中�カ所

　　　　　　Ⅴ層；竪穴式住居�軒，土坑�基，Ｔピット�基，焼土��カ所

　詳細については本文を参照していただきたい．

２）扱った資料

　分析資料として扱った炭化植物は，アイヌ文化の期平地式住居跡，擦文文化期の土坑，擦文文化～

アイヌ文化期の焼土からと，縄文時中期後半の竪穴式住居跡の炉からそれぞれ土壌が採取され，フロー

テーション法で処理された後，植物遺体などの中から種子の第一次選別がおこなわれ送付されてきた．

これらの資料について実体顕微鏡で観察ならびに撮影を行った．検出された植物種子の出土表は第��

表に示しておいた．

３）アイヌ文化期の遺構から検出された種子

アワ Setaria italica （L.） P. Beauv.（写真図版1-1a,b,c：UH-1から出土.2a,b,c：UH-2から出土）

　平地式住居������の炉から�粒と平地式住居������の炉から�粒検出された．穎果はやや球形．背

面には果長の���ほどの胚があり，その反対側の腹面には，小さなヘラ型のヘソがある�椿坂�����．穎

果は写真�����に示すように内・外穎のとれた状態で出土している．計測値は��：長さ�������幅

�������厚さ������，��：長さ�������幅�������厚さ������

ヒエ属 Echinochloa Beauv.（写真図版1-3a,b,c：UH-1から出土.4a,b,c～6a,b,c：UH-2から出土）

　平地式住居������の炉から�粒と平地式住居������の炉から��粒検出された．種子は広楕円形．

背面には果長の���ほどを占める楕円形の大きな胚がある．その反対側の腹面にはヘラ型状のヘソがあ

る�椿坂�����．出土した資料は栽培型のヒエ�����������	�
��������������	�
��の型態をもつ．殆ど

の資料は��������に示した様な穎果�内・外穎のとれた状態�であった．その中には資料����に示した内・

外穎の残存しているものも混じる．比較的状態の良い資料を計測し第��表に示しておいた．計測値は

��：長さ�������幅�������厚さ������，��：長さ�������幅�������厚さ�����������：長さ�������

幅�������厚さ������，��：長さ�������幅�������厚さ������．
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キビ Panicum miliaceum L.（写真図版1-7a,b,c：UH-2から出土）

　平地式住居������の炉から�粒検出された．種子はやや球形または広卵形．背面には果長の���ほ

どの胚があり，その反対側の腹面にはヘラ型状のヘソがある�椿坂�����．検出された資料は，穎果�内・

外穎のとれた状態�の状態で出土している．計測値は長さ�������幅�������厚さ������．

タデ科 POLYGONACEAE（写真図版1-8 :UH-2から出土）

　平地式住居������の炉から�粒検出された．痩果は広卵状円形．形態からはハルタデ���������	�

�����������	
に似るが，この形態の類似する種子が多いため，種までの分類は困難である．計測値は

長さ�������幅�������厚さ������．

タラノキ属 Aralia L.（写真図版1-9 :UH-1から出土）

　各平地式住居から合計��粒と破片が出土している．種子はほとんど酸化した状態で検出されている

が少量炭化種子が混じる．種子は半円形，種子の上方には二本の横溝があり，種皮は凹凸で粗面であ

る．粒形と大きさからタラノキ��������������	
�����������であろう．計測値は長さ��������幅

�������厚さ������．

マタタビ属Actinidia Lindl.（写真図版1-10 :UH-2から出土）

　平地式住居������の炉から�粒検出された．種子は長楕円形．種皮には凹点による網目模様がある．

この仲間にはマタタビ�����������	
�����������������������とサルナシ������������	
����������が

あるが，両者の種子は形態と表面組織がきわめて良く似ている．しかし粒形の特徴からはサルナシ�

�����������	
����������であろう．計測値は長さ�������幅�������厚さ������．

ブドウ科VITIDACEAE（写真図版1-11a,b：UH-2から出土）

　平地式住居������の炉から�粒と破片�片が検出された．堅果は広倒卵形，背面は円みがあり，倒

へら形の凹みがある．腹面の中央に稜をなす．稜の両側に針形の凹みがある．ブドウ属で形態の類似

した種子にヤマブドウ�����������	
���
�������，サンカクズル����������	
�����
���，エビヅル������

�����������	
�������������，があるが，サンカクズル，エビヅルの分布域は北海道の南部に限られてい

るという．したがって，形態の特徴からヤマブドウ�����������	
���
�������と判断される．計測値は長

さ�������幅�������厚さ������．

　

クルミ属　Juglans L.（写真図版1-12a,b：UH-2から出土）

　平地式住居������の炉から内果皮の砕片が����ｇ検出された．核表面には縦に浅い溝状の模様があ

る．これらの特徴からオニグルミ����������	
���	�������	�と判断される．

４）擦文文化～アイヌ文化期の層準から検出された種子

ユリ科 LILIACEAE （写真図版2-1 ：UF-7から出土．2：UF-16から出土．3：UF-8から出土）

　Ⅲ層の焼土���������	
から合計�粒検出された．写真図版�，�に示した鱗茎は�個ともやや円形の形

態を示し，大きさは大小様々である．円形の形態を示す鱗茎にはノビル����������	
��������，ヒメニ

ラ�����������	�
�����	���などがある．写真図版�の資料は長楕円形．しかしながら，鱗茎そのも

のの個体差が大きいなどで，種の特定はできなかった．計測値は�：長さ�������幅������，�：長さ
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�������幅������，�：長さ�������幅������．

マメ科 LEGUMINOSAE （写真図版2-4a,b：UH-7から出土）

Ⅲ層焼土������から�粒検出された．種子は楕円形．腹面に線形のヘソの剥離痕が観察出来た．検出

された種子は表皮が剥離していたが，形態とヘソの剥離痕からはソラマメ属����の形態を示す．保存状

態がきわめて悪いため詳細な分類は出来なかった．計測値は長さ�������幅�������厚さ������．

不明1（写真図版2-5：UH-7から出土．6A,b,c：UH-6から出土）

　写真�の資料はⅢ層焼土������から�粒検出された．写真図版��の資料はⅢ層焼土������から��粒

検出された．いずれも，現生の比較資料が手元にないため分類できなかった資料を不明�として扱った．

�の計測値は長さ�������幅������，�：長さ�������幅�������厚さ������．不明�として扱った資

料は，保存状態が悪いため全く分類できなかったものである．

５）コメント　

　アイヌ文化期の平地式住居内からアワ，キビ，ヒエ属�の栽培植物が検出され，予想に反してイネが

欠如していた．その他，野生植物ではタデ科，タラノキ属，マタタビ属，ブドウ科，クルミ属が検出

された．擦文～アイヌ文化期の遺構からはユリ科，マメ科，タラノキ属，マタタビ属の野生植物が検

出された．野生植物は，集落の周囲に一般的に認められる草本と木本のもので，可食性あるいは利用

可能のものが多い．

　近年，北海道中央部における近世アイヌ文化期の良好な資料の増加に伴い，イネ，アワ，ヒエ，キ

ビ，アズキ，シソ属などの栽培植物のセットが確認されている�吉崎・椿坂����，�����．その中で，

オオムギ，コムギの検出例は窮めて少ない．アワ，ヒエ，キビのセットは擦文文化に見られるものと

ほとんど差はない．チプニー�遺跡でもオオムギとコムギの検出はなかった．これまで，この地域の

調査結果からも，中・近世の遺跡からオオムギ，コムギの検出例はない．このような状況は地域的な

隔たりを示唆するものであろうか，今後の検討課題としたい．

引用文献

椿坂恭代

����：アワ・ヒエ・キビの同定　吉崎昌一先生還暦記念論文集「先史時代と関連科学」�������

吉崎昌一・椿坂恭代

����：北海道オサツ�遺跡・ユカンボシＣ�遺跡の擦文文化期と近世の炭化植物種子「ユカンボシＣ�遺

跡・オサツ�遺跡における考古学的調査」�������，�������　千歳市文化財調査報告書ⅩⅩⅦ　

千歳市教育委員会

����：ユカンボシ���遺跡から出土した炭化植物種子「ユカンボシ���遺跡���」平成�・�・��年度　����

���　北埋調報���　財団法人　北海道埋蔵文化財センター

５　北海道チプニー２遺跡から出土した炭化植物種子
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�５０

１
�７５

６
�
�
－
２

０
�９０

１
�４５

１
�７０

７
�
�
－
２

０
�９０

１
�４０

１
�７０

８
０
�９２

１
�４６

１
�６８

平
均
　
　

０
�０１

０
�００

０
�０１

分
散
　
　

０
�１１

０
�０５

０
�０９

標
準
偏
差

表
１３
　
ヒ
エ
属
計
測
表

不
明
２

（
片
）

不
明
１

（
粒
）

ク
ル
ミ
属

（
ｇ
）

（
片
）

ブ
ド
ウ
科

（
粒
）

マ
タ
タ
ビ
属

（
粒
）

（
片
）

タ
ラ
ノ
キ
属

（
粒
）

マ
メ
科

（
粒
）

ユ
リ
科

（
粒
）

タ
デ
科

（
粒
）

キ
ビ

（
粒
）

ヒ
エ
属

（
粒
）

ア
ワ

（
粒
）

推
定
時
期

採
取
地
点

遺
構
名

遺
跡
名

試
料
番
号

１
０
．
１２

４１
３

４
２

ア
イ
ヌ
文
化
期

平
地
式
住
居
炉

�
�
－
１

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
１

１
８

ア
イ
ヌ
文
化
期

平
地
式
住
居
炉
焼
土

７
２

２
１

２８
２

４
３

１
２５

４
ア
イ
ヌ
文
化
期

平
地
式
住
居
炉

�
�
－
２

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
２

１
ア
イ
ヌ
文
化
期

平
地
式
住
居
炉
焼
土

２
ア
イ
ヌ
文
化
期

平
地
式
住
居
炉

�
�
－
３

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
３

５
擦
文
文
化
期

土
坑
覆
土
上
層

�
�
－
１

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
４

２
擦
文
文
化
期

土
坑
の
坑
底
直
上

�
�
－
１

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
５

１
擦
文
～
ア
イ
ヌ
文
化
期

Ⅲ
層
焼
土

�
�
－
２

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
６

１１
２

擦
文
～
ア
イ
ヌ
文
化
期

Ⅲ
層
焼
土

�
�
－
３

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
７

４
擦
文
～
ア
イ
ヌ
文
化
期

Ⅲ
層
焼
土

�
�
－
４

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
８

１
１０

擦
文
～
ア
イ
ヌ
文
化
期

Ⅲ
層
焼
土

�
�
－
６

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
９

１７
２

３
１

擦
文
～
ア
イ
ヌ
文
化
期

Ⅲ
層
焼
土

�
�
－
７

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
１０

９
６

擦
文
～
ア
イ
ヌ
文
化
期

Ⅲ
層
焼
土

�
�
－
８

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
１１

１
擦
文
～
ア
イ
ヌ
文
化
期

Ⅲ
層
焼
土

�
�
－
１５

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
１２

１２
１

擦
文
～
ア
イ
ヌ
文
化
期

Ⅲ
層
焼
土

�
�
－
１６

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
１３

１
擦
文
～
ア
イ
ヌ
文
化
期

Ⅲ
層
灰
集
中

�
�
－
１

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
１４

５
縄
文
時
代
中
期
後
半

竪
穴
式
住
居
炉

�
�
－
２

チ
プ
ニ
ー
２

チ
プ
２
－
１５
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５　北海道チプニー２遺跡から出土した炭化植物種子

写真図版－１　チプニー２遺跡出土の炭化種子
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Ⅶ　自然科学的手法における分析結果
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写真図版－２　チプニー２遺跡出土の炭化種子
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１　UH－1出土の青磁碗について
　今回検出されたアイヌ文化期の平地式住居跡��－�から舶載陶磁器である青磁碗が出土している。

青磁碗は北海道内で出土した青磁の中でも最も点数が多く、青磁の中でも比較的時期の判別がしやす

い。最近の道内における中世陶磁器の研究史については鈴木　信「北海道の中世陶磁器」『ユカンボ

シ���遺跡���』������に概略が記されている。道内出土の中世陶磁器の集成と論考は、近年、越田賢

一郎�����、����年�、吉岡康暢������、鈴木　信�����、�����、石井淳平������らにより行われ、そ

の位置付けが考察されている。その中で青磁碗もとりあげられており、ここではそれらの成果を基に、

道内出土の青磁碗について考察し、��－�の青磁碗の位置付けを行う。

（1）北海道内での出土例の概略

　青磁碗は道央～道南にかけて現在��ヵ所確認され、点数は概数で�����点出土している。分布は渡島

半島南端部の遺跡が多い。その中でも上ノ国町勝山館、函館市志苔館、上磯町矢不来館など、館関連

の遺跡からの出土が多く全点数の��％を占める。特に昭和��������年から継続して調査が行われてい

る勝山館からは�����点出土しており、全点数の約�割を占めている。次いで、道央地方日本海側の遺

跡が多く、余市町大川遺跡からは��点出土している。これらの館関連の遺跡や交易地と考えられる大

川遺跡を除くと、一遺跡での出土点数は少なく一遺跡あたり��点以下になる。

　さらに遺跡内での出土状況をみると、館関連の遺跡以外では土坑墓の出土例が多い。森町御幸町遺

跡アイヌ墓、大川遺跡�－��、小樽市船浜遺跡����、泊村堀株�遺跡出土のアイヌ文化期の土坑墓があ

る。その他の遺構としては、大浜中遺跡出土の青磁は埋納遺構と考えられている。また、住居跡から

出土したものとしては今回のチプニー�遺跡��－�出土例が唯一である。

（2）青磁碗の分類

　分類に関しては上田秀夫「��～��世紀の青磁碗の分類について」『貿易陶磁研究№�』����に準拠し

て行った。道内では上田分類の�～�類が確認できるが、�類、�－Ⅰ類は出土していない。また、位

置付けの不明なものも若干ある。

B類：連弁文をもつもの。道内出土の資料は比較的多い。

B－Ⅰ類��～��：幅の広い片切彫の鎬蓮弁文をもつもの

　資料は少ない。小樽市船浜遺跡��－�����、余市町大川遺跡��～��出土のものがある。遺構から出

土した青磁碗は、船浜遺跡��－����）、及び大川遺跡�－����・��があり、どちらも土坑墓の副葬品で

ある。他の資料は包含層出土である。�・�は実測図の連弁文には鎬がないが、本文での説明及び写真で

は鎬がみられる。これらは道内で出土した青磁碗の最も古い段階のものであり、年代は��世紀後半～

��世紀前半と考えられる。森町御幸町遺跡�号墓そば出土の青磁碗���も、写真から判断すると�－�類

に相当する可能性がある。

B－Ⅱ類��～���：幅の広い蓮弁を片切彫で表現するが、蓮弁部の盛り上がりを失ったもの。

　道内出土の資料は比較的多い。余市町大浜中遺跡��・���、函館市志苔館跡���・��・��～���、上ノ国

町勝山館跡���、同町洲崎館跡���～���出土のものがある。�は口縁が外反する。チプニー�遺跡出土

の青磁����も�－Ⅱ類である。年代は��世紀後半～��世紀前半と考えられる。

B－Ⅲ類���～���：片切彫、もしくは丸彫りによって蓮弁を表現するもの。

　比較的多い。上磯町矢不来館���～���、志苔館跡����、勝山館跡���・���出土のものがある。年代は

��世紀後半と考えられる。

Ⅷ　まとめ
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実
測
図
№

不
明

Ｅ
Ｄ-
Ⅱ

Ｄ-
Ⅰ

Ｄ
Ｃ-
Ⅲ

Ｃ-
Ⅱ

Ｃ-
Ⅰ

Ｂ-
Ⅳ

Ｂ-
Ⅲ

Ｂ-
Ⅱ

Ｂ-
Ⅰ

点
数

青
磁
碗
の
年
代

遺
跡
名

遺
跡
№

１３
～
１５

○
○

○
○

１５
９

１４
世
紀
後
半
～
１５
世
紀
後
半

洲
崎
館

１
９,２
７～
３０
,３２
～３
７,４
３,４
６～
４８
,５８
～６
０

○
○

○
○

○
○

○
○

１
�９０
８

１４
世
紀
後
半
～
１６
世
紀

勝
山
館

２
○

１
―

上
ノ
国
漁
港

３
○

○
７

１４
世
紀
後
半
～
１５
世
紀
前
半

向
宅

４
○

２
―

茂
草
Ｂ

５
○

―
―

福
山
城

６
○

３
―

穏
内
館

７
○

―
―

茂
別
館

８
２１
～２
５,
３１
,３８
,４２
,４４
・４
５,
５１
,５３
～５
５

○
○

○
○

○
○

２１
５

１５
世
紀
後
半
～
１６
世
紀

矢
不
来
館

９
○

―
―

ヤ
ギ
ナ
イ

１０
１０
,１２
,１７
～
２０
,２６

○
○

○
２０

１４
世
紀
後
半
～
１５
世
紀

志
苔
館

１１
○

１
１４
世
紀
後
半
～
１５
世
紀
前
半

元
和
８

１２
○

１
―

下
若
松

１３
○

４
―

森
川
貝
塚

１４
７

？
１

―
御
幸
町

１５
５７

○
１

１５
世
紀
後
半
～
１６
世
紀
？

ポ
ン
マ

１６
４
～
６
,４０
,５２

○
○

８５
１３
世
紀
後
半
～
１５
世
紀
前
半

大
川

１７
２
・
３

○
３

１３
世
紀
後
半
～
１４
世
紀
前
半

大
川

１７
５０

○
１

１４
世
紀
後
半
～
１５
世
紀
前
半

入
舟

１８
８
・
１１
,４１
,４９

○
○

○
４

１４
世
紀
後
半
～
１５
世
紀
前
半

大
浜
中

１９
１

○
１

１３
世
紀
後
半
～
１４
世
紀
前
半

船
浜

２０
○

１
―

堀
株
１

２１
？

１
１５
世
紀
後
半
？

美
々
８

２２
３９

○
１

１５
世
紀
後
半
～
１６
世
紀

末
広

２３
１２

○
１

１４
世
紀
後
半
～
１５
世
紀
前
半

チ
プ
ニ
ー
２

２４

表
１５
　
出
土
青
磁
碗
の
分
類

遺
跡
の
性
格

遺
構
・
出
土
状
況

所
　
在
　
地

年
　
代

遺
　
跡
　
名

遺
跡
№

地
域

館
採
集
資
料

上
ノ
国
町
　
北
村

１４
世
紀
末
～
１６
世
紀
末

洲
崎
館

１
渡
島
半
島

南
端
部

館
館
内
遺
構
・
包
含
層

上
ノ
国
町
　
勝
山

１５
世
紀
末
～
１６
世
紀
末

勝
山
館

２
海
中

上
ノ
国
町
　

不
明

上
ノ
国
漁
港

３
上
ノ
国
町
　
上
ノ
国

１５
世
紀
～
１８
世
紀

向
宅

４
採
集
資
料

松
前
町
　
茂
草

１４
世
紀
後
葉
～
１５
世
紀
中
葉

茂
草
Ｂ

５
松
前
町

１７
世
紀
前
葉
～
１９
世
紀
後
葉

福
山
城

６
館

館
内
包
含
層

福
島
町
　
館
崎

１５
世
紀

穏
内
館

７
館

採
集
資
料

上
磯
町
　
矢
不
来

１４
世
紀
末
～
１５
世
紀

茂
別
館

８
館

採
集
資
料

上
磯
町
　
矢
不
来

１４
世
紀
後
葉
～
１６
世
紀
前
葉

矢
不
来
館

９
上
磯
町
　
館
野

不
明

ヤ
ギ
ナ
イ

１０
館

館
内
包
含
層

函
館
市
　
銭
亀

１４
世
紀
末
～
１５
世
紀
末

志
苔
館

１１
包
含
層

乙
部
町
　
元
和

１４
世
紀
後
葉
～
１５
世
紀
前
葉

元
和
８

１２
道
南
地
方

（
日
本
海
側
）

北
檜
山
町

不
明

下
若
松

１３
貝
塚

森
町
　
森
川

１４
世
紀
後
半
～
１５
世
紀
前
半

森
川
貝
塚

１４
道
南
地
方

（
太
平
洋
側
）

ア
イ
ヌ
土
坑
墓

森
町
　
森
川

不
明

御
幸
町

１５
包
含
層

伊
達
市
　
有
珠

１６
６３
年
以
前

ポ
ン
マ

１６
交
易
地

包
含
層

余
市
町
　
大
川

１２
世
紀
後
半
～
１６
世
紀
末

大
川

１７
道
央
地
方

（
日
本
海
側
）

墓
地

土
坑
墓
（
Ｐ
－
４１
）

余
市
町
　
大
川

１４
世
紀

大
川

１７
包
含
層

余
市
町
　
入
船
　

１５
世
紀
前
半

入
舟

１８
埋
納
遺
構

余
市
町
　
大
浜
中

１５
世
紀
末

大
浜
中

１９
墓
地

土
坑
墓
（
Ｓ
Ｋ
０８
）

小
樽
市
　
船
浜

１４
世
紀
中
葉
～
後
葉

船
浜

２０
墓
地

土
坑
墓

泊
村
　
堀
株

不
明

堀
株
１

２１
集
落

包
含
層

千
歳
市
　
美
々

１４
世
紀
後
葉
～
１７
世
紀
前
葉

美
々
８

２２
道
央
地
方

（
太
平
洋
側
）

集
落

採
集
資
料

千
歳
市
　
稲
穂

１４
世
紀
後
葉
～
１６
世
紀

末
広

２３
集
落

住
居
跡

千
歳
市
　
中
央

１６
世
紀
後
半

チ
プ
ニ
ー
２

２４

注
１
　
一
覧
表
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
文
献
を
参
考
に
し
た

　
　
　
越
田
賢
一
郎
「
中
世
食
器
の
地
域
性
　［
１
］
北
海
道
・
東
北
北
部
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
　
第
７１
集
』（
１９
９７
）

　
　
　
吉
岡
康
暢
「
北
方
中
世
史
と
大
川
遺
跡
」『
大
川
遺
跡
に
お
け
る
考
古
学
的
調
査
､
（
総
括
編
）』
余
市
町
教
育
委
員
会
（
２０
０１
）

　
　
　
鈴
木
　
信
「
北
海
道
の
中
世
陶
磁
器
」『
ユ
カ
ン
ボ
シ
Ｃ
１５
遺
跡
（
４
）』
（
財
）
北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
（
２０
０１
）

注
２
　
遺
跡
の
年
代
に
つ
い
て
は
各
遺
跡
の
参
考
文
献
、
上
記
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。

注
３
　
勝
山
館
の
点
数
は
報
告
書
に
出
土
点
数
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
数
え
た
た
め
、
実
数
は
こ
れ
よ
り
多
い
。

注
４
　
志
苔
館
の
点
数
は
破
片
数
で
は
な
く
個
体
数
で
あ
り
、
実
数
は
こ
れ
よ
り
多
い
。

表
１４
　
青
磁
碗
出
土
遺
跡
一
覧

図
Ⅷ
－
１
　
青
磁
碗
出
土
遺
跡
位
置
図
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１　ＵＨ－１出土の青磁について

図
Ⅷ
－
２
　
北
海
道
出
土
の
青
磁
碗
（
Ｓ
＝
１
／
６
）
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B－Ⅳ類���～���：ヘラ先による細線の線描き連弁文をもつもの。

　資料は比較的多い。勝山館���・��、��～���、矢不来館���・���、末広遺跡���：本文Ⅱ章説明�出土

のものがある。��は蓮弁文の幅が広く、�－Ⅱ類の可能性もあるが細線の線描きのためこの類に含め

た。��は見込みに�顧氏」の銘がある。年代は��世紀後半～��世紀と考えられる。

C類：外面口縁部付近に雷文帯をもつもの。全体的に資料は少ない。

C－Ⅰ類����：口縁部に片切彫の凹線を巡らし、数ヶ所を斜線で画するもの。

　若干異なるが、大川遺跡出土のもの����はこの類に相当すると考えられる。口縁は外反する。年代

は��世紀後半～��世紀前半と考えられる。

C－Ⅱ類���～���：外面口縁部付近に雷文帯を持ち、雷文帯下部には片切彫の幅の広い蓮弁や、ラマ

式蓮弁をもつもの。ここでは雷文帯下部に文様を持たないものも含めた。

　資料は少ない。余市町大浜中遺跡����、上磯町矢不来館���・��・���、勝山館����出土のものがある。

��・��はラマ式連弁文をもつ。年代は��世紀後半～��世紀前半と考えられる。

C－Ⅲ類���～���：外面口縁部付近に簡略化した波状の雷文帯をもつもの。

　資料は少ない。全て勝山館出土のもの���～���である。��は雷文帯の下に連弁文が描かれる。年代

は��世紀後半～��世紀と考えられる。

D類：口縁部の外反するもの。

D－Ⅱ類���～���：口縁部が外反し、口縁端部に丸みを持ち、釉が厚いもの。

　資料は比較的多い。志苔館跡���・��～���、大浜中遺跡����、余市町入船遺跡����、大川遺跡����

出土のものなどがある。年代は��世紀後半～��世紀と考えられる。

E類���～���：口縁部の内湾するもの

　伊達市ポンマ遺跡����、勝山館���～���出土のものがある。年代は��世紀後半～��世紀の可能性が

ある。図Ⅶ－Ⅱでは枠外にしたが、千歳市美々�遺跡出土の例����もこの時期の可能性がある。

（3）年代について

　遺跡の年代と青磁碗の年代を比較してみると、大きな隔たりはみられない。ただし、上ノ国町勝山

館遺跡、同町向井宅遺跡、函館市志苔館跡、余市町大浜中遺跡などでは、青磁の年代が遺跡の年代よ

りやや古くなっている。これらの遺跡から出土した青磁碗は伝世品と考えられる。今回のチプニー�

遺跡の場合も青磁碗の年代と��－�の焼土出土の炭化物による炭素年代測定結果を比較すると、青磁

碗の年代が古くなっている。青磁碗は��世紀後半～��世紀前半で、炭素年代測定では��世紀後半とい

う結果が出ている。両者の年代の差は、他の例と比べても大きいが伝世品の可能性が高い。

（4）小結

　道内出土の青磁碗は��世紀後半～��世紀にかけてのものが出土しており、道南～道央にかけて分布

している。特に道南の分布が濃い。出土数を年代別にみると��世紀後半～��世紀前半は少量で、��世

紀後半から多くなり、��世紀まで続く。青磁碗の分布、出土状況、年代観は、越田賢一郎、吉岡康暢、

鈴木　信らの研究とほぼ一致している。出土遺跡の性格としては館跡、交易地、墓、住居跡などがあ

り、館跡、交易地から多く出土している。出土量では蓮弁文をもつ�－Ⅱ～Ⅳ類、無文の�－Ⅱ類が多

く、勝山館、矢不来館跡などの館跡から多く出土している。

　今回のチプニー�遺跡出土の青磁碗は、道内出土の中では最も東端の遺跡から出土している。分類

は�－Ⅱ類に相当し、年代は��世紀後半～��世紀前半で、類例としては志苔館、洲崎館、大浜中遺跡

出土例がある。チプニー�遺跡の出土例は、アイヌ文化期の平地式住居跡から出土している点、伝世

品と考えられる点が特徴として挙げられる。� �広田�
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２　擦文文化の土坑墓UP－1について
　Ⅲ層中から擦文文化期の土坑墓���－��が検出された����～���。今回の調査で確認された土坑墓

は��－�の�基のみである。副葬品と考えられる遺物は覆土上面から、擦文土器の甕が�個、坏が�個、

鉄製品では鍬先�本、刀子�本、鞘尻金具�個、鞘金具�個、棒状鉄製品�本、針�本、円盤状鉄製品�個が

出土した。覆土内及び壙底からは伴う遺物は出土していない。人骨は検出されていないが、土坑の規

模、形態から判断して伸展葬と推定できる。時期は、伴出した擦文土器と覆土中の�－��の存在�第

Ⅶ章第�節�から、擦文文化中期に相当し、��世紀中葉～後葉と推定される。炭素年代測定では、遺物

の直下で検出された炭化物からは����±������、土器の直下から出土した炭化物からは����±������

という結果がでている。この数値は遺物・火山灰の年代観とは差異がある。

　ここでは��－�の時期に比較的近い、擦文文化中期��世紀後半～��世紀前半頃�～後期���世紀後半

～��世紀前後�の土坑墓と比較してみる。擦文文化期の墓の集成は鈴木　信「北大式以降の墓制につい

て」『海峡と北の考古学シンポジウム・テーマ�・�資料集Ⅱ』������を基にし、知見の資料を加えた。屋

内墓については人骨などの痕跡が確認できるものを対象とした。

（1）擦文文化中期

　道央の千歳市と道南の森町とでみつかっている。森町御幸町遺跡では�基検出され、千歳市の遺跡で

は一遺跡内で�～�基検出されている。人骨が検出された例は�例ある。末広遺跡��－�����の人骨は比

較的遺存状況は良く、成年男性と推定されている。ウサクマイ遺跡�地区で��－����では歯のみ検出

され、屈葬の可能性がある。また、美々�遺跡��－�上の墓���では遺体層が検出されている。同��－

����でも壙底から遺体層の可能性がある土層が検出されている。頭位がわかるものは�例のみで、南と

南西がある。土坑の長軸方向については集中する方角はない。平面形は長方形、隅丸長方形、長楕円

形、楕円形がある。美々�遺跡��－�上の墓は住居跡のくぼみを利用している。千歳市末広遺跡��－��

は竪穴の中に土坑が構築されている。

　遺物は覆土上面、覆土中、坑底のいずれも認められ、埋土上面出土のものが比較的多い。坑底から

遺物が出土したものとしては、千歳市美々�遺跡��－����がある。埋土中から出土した例としては千

歳市メボシ川�遺跡��－�����、同ウサクマイ遺跡�地点第��号擦文式墓���がある。埋土上面から出土

した例としては今回のチプニー�遺跡��－�����がある。また、末広遺跡��－��も竪穴内の土坑の埋

土上面からのみ遺物が出土している。埋土中～坑底にかけて出土した例は、森町御幸町遺跡��������

があり、坑底直上から須恵器甕が出土している。同ピット����では埋土上面から坑底にかけて土器、

礫などが出土している。

　遺物の種類は土器では甕、土師器糸切坏が多く、完形または完形に近い状態で出土している。鉄製

品が出土するのは�遺跡だけで、その中では刀子が目立つ。また御幸町����からは土製垂飾が出土して

いる。礫はウサクマイ遺跡�地区��－����、御幸町ピット�からやや大形の礫がまとまって出土し、配

石が推測できる。また、美々�遺跡��－�上の墓���の坑底からはベンガラが検出されている。

（2）擦文文化後期

　道東及び道南でみつかっており、特に道東の検出例が多い。一遺跡の検出数は、常呂川河口遺跡で

�基、札前第一地点で��基など、ややまとまって検出されるものが多い。

　人骨が確認された墓は�遺跡で８例ある。人骨が遺存した墓の多くのものが伸展葬と考えられるが、

下田ノ沢遺跡第三トレンチ出土墓壙����は側臥屈葬で、伊茶仁カリカリウス遺跡�号土壙墓����例も屈

葬と推定されている。人骨の遺存状況が比較的良いものとして、釧路市材木町�遺跡第��号住居跡内墳

墓����、上ノ国町笹浪屋敷跡遺跡土壙������がある。材木町�遺跡例は左側臥伸展葬で、成年～熟年女

Title:097-158_本文 Page:153 



Ⅷ　まとめ

―　���　―

　
04 年  3 月 31 日 水曜日

　
04 年

表１６　擦文文化中～後期の墓一覧

図Ⅷ－３　遺跡位置図

図Ⅷ－３　土坑墓の長軸方向（○は頭位の方向）
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２　擦文文化の土抗墓ＵＰ－１について

図Ⅷ－４　擦文文化期中～後期の土坑墓
（土坑平面図はＳ＝１／８０、復元土器はＳ＝１／１６、拓本土器はＳ＝１／１２、鉄製品は任意の大きさである。）
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性、笹浪屋敷跡遺跡例は男性と推定されている。標津町伊茶仁カリカリウス遺跡�号土壙墓����では頭

骨、背骨、骨盤部の痕跡が、同伊茶仁遺跡�地点第�号住居内墳墓����では頭骨と歯のみ確認された。

奥尻町青苗遺跡山本台地墳墓は頭骨と下肢骨の一部が遺存していた。栗山町円山遺跡����出土の人骨

は墓出土の人骨として唯一被熱が報告されている。頭位が明らかなものは�例あり、方向は東が多く、

南西も認められる。土坑の長軸方向については集中する方角はない。

　平面形は長方形、隅丸長方形、方形、長楕円形、楕円形、不整楕円形がある。また、円山遺跡、青

苗遺跡山本台地墳墓には掘り込みがない。住居内に構築された例として伊茶仁遺跡�地点第�号住居内

墳墓、材木町�遺跡第��号墓壙がある。付属施設は伊茶仁カリカリウス遺跡�・�号土壙墓���・���と、札

前遺跡第一地点�・������・���から小型のピットが検出されている。伊茶仁カリカリウス遺跡例は土坑

の四隅に柱穴状のピットが検出されている。

　遺物は覆土上面、覆土中、坑底のいずれも認められ、埋土中～坑底出土のものが比較的多い。坑底

から明らかに副葬品が出土した例は、道東の常呂川河口遺跡ピット������、下田ノ沢遺跡第三トレン

チ墓壙����、根室市トーサムポロ遺跡��地点�・�号墓、伊茶仁遺跡�地点第�号住居内墳墓がある。ま

た、円山遺跡、青苗遺跡では人骨のそばから遺物が出土している。埋土中から副葬品が出土した例と

しては常呂川河口遺跡ピット��・������・���、同栄浦第一遺跡ピット������がある。埋土上面から副葬

品と考えられる遺物が出土する例は少ないが、札前遺跡第一地点のピットの埋土上面～埋土中にかけ

て、大形の礫がまとまって出土している。

　遺物の種類は土器では甕、高坏、装飾品として銅製、錫製の環、他に礫が多い。他に円山遺跡から

はキテと思われる骨角器の小片が出土し、青苗遺跡山本台地墳墓からは刀、硬玉製勾玉、水晶製、ガ

ラス製の玉類が出土している。完形の土器は少量で、鉄製品の出土はほとんどみられない。

　キウス�遺跡�－�地区��－�������は、土坑の形態、遺物の出土状況から中～後期の可能性がある。

（3）小結

　以上概観したが、これらは鈴木　信の論考とほぼ一致する。擦文文化期の土坑墓は前期の検出例は

比較的に多いが、中期～後期の検出例は少ない。とりわけ中期の土坑墓は検出例が少なく、後期はや

や多くなる。分布は、中期が道央に多く、後期は道東、道南に多い。�遺跡内の検出数は、中期はわず

かで、後期は比較的多い。全体的に人骨や遺体層の検出されるものは少ないが、頭位は中期では南、

南西方向、後期では東、南西方向に認められる。中期は一遺跡内の土坑墓においても形態、副葬品な

どに個々の違いがみられ、後期は一遺跡内の土坑の形態や副葬品の出土位置などにやや共通性がみら

れる。平面形は擦文文化中～後期を通じて長方形、隅丸長方形、長楕円形、楕円形のものがある。人

骨の遺存状況から中～後期を通じて屈葬、伸展葬のどちらも存在するが、平面形をもとに推測すると

伸展葬の方が多いと推定される。

　遺物の出土位置は中期では埋土上面～埋土中が多く、後期では埋土中～坑底にかけてが多い。遺物

の種類をみると、土器は甕が中～後期を通じて出土し、中期は坏、後期は高坏が多い。中期は刀子が

多く、後期は青苗遺跡山本台地墳墓で刀が出土しているが、鉄製品は全体的に少ない。装飾品は中期

では土製垂飾のみで、後期は玉類や銅製、錫製の環など種類、量共にやや多くなる。礫は配石と考え

られるものとして、中期では御幸町遺跡����、ウサクマイ�遺跡��－�、後期では札前遺跡第一地点の

ピット群と下田ノ沢遺跡第三トレンチ墓壙がある。

　チプニー�遺跡の��－�は、規模、形態、遺物の出土状況などは中～後期の他の検出例に類例を求

めることができる。特徴としては、中期～後期の土坑墓を通じてみても副葬品が多く、鉄製品がまと

まって出土した点が挙げられ、中でも�字形の鍬先の出土は大きな特徴といえる。� （広田）
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　千歳市教育委員会（１９７９）『千歳市における埋蔵文化財（上）』千歳市文化財調査報告書　Ⅴ
　千歳市教育委員会（１９８１）『末広遺跡における考古学的調査（上）』千歳市文化財調査報告書　Ⅶ
　千歳市教育委員会（１９８２）『末広遺跡における考古学的調査（下）』千歳市文化財調査報告書　Ⅷ
　千歳市教育委員会（１９８３）『メボシ川２遺跡における考古学的調査』千歳市文化財調査報告書　ⅠⅩ
　千歳市教育委員会（１９８４）『末広遺跡における考古学的調査（続）』千歳市文化財調査報告書　ⅩⅠ
　千歳市教育委員会（１９８６）『梅川３遺跡における考古学的調査』千歳市文化財調査報告書　ⅩⅡ
　千歳市教育委員会（１９９４）『丸子山遺跡における考古学的調査』千歳市文化財調査報告書　ⅩⅨ
　千歳市教育委員会（１９９６）『末広遺跡における考古学的調査　Ⅳ』千歳市文化財調査報告書　ⅩⅩⅠ
　千歳市教育委員会（２００２）『ユカンボシＣ２遺跡・オサツ２遺跡における考古学的調査』
　　　　　　　　　　　　　　千歳市文化財調査報告書　ⅩⅩⅦ
　千歳市教育委員会（２００２）『梅川４遺跡における考古学的調査』千歳市文化財調査報告書　ⅩⅩⅧ

その他の報告書・論文
　瀬川秀良（１９７４）『日本地形誌北海道地方』朝倉書店
　郷土と科学編集委員会編（１９８０）『北海道５万年史』郷土と科学編集委員会
　千歳市史編さん委員会編（１９８３）『増補千歳市史』
　地学団体研究会札幌支部編（１９８４）『札幌の自然を歩く〔第２版〕』
　恵庭市教育委員会（１９８８）『中島松６・７遺跡』
　松谷純一、上屋真一（１９９０）『中島松５遺跡Ｂ地点・中島松７遺跡Ｃ地点』恵庭市教育委員会
　北海道文化財保護協会（１９９６）『千歳市オサツ１６遺跡（２）』
　北海道文化財保護協会（１９９７）『千歳市オサツ１６遺跡（３）』
　恵庭市教育委員会（１９９９）『カリンバ４遺跡』
　兵藤千秋（１９９９）「道内発見の炭焼窯跡について」『苫小牧市埋蔵文化財調査センター所報１』
　　　　　　　　　　苫小牧市埋蔵文化財調査センター
　榊原政文（２００２）『データベース　アイヌ語地名３　石狩－Ⅱ』北海道出版企画センター
　平凡社地方資料センター編（２００３）『日本歴史地名大系第１巻　北海道の地名』平凡社

Ⅶ章１の引用参考文献（番号は遺跡番号に対応する。）
１　松崎水穂（１９８２年）「北海道洲崎館発見の中世遺物と頭骨」『考古学雑誌６７－２』
２　斎藤邦典ほか（２００１年）『町内遺跡発掘調査事業報告書Ⅳ』
　　上ノ国町教育委員会（１９８１～８５・１９８７～２００２年）『史跡上ノ国勝山館Ⅱ～Ⅳ・Ⅵ～ⅩⅩⅢ』
３　上ノ国町教育委員会（１９８７年）『上ノ国漁港遺跡』
４　上ノ国町教育委員会（１９９９年）『町内発掘調査事業概報Ⅱ』
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５　松前町教育委員会（１９７９年）『茂草Ｂ遺跡』
７　福島町教育委員会（１９７３年）『穏内館』
　　松下亘（１９８４年）「北海道出土の中国陶磁」『北海道の研究２』
８　藤本英夫（１９９１年）「茂別館」『日本城郭大系１』新人物往来社
９　松崎水穂（１９９１年）「北海道の城館」『中世の城と考古学』新人物往来社
　　森靖裕編（２００１年）『町内遺跡発掘調査事業報告書』上磯町教育委員会
１０　越田賢一郎（１９９７年）「北海道・東北北部　中世食器の地域性」『中世食文化の基礎研究』国立歴史民俗博物館
１１　函館市教育委員会（１９８６年）『史跡志苔館』
　　乙部町教育委員会（１９７７年）『元和』
１２　大沼忠晴編（１９７７年）『元和（続）』乙部町教育委員会
１３　松下亘（１９８４年）「北海道出土の中国陶磁」『北海道の研究２』
　　北海道開拓記念館（１９８０年）『熊野喜蔵氏資料目録・Ⅱ』北海道開拓記念館一括資料目録第１３集　
１４　吉岡康暢（１９８７年）「北海道の中世陶器」『北海道の研究２』精文堂
　　北海道開拓記念館（１９８０年）『熊野喜蔵氏資料目録・Ⅱ』北海道開拓記念館一括資料目録第１３集　　　　　
１５　森町教育委員会（１９８４年）『御幸町』
１６　伊達市教育委員会（１９８４年）『オヤコツ・ポンマ遺跡』
１７　余市町教育委員会（１９９０・１９９２年）『大川遺跡発掘調査概報』
　　余市町教育委員会（２００２年）『大川遺跡２０００・２００１年度』
　　余市町教育委員会（２００１年）『大川遺跡における考古学的調査Ⅳ』
１８　余市町教育委員会（１９９９年）『入舟遺跡における考古学的調査』
１９　松下亘（１９８４年）「北海道出土の中国陶磁」『北海道の研究２』
　　余市町教育委員会（１９９５年）『１９９４年度大川遺跡発掘調査概報』
２０　青木誠編（２００３年）『船浜遺跡Ⅲ』小樽市教育委員会
２１　北海道教育庁生涯学習部文化課（２００２年）『２００１年度（平成１３年度）市町村における発掘調査の概要』
２２　北海道埋蔵文化財センター（１９９８年）「美々８遺跡」『美沢川流域の遺跡群ⅩⅧ』

Ⅶ章２の引用参考文献（番号は遺跡番号に対応する。）
１　田村俊之編（１９８３年）『メボシ川２遺跡における考古学的調査』
　　千歳市教育委員会　千歳市文化財調査報告書Ⅸ
２　千葉英一ほか（１９９３年）『美沢川流域の遺跡群ⅩⅥ』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第８３集
３　千歳市教育委員会（１９７９年）『ウサクマイ遺跡群とその周辺における考古学的調査』千歳市文化財調査報告書Ⅳ
４　大谷敏三・田村俊之編（１９８２年）『末広遺跡における考古学的調査（下）』千歳市文化財調査報告書Ⅷ
　　千歳市教育委員会
５　石附喜三男編（１９７７年）『北海道千歳市ウサクマイ遺跡－Ｎ地点発掘報告書』ウサクマイ遺跡調査団
６　藤田登編（１９８５年）『御幸町』森町教育委員会
７　武田修編（１９９６年）『常呂川河口遺跡（１）』常呂町教育委員会
８　沢四郎編（１９７２年）『北海道厚岸町下田ノ沢遺跡』厚岸町下田ノ沢遺跡群調査会
９　椙田光明・椙田美枝子（１９８２年）『史跡　標津遺跡群　伊茶仁カリカリウス遺跡発掘報告書－昭和５６年度
　　標津遺跡群保存修理事業－』標津町教育委員会
１０　八幡一郎ほか（１９６６年）『北海道根室の先史遺跡』根室市教育委員会
１１　石附喜三男編（１９７３年）『北海道標津群標津町伊茶仁遺跡－Ｂ地点発掘報告書』標津町教育委員会
１２　久保泰ほか（１９８５年）『札前』松前町教育委員会
１３　東京大学文学部考古学研究室編（１９８５年）『栄浦第一遺跡』東京大学文学部
１４　西幸隆ほか（１９８９年）『釧路市材木町５遺跡調査報告書』釧路市教育委員会
１５　柳沼弥生ほか編（１９９６年）『笹浪屋敷遺跡』上ノ国町教育委員会
１６　皆川洋一編（１９９７年）『キウス５遺跡（３）』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第１１５集
　　高橋和樹ほか編（１９９８年）『キウス５遺跡（５）』（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書第１２５集
１７　佐藤忠雄編（１９７９年）『奥尻島青苗遺跡　図版編』奥尻町教育委員会
１８　北海道夕張高等学校郷土研究所編（１９６７年）『夕張川流域の先史遺跡』

Title:097-158_本文 Page:158 



―　���　―

　
04 年  3 月 30 日 火曜日

表１７　遺構一覧

方位深さ規模（長軸×短軸）検出層位時期位置遺構番号
�－６５°－�０�０２（０�２０）×０�２２Ⅲ層アイヌ文化期�－３９��－１
�－８１°－�０�０３０�４８×０�２４Ⅲ層縄文時代晩期～擦文文化期�－３６��－２
�－３４°－�―０�３３×０�２１Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－３
�－１８°－�―０�８７×０�４９Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－４
�－４°－�―０�５１×０�２４Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－５
�－７０°－�０�０３０�９３×０�５１Ⅲ層擦文～アイヌ文化期�－３４��－６
�－７６°－�―４�７４×０�７７Ⅲ層アイヌ文化期�－３３・３４��－３４��－７
�－６１°－�―０�５８×０�４１Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－８
�－２１°－�―０�４５×０�２３Ⅲ層アイヌ文化期�－３２��－９
�－４６°－�―０�６７×０�３７Ⅲ層アイヌ文化期�－３２��－１０
�－８４°－�―０�５１×０�１３Ⅲ層アイヌ文化期�－３２��－１１
�－８２°－�―０�２９×０�１６Ⅲ層アイヌ文化期�－３２��－１２
�－１０°－�―０�５０×０�３６Ⅲ層アイヌ文化期�－３６・３７��－１３
�－４０°－�―０�５３×０�４０Ⅲ層アイヌ文化期�－３７��－１４
�－６１°－�０�０２０�２６×０�１６Ⅲ層アイヌ文化期�－３６��－１５
�－４°－�０�０４０�３７×０�３Ⅲ層アイヌ文化期�－３６��－１６
�－１７°－�０�０３０�２０×０�０８Ⅲ層擦文～アイヌ文化期�－３４��－１７
�－７５°－�―０�３１×０�１９Ⅲ層アイヌ文化期�－３４��－１８
�－７３°－�―０�１１×０�０９Ⅲ層アイヌ文化期�－３４��－１９
�－２２°－�―０�２５×０�０９Ⅲ層アイヌ文化期�－３４��－２０
�－６３°－�―０�０４×０�０３Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－２１
�－４３°－�―０�１１×０�０９Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－２２
�－１９°－�―０�０９×０�０６Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－２３
�－８９°－�―０�３５×０�１９Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－２４
�－３７°－�―０�３４×０�０８Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－２５
�－３５°－�―０�１３×０�１０Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－２６
�－５４°－�―０�１９×０�１１Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－２７
�－７３°－�―０�０６×０�０５Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－２８
�－８０°－�―０�１４×０�０７Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－２９
�－３°－�―０�２５×０�１４Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－３０
�－７８°－�―０�６７×０�２４Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－３１
�－８８°－�―０�１３×０�０７Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－３２
�－８５°－�―０�１２×０�０６Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－３３
�－５°－�―０�８２×０�５５Ⅲ層アイヌ文化期�－３３・３４��－３４
�－２６°－�―０�５５×０�３２Ⅲ層アイヌ文化期�－３３・３４��－３５
�－６５°－�―０�１０×０�０４Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－３６
�－７４°－�―０�０８×０�０７Ⅲ層アイヌ文化期�－３３��－３７

焼土（Ⅲ層）

方位深さ規模（長軸×短軸）検出層位時期位置遺構番号
�－４０°－�０�０５０�１４×０�１２Ⅲ層近現代�－３６���－１
�－３８°－�０�２６０�１０×０�１０Ⅲ層アイヌ文化期�－３６���－２
�－３５°－�０�０５０�１８×０�１６Ⅲ層近現代�－３４���－３

柱穴状ピット（Ⅲ層）

方位深さ規模（長軸×短軸）検出層位時期位置遺構番号
�－１８°－�０�４０（２�０８）×０�７４Ⅲ層擦文文化期�・�－４１��－１

土坑（Ⅲ層）

住居跡（Ⅲ層）
深さ検出層位時期位置遺構番号
―Ⅲ層アイヌ文化期�・�・�－３７・３８��－１
―Ⅲ層アイヌ文化期�・�・�－３６・３７��－２
―Ⅲ層アイヌ文化期�・�－３４・３５��－３
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方位深さ規模（長軸×短軸）検出層位時期位置遺構番号
�－４８°－�０�０７０�３６×０�２９Ⅲ層アイヌ文化期�－３８��－１

灰集中（Ⅲ層）

方位深さ規模（長軸×短軸）検出層位時期位置遺構番号
�－５°－�―１�３２×１�１２Ⅲ層アイヌ文化期�－３５��－１

礫集中（Ⅲ層）

床面積（㎡）床面（長軸×短軸）方位深さ規模（長軸×短軸）検出層位時期位置遺構番号
（２５�８２）６�４６×５�００�－３°－�０�２８６�８０×５�３２Ⅴ層縄文時代中期後半�・�・�－４０～４２��－１
（１２�３５）４�９８×３�３４�－３０°－�０�４１５�２０×３�８０Ⅴ層縄文時代中期後半�・�－３６～３８��－２
５�９６２�９５×２�６７�－１２°－�０�３７３�２６×３�０４Ⅴ層縄文時代中期後半�・�－３７・３８��－３
７�５６３�４４×２�８０�－３８°－�０�３５３�６６×３�１６Ⅴ層縄文時代中期後半�・�－３８・３９��－４
２５�６０６�４０×４�７８�－２９°－�０�４０６�７０×５�００Ⅴ層縄文時代中期後半�・�－３７・３８��－５
３�１１２�１０×１�８０�－７°－�０�３８２�５６×２�２６Ⅴ層縄文時代中期後半�－４２・４３��－６

住居跡（Ⅴ層）

壙底（長軸×短軸）方位深さ規模（長軸×短軸）検出層位時期位置遺構番号
０�６８×０�４８�－６°－�０�３２１�０２×０�９６Ⅴ層縄文時代中期後半�－３９��－１
０�２２×０�２４�－５１°－�０�１８０�５８×０�５６Ⅴ層縄文時代�－４３��－２
０�８８×０�８４�－１０°－�０�３５１�４６×１�３２Ⅴ層縄文時代中期後半�－３８・３９��－３
（２�３２）×１�４２�－４°－�０�３６（２�７２）×１�６６Ⅴ層縄文時代中期後半�－３５��－４
１�８２×１�２０�－１８°－�０�１３２�００×１�４０Ⅴ層縄文時代中期後半�－３４��－５
０�１８×２�１４�－３２°－�１�２３２�６８×０�７０Ⅴ層縄文時代�－３５��－１
２�３４×０�１８�－１０°－�１�１７２�９８×０�９０Ⅴ層縄文時代�－３４・３５��－２

土坑・Ｔピット（Ⅴ層）

壙底（長軸×短軸）方位深さ規模（長軸×短軸）検出層位時期位置遺構番号
０�０６×０�１０�－１７°－�０�１６０�２６×０�２２Ⅴ層縄文時代中期後半�－３４���－１

柱穴状ピット（Ⅴ層）

方位深さ規模（長軸×短軸）検出層位時期位置遺構番号
�－８７°－�―０�４５×０�３０Ⅴ層縄文時代�－４１��－４
�－７５°－�―１�８２×１�２６Ⅴ層縄文時代�－４１��－５
�－４８°－�０�０８０�３５×０�２３Ⅴ層縄文時代�－３９��－６
�－７°－�０�０６０�２０×０�１６Ⅴ層縄文時代中期後半�－４２��－７
�－６５°－�０�０３０�３４×０�１８Ⅴ層縄文時代中期後半�・�－４２��－８
�－６５°－�０�０６０�２８×０�２４Ⅴ層縄文時代中期後半�－４２��－９
�－５°－�―０�７９×０�２８Ⅴ層縄文時代�－４１��－１０
�－８９°－�―０�５０×０�２１Ⅴ層縄文時代中期後半�－４２��－１１
�－４８°－�０�０６０�２２×０�１９Ⅴ層縄文時代中期後半�－４２��－１２
�－４２°－�―１�０２×０�４２Ⅴ層縄文時代�－４２��－１３
�－６８°－�―０�６１×０�２９Ⅴ層縄文時代�－４２��－１４
�－６２°－�―１�９８×０�７１Ⅴ層縄文時代�－４２・４３��－１５
�－３５°－�―０�３３×０�２０Ⅴ層縄文時代�－４３��－１６
�－１７°－�０�０９１�３３×０�７５Ⅴ層縄文時代�－４０��－１７
�－８６°－�―０�５２×０�３６Ⅴ層縄文時代�－４０��－１８
�－８３°－�０�０４０�５９×０�３７Ⅴ層縄文時代�－４０��－１９
�－７０°－�０�１３０�８０×０�５９Ⅴ層縄文時代�－４０��－２０
�－５４°－�０�０３０�２０×０�１４Ⅴ層縄文時代�－４０��－２１
�－６４°－�０�０４０�１３×０�１２Ⅴ層縄文時代�－４０��－２２
�－７０°－�０�０２０�２４×０�１７Ⅴ層縄文時代�－４０��－２３
�－７０°－�―０�３２×０�２９Ⅴ層縄文時代�－４０��－２４
�－２１°－�０�０４０�２４×０�１６Ⅴ層縄文時代�－４０��－２５
�－７５°－�―０�２２×０�１８Ⅴ層縄文時代�－４０��－２６
�－３４°－�０�０５０�３５×０�１５Ⅴ層縄文時代�－４０��－２７
�－３３°－�０�０６０�７２×０�１９Ⅴ層縄文時代中期後半�－４０��－２８
�－１６°－�０�０６０�３１×０�１９Ⅴ層縄文時代中期後半�－４０��－２９
�－７３°－�０�０４０�２３×０�１６Ⅴ層縄文時代中期後半�－４０・４１��－３０
�－６１°－�０�０９０�７０×０�５５Ⅴ層縄文時代中期後半�－４０��－３１

焼土（Ⅴ層）
方位深さ規模（長軸×短軸）検出層位時期位置遺構番号

�－７５°－�―０�２０×０�１６Ⅴ層縄文時代中期後半�－４１��－３２
�－８°－�０�０５０�２８×０�２５Ⅴ層縄文時代中期後半�－４１��－３３
�－４５°－�０�０４０�３０×０�２２Ⅴ層縄文時代中期後半�－４１��－３４
�－１０°－�―０�３８×０�２１Ⅴ層縄文時代中期後半�－４１��－３５
�－６４°－�０�０６０�２１×０�１０Ⅴ層縄文時代�－３９��－３６
�－４２°－�０�０２０�１６×０�１４Ⅴ層縄文時代�－３８��－３７
�－８２°－�０�０４０�２３×０�１８Ⅴ層縄文時代中期後半�・�－４０��－３８
�－７５°－�０�０３０�２８×０�１１Ⅴ層縄文時代中期後半�－４０��－３９
�－４６°－�０�０４０�２９×０�１９Ⅴ層縄文時代中期後半�－４０��－４０
�－４４°－�０�０６０�２５×０�１３Ⅴ層縄文時代中期後半�－４０��－４１
�－５°－�０�０２０�２３×０�２２Ⅴ層縄文時代中期後半�－４０��－４２
�－７２°－�０�０３０�１８×０�１７Ⅴ層縄文時代中期後半�－４０��－４３
�－２９°－�０�１４０�７７×０�６５Ⅴ層縄文時代�－４１��－４４
�－２８°－�―０�６１×０�３４Ⅴ層縄文時代中期後半�－４１��－４５
�－８８°－�０�０３０�１７×０�１２Ⅴ層縄文時代�－４１��－４６
�－７９°－�０�０３０�５４×０�３５Ⅴ層縄文時代中期後半�－３８��－４７
�－４８°－�０�０４０�３３×０�２２Ⅴ層縄文時代�－３９��－４８
�－６７°－�０�０８０�４２×０�２２Ⅴ層縄文時代�－４３��－４９
�－２３°－�０�０５０�１７×０�１４Ⅴ層縄文時代�－３７��－５０
�－９°－�―０�４３×０�１９Ⅴ層縄文時代�－４２��－５１
�－８０°－�０�０４０�４４×０�２７Ⅴ層縄文時代�－４２��－５２
�－３０°－�０�０５０�３５×０�２９Ⅴ層縄文時代�－４３��－５３
�－２５°－�―０�０９×０�０８Ⅴ層縄文時代�－４１��－５４
�－３８°－�―２�３１×０�９８Ⅴ層縄文時代�－４０・４１��－５５
�－２４°－�０�０７０�６７×０�６２Ⅴ層縄文時代�・�－４０・４１��－５６
�－４０°－�０�０４０�２０×０�１８Ⅴ層縄文時代中期後半�－４２��－５７
�－５０°－�０�１３０�７２×０�５９Ⅴ層縄文時代�－３９��－５８
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表１８　遺構出土遺物一覧
合計点数分　　類層位グリッド名
９６ＵＨ－１

４３Ⅶ群土器Ⅲ
１１Ⅷ群土器
３フレイク
１８棒状礫
１７礫
１鉄（円盤状）
１鉄斧
２銅製品

６６ＵＨ－２
６１３フレイクⅢ

３６礫
２２棒状礫

５４Ⅲ群ｂ類土器覆土
１フレイク

１４ＵＨ－３
１３棒状礫Ⅲ
１鉄鍋

５１４ＵＰ－１
２０５鉄（板状）Ⅲ

６刀子
８鉄鍬先
１鉄製品

４３３４２６Ⅶ群土器覆土　上面
１鉄（板状）
２鉄（円盤状）
１針
３鉄製品

６０５６Ⅶ群土器覆土１
４刀子

１１Ⅲ群ｂ類土器覆土４
３６９４礫ⅢＵＳ－１
４３礫ⅢＵＦ－１
２礫ⅢＵＦ－７
２焼礫片ⅢＵＦ－１６

５７５ＬＨ－１
１１Ⅲ群ｂ類土器覆土
２７３２７Ⅲ群ｂ類土器覆土１

２２２Ⅳ群ａ類土器
１Ⅴ群ｃ類土器
２石鏃
１ドリル
１３フレイク
５石斧
１焼礫片
１礫

１９９１４０Ⅲ群ｂ類土器覆土２
７石鏃
２Ｒフレイク
１Ｕフレイク
３１フレイク
７石斧
２焼礫片
９礫

９１７２Ⅲ群ｂ類土器床面
２Ｒフレイク
１０フレイク
４石斧
３礫

８７Ⅲ群ｂ類土器焼土
１フレイク

３２Ⅲ群ｂ類土器撹乱
１礫

９４９ＬＨ－２
１１Ｒフレイク覆土

合計点数分　　類層位グリッド名
６３６８５Ⅲ群ｂ類土器覆土１

３７５Ⅳ群ａ類土器
２石鏃
１スクレイパー
２Ｒフレイク
６Ｕフレイク
１６５フレイク
３２石斧

１１８５３Ⅲ群ｂ類土器覆土２
３石鏃
１スクレイパー
１Ｒフレイク
１Ｕフレイク
４３フレイク
１３石斧
３礫

９５２５Ⅲ群ｂ類土器床面
１石鏃
１Ｒフレイク
１Ｕフレイク
４９フレイク
１５石斧
３礫

９９７Ⅲ群ｂ類土器焼土
９２フレイク

７ＬＨ－３
２２礫覆土
５４Ⅲ群ｂ類土器覆土１

１Ⅴ群ｃ類土器
７０ＬＨ－４
２５２３Ⅲ群ｂ類土器覆土

１フレイク
１礫

４５４５Ⅲ群ｂ類土器覆土２
７フレイク
１石斧
３礫

９６Ⅲ群ｂ類土器覆土３
２フレイク
１礫

３２フレイク覆土６
１石核

７５Ⅲ群ｂ類土器床面
２フレイク

９９フレイク焼土
３３７ＬＨ－５
１３４１００Ⅲ群ｂ類土器覆土１

１石鏃
１エンドスクレイパー
１スクレイパー
３Ｒフレイク
１７フレイク
１原石
５石斧
５礫

１５４１０４Ⅲ群ｂ類土器覆土２
１石槍
１両面調整石器
３スクレイパー
２Ｕフレイク
２７フレイク
９石斧
１たたき石
５棒状礫
１礫

合計点数分　　類層位グリッド名
４９３１Ⅲ群ｂ類土器床面

１スクレイパー
１Ｒフレイク
２Ｕフレイク
９フレイク
１石核
２石斧
１たたき石
１棒状礫

８８ＬＨ－６
８７Ⅲ群ｂ類土器覆土１

１玉
４３３６Ⅲ群ｂ類土器覆土２

２フレイク
１石斧
４礫

１８１８Ⅲ群ｂ類土器床面
１９１８Ⅲ群ｂ類土器焼土

１フレイク
１０ＬＰ－３

６Ⅲ群ｂ類土器覆土
２フレイク
１石斧
１礫

４６ＬＰ－５
４６Ⅲ群ｂ類土器覆土１

７ＴＰ－２
６Ⅲ群ｂ類土器覆土１
１石斧

１０ＬＦ－５
９Ⅲ群ｂ類土器Ⅴ
１石斧

２ＬＦ－９
１Ⅲ群ｂ類土器Ⅴ
１礫

１ＬＦ－１２
１焼礫片Ⅴ

１ＬＦ－２０
１フレイクⅤ

３ＬＦ－３１
１Ⅲ群ｂ類土器Ⅴ
２礫

２８ＬＦ－４３
２６Ⅲ群ｂ類土器Ⅴ
１Ｒフレイク
１Ｕフレイク

３ＬＦ－４７
３Ⅲ群ｂ類土器Ⅴ

１０ＬＦ－４８
４Ⅰ群ｂ類土器Ⅴ
６Ⅲ群ｂ類土器

１ＬＦ－５１
１Ⅲ群ｂ類土器Ⅴ

３ＬＦ－５２
３Ⅲ群ｂ類土器Ⅴ

２９ＬＦ－５５
２０Ⅲ群ｂ類土器Ⅴ
１スクレイパー
６フレイク
１石斧
１礫

６ＬＦ－５８
６Ⅰ群ｂ類土器焼土
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表１９　遺構出土復元土器一覧

その他焼成胎　土
法量（㎝）

未接合
破片数

接　合
破片数部位未接合破片

出 土 位 置層位（点数）出土位置
（層位）

図版
番号

掲載
番号挿図番号

器高底径口径

良砂礫含む２４�２８�２２１�２３０７１口縁部
～底部

ＵＰ－１
（覆土上面・３０）

覆土上面（７０）ＵＰ－１
３３１図Ⅲ－１３

Ⅲ（１）Ｓ－４０
内　　　　面外　　　　　　面

部位時期
その他調　　　整その他調　　　整文　　　様

横ミガキ口唇部

擦　文
文化期

やや磨耗横ミガキ（稜やや不明瞭）やや磨耗横ミガキ口縁部
やや磨耗粗い横ミガキ（稜やや不明瞭）やや磨耗縦・斜位のミガキ（稜やや不明瞭）胴上半部

やや磨耗縦・斜位のミガキ（稜やや不明瞭）胴下半部
やや磨耗横ケズリ底部

やや磨耗縦ミガキ（稜やや不明瞭、丁寧）やや磨耗ナデ底面

その他焼成胎　土
法量（㎝）

未接合
破片数

接　合
破片数部位未接合破片

出 土 位 置層位（点数）出土位置
（層位）

図版
番号

掲載
番号挿図番号

器高底径口径

補修孔
有　り

やや
不良

砂礫やや
多く含む７�７１９�５２０�５１８４８３口縁部

～底部
ＵＰ－１

（覆土上面・１８４）覆土上面（８３）ＵＰ－１３３２図Ⅲ－１３

内　　　　面外　　　　　　面
部位時期

その他調　　　整その他調　　　整文　　　様
全体的に剥がれ面取り横位刻み１段口唇部

擦　文
文化期

横ハケ→横ミガキ（稜やや不明瞭）横ナデ横走沈線→鋸歯状沈線組合せ口縁部
横ハケ→横ミガキ（稜やや不明瞭）横ナデ横位の隆帯１段（刻みあり）胴上半部

横ハケ→横ミガキ（稜やや不明瞭）ハケ→縦ミガキ（稜やや不明瞭）横走沈線→鋸歯状沈線組合せ
鋸歯状沈線組合せ２段胴下半部

横ナデ横ナデ底部
横ナデケズリ底面

その他焼成胎　土
法量（㎝）

未接合
破片数

接　合
破片数部位未接合破片

出 土 位 置層位（点数）出土遺構
（層位・点数）

図版
番号

掲載
番号挿図番号

器高底径口径

良砂礫含む６�３６�０１３�７２２４口縁部
～底部

ＵＰ－１
（覆土１・２）

覆土上面（６）
ＵＰ－１３３４図Ⅲ－１３

覆土１層（１８）
内　　　　面外　　　　　　面

部位時期
その他調　　　整その他調　　　整文　　　様

横ミガキ口唇部
擦　文
文化期 横ミガキ→斜位ミガキ横・斜位のハケ→横・斜位のミガキ口縁部

横ミガキ→斜位ミガキ横・斜位のハケ→横・斜位のミガキ胴部

その他焼成胎　土
法量（㎝）

未接合
破片数

接　合
破片数部位未接合破片

出 土 位 置層位（点数）出土位置
（層位）

図版
番号

掲載
番号挿図番号

器高底径口径

やや
不良

砂礫やや
多く含む４６�０９�４３０�０２２５９７口縁部

～底部
��－２（覆土１・
２２４、床面・１）

覆土１（８８）
ＬＨ－２３９１図Ⅳ－９ 覆土２（１）

床面（８）　
内　　　　面外　　　　　　面

部位時期
その他文様・調整その他文様・調整

全体的に磨耗全体的に磨耗口唇部
縄文時代
中期後葉

ナデＲＬ斜縄文、ＬＲ斜縄文の交互施文口縁部
ナデ横位と縦位の隆帯→縄の押圧胴部
ナデ底部

その他焼成胎　土
法量（㎝）

未接合
破片数

接　合
破片数部位未接合破片

出 土 位 置層位（点数）出土遺構
（層位・点数）

図版
番号

掲載
番号挿図番号

器高底径口径

良砂礫やや
含む（７�６）―１２�１２４口縁部

～胴部
覆土上面（１３）

ＵＰ－１３３３図Ⅲ－１３
覆土１層（１１）

内　　　　面外　　　　　　面
部位時期

その他調　　　整その他調　　　整文　　　様
全体的にやや磨耗全体的に磨耗横ナデ口唇部

擦　文
文化期 横ミガキ（丁寧）横ナデ口縁部

横ミガキ（丁寧）縦ハケ胴部

その他焼成胎　土
法量（㎝）

未接合
破片数

接　合
破片数部位未接合破片

出 土 位 置層位（点数）出土位置
（層位）

図版
番号

掲載
番号挿図番号

器高底径口径

（５�２）―１４２１０口縁部
～胴部

ＵＨ－１
（Ⅲ・２）

Ⅲ（９）ＵＨ－１
３３１図Ⅲ－３

（１）表採
内　　　　面外　　　　　　面

部位時期
その他調　　　整その他調　　　整文　　　様

蓮弁文（片切り彫り）胴部アイヌ
文化期
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その他焼成胎　土
法量（㎝）未接合

破片数
接　合
破片数部位未接合破片

出 土 位 置層位（点数）出土位置
（層位）

図版
番号

掲載
番号挿図番号 器高底径口径

外面煤
付着　良

繊維・砂
礫やや多
く含む　

（２２�７）―２７�９１５１７口縁部
～底部

ＬＨ－５（覆土１・２）覆土１（８）ＬＨ－５
４１１図Ⅳ－１７ ＬＨ－５（覆土２・２）覆土２（２）

Ｎ－３６（Ⅴ・２）Ⅴ（７）　　Ｎ－３７ Ｎ－３７（Ⅴ・９）
内　　　　面外　　　　　　面部位時期 その他文様・調整その他文様・調整

口唇部
縄文時代
中期後葉

ＬＲ斜縄文
ナデ

横位の肥厚帯→横位の押引文２段
横位の円形刺突列口縁部

ＬＲ・ＲＬ羽状縄文胴部

その他焼成胎　土
法量（㎝）未接合

破片数
接　合
破片数部位未接合破片

出土位置層位（点数）出土位置
（層位）

図版
番号

掲載
番号挿図番号 器高底径口径

良
繊維含む。
砂礫少量
含む

（２３�２）―２８�０１８１８口縁部
～底部

ＬＦ－４３（Ⅴ・１４）Ⅴ（１３）　ＬＦ－４３

４２２図Ⅳ－３２ ＬＨ－５（覆土２・１）Ⅴ（４）　
Ｎ－４０ Ｓ－４２（Ⅴ・１）撹乱（１） Ｔ－３９（Ⅲ・１、Ⅴ・１）

内　　　　面外　　　　　　面部位時期 その他文様・調整その他文様・調整
全体的に剥がれ有り口唇部

縄文時代
中期後葉 横ナデ横位の肥厚帯→横位の押引文２段

横位の円形刺突列口縁部

横・斜位のナデＬＲ・ＲＬ羽状縄文胴部

その他焼成胎　土
法量（㎝）未接合

破片数
接　合
破片数部位未接合破片

出 土 位 置層位（点数）出土位置
（層位）

図版
番号

掲載
番号挿図番号 器高底径口径

良砂礫少量
含む５�２８�０２１�２５５口縁部

～底部

Ｎ－３６（Ⅲ・３）Ⅲ－１（３）
Ｔ－３５４６３図Ⅴ－２ Ｔ－３５（Ⅲ・２）Ⅲ（２）　　

内　　　　面外　　　　　　面部位時期 その他調　　　整その他調　　　整文　　　様
ミガキ口唇部

擦　文
文化期

横ミガキ横ミガキ口縁部
横ミガキ斜位ミガキ→横ミガキ体部
縦ミガキミガキ底部

その他焼成胎　土
法量（㎝）未接合

破片数
接　合
破片数部位未接合破片

出 土 位 置層位（点数）出土位置
（層位）

図版
番号

掲載
番号挿図番号 器高底径口径

良砂礫少量
含む（２６�２）―２６�５４７２１２７口縁部

～底部

ＵＨ－１（Ⅲ・１７）Ⅲ（１７）　　　Ｐ－３６

４６２図Ⅴ－１

Ｏ－３３（Ⅲ・３）Ⅲ（９３）　　　Ｐ－３７ Ｐ－３６（Ⅲ・９６）Ⅴ（１）　　　
Ｑ－３６（Ⅲ・８）Ⅲ（１）　　　Ｌ－３８
Ｑ－３７（Ⅲ・１）Ⅲ（１）　　　Ｎ－３４
Ｒ－３５（Ⅲ・２）Ⅲ（４）　　　Ｏ－３３
Ｐ－３７（Ⅲ・３４５）Ⅲ（１）　　　Ｏ－３６

Ⅲ（６）　　　ＵＨ－１
覆土上面（３）ＵＰ－１

内　　　　面外　　　　　　面部位時期 その他調　　　整その他調　　　整文　　　様
ミガキ口唇部

擦　文
文化期

横ナデ→横ミガキ横ナデ→横ミガキ口縁部
横ミガキ斜位ミガキ→横ミガキ胴部
縦ミガキナデ→斜位・縦位のハケ底部

ミガキ底面

その他焼成胎　土
法量（㎝）未接合

破片数
接　合
破片数部位未接合破片

出 土 位 置層位（点数）出土位置
（層位）

図版
番号

掲載
番号挿図番号 器高底径口径

良砂礫少量
含む（１６�１）―１９�６１２８口縁部

～底部
ＬＰ－５

（覆土１・１）覆土１（２８）ＬＰ－５４２１図Ⅳ－２３

内　　　　面外　　　　　　面部位時期 その他文様・調整その他文様・調整
口唇部

縄文時代
中期後葉 横ナデＬＲ斜縄文→縦（２本１組）・横の沈線、横位の隆帯口縁部

横・縦位のナデ→沈線沿いに横位の刺突列胴部

その他焼成胎　土
法量（㎝）未接合

破片数
接　合
破片数部位未接合破片

出 土 位 置層位（点数）出土区
（層位）

図版
番号

掲載
番号挿図番号 器高底径口径

良砂礫多く
含む２６�５７�５２１�５２７９１０２口縁部

～胴部

Ｎ－３６（Ⅲ・２６４）Ⅲ（７７）Ｎ－３６
４６１図Ⅴ－１ Ｏ－３６（Ⅲ・１４）Ⅲ（２３）Ｏ－３６

Ｐ－３６（Ⅲ・１）Ⅲ（２）Ｐ－３７
内　　　　面外　　　　　　面部位時期 その他調　　　整その他調　　　整文　　　様

全体的に剥がれ全体的に剥がれ面取り口唇部

擦　文
文化期

横ナデ横ナデ横走沈線２本口縁部
横ナデナデ→横・斜位のハケ横走沈線２本胴上半部
横ナデ→部分的に横ミガキナデ→縦ハケ胴下半部
横ナデ→部分的に横ミガキナデ→横ハケ底部
ナデナデ→ハケ底面

表２０　包含層出土復元土器一覧
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表21　遺構出土掲載拓本土器一覧
型　式時　期その他焼成胎　　土文　　様部　　位分類点数層位遺構・出土区掲載№挿図№

擦文時代良砂粒含む肩部�
１ⅢＵＨ－１

２Ⅲ－３
１ⅢＮ－３５

擦文時代良砂粒含む口縁～胴部�３覆土上面ＵＰ－１５Ⅲ－１３

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む口唇部：押引文　口縁部：横位の
押引文２段口縁部ⅢＢ２覆土２層ＬＨ－１１Ⅳ－４

北筒式縄文時代中期後半良繊維含む、砂粒多く
含む横位の押引文２段口縁部ⅢＢ

１覆土２層
ＬＨ－１２Ⅳ－４

２床面
北筒式縄文時代中期後半表：押引文２段　裏：ＬＲ斜縄文口縁部ⅢＢ１覆土１層ＬＨ－１３Ⅳ－４

北筒式縄文時代中期後半磨耗良繊維・砂粒含む横位の押引文２段　ＲＬ・ＬＲ羽
状縄文、円形刺突口縁部ⅢＢ

１覆土２層ＬＨ－１
４Ⅳ－４

１ⅤＳ－４１

北筒式縄文時代中期後半やや磨耗良繊維・砂粒含む横位の押引文２段　ＲＬ・ＬＲ羽
状縄文、円形刺突口縁部ⅢＢ３覆土２層ＬＨ－１５Ⅳ－４

北筒式縄文時代中期後半磨耗不良繊維・砂粒含むＬＲ斜縄文　円形刺突口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－１６Ⅳ－４
北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含むＲＬ斜縄文　円形刺突胴部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－１７Ⅳ－４

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む口唇部：刺突列　口縁部：ＲＬ斜
縄文、円形刺突　口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－１８Ⅳ－４

北筒式縄文時代中期後半良繊維含む、砂粒少量
含む横位の肥厚帯、ＲＬ斜縄文口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－１９Ⅳ－４

煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒含む貼付帯、ＬＲ斜縄文口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－１１０Ⅳ－４
煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒含む貼付帯、ＬＲ斜縄文口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－１１１Ⅳ－４
煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒含む貼付帯、ＬＲ斜縄文口縁部ⅣＡ１覆土１層ＬＨ－１１２Ⅳ－４
煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒含む貼付帯、ＬＲ斜縄文口縁部ⅣＡ１覆土１層ＬＨ－１１３Ⅳ－４
煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒含む貼付帯、ＬＲ斜縄文口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－１１４Ⅳ－４
煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒含む貼付帯、ＬＲ斜縄文口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－１１５Ⅳ－４

煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒含むＲＬ・ＬＲ斜縄文口縁部ⅢＢ
６覆土１層

ＬＨ－１１６Ⅳ－４ １覆土２層
１床面

煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒含むＲＬ・ＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ４覆土１層ＬＨ－１１７Ⅳ－４
煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒含むＬＲ斜縄文　口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－１１８Ⅳ－４
煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒含むＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ４床面ＬＨ－１１９Ⅳ－４
余市式縄文時代中期後半良砂粒含むＬＲ・ＲＬ斜縄文胴部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－１２０Ⅳ－４

外面：ＲＬ斜縄文　内面：ＲＬ斜
縄文胴部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－１２１Ⅳ－４

北筒式縄文時代中期後半良砂粒含む肥厚帯、横位の押引文口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－２２Ⅳ－９

北筒式縄文時代中期後半良砂粒含む刺突口縁部ⅢＢ
１覆土１層

ＬＨ－２３Ⅳ－９
１覆土２層

北筒式縄文時代中期後半良砂粒含む貼付帯（押引文）　ＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ１覆土１層ＬＨ－２４Ⅳ－９

北筒式縄文時代中期後半良砂粒含むＲＬ斜縄文胴部ⅢＢ
１覆土２層ＬＨ－２

５Ⅳ－９
１Ⅴ層Ｍ－３７

北筒式縄文時代中期後半やや磨耗良繊維・砂粒含むＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ
１覆土２層ＬＨ－２

６Ⅳ－９
１Ⅴ層Ｔ－３７

煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒含むＬＲ・ＲＬ斜縄文口縁部ⅢＢ１覆土１層ＬＨ－２７Ⅳ－９
北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含むＲＬ斜縄文胴部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－２８Ⅳ－９

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の刺突列２段）、円
形刺突口縁部ⅢＢ２覆土２層ＬＨ－４１Ⅳ－１４

北筒式縄文時代中期後半やや不良繊維含む、砂粒多く
含む

横位の押引文、ＬＲ斜縄文、円形
刺突口縁部ⅢＢ２覆土２層ＬＨ－４２Ⅳ－１４

北筒式縄文時代中期後半良繊維少量含む、砂礫
含む

口唇部：横位の押引文　口縁部：
ＬＲ斜縄文　　内面：ＬＲ斜縄文口縁部ⅢＢ３覆土２層ＬＨ－４３Ⅳ－１４

北筒式縄文時代中期後半やや磨耗やや不良繊維含む、砂粒多く
含むＬＲＬ斜縄文胴部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－４４Ⅳ－１４

北筒式
縄文時代中期後半やや磨耗やや不良繊維含む、砂粒多く

含むＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ１床面ＬＨ－４５Ⅳ－１４

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含むＬＲ・ＲＬ斜縄文胴部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－４６Ⅳ－１４

北筒式縄文時代中期後半良繊維含む、砂礫含むＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ
２覆土２層

ＬＨ－４７Ⅳ－１４
１覆土３層

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む口唇部：押引文　口縁部：肥厚帯
（横位の押引文２段）、円形刺突口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－５２Ⅳ－１７

北筒式縄文時代中期後半やや磨耗やや不良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－５３Ⅳ－１７

北筒式縄文時代中期後半外面炭化物
付着有り良繊維含む、砂粒多く

含む
肥厚帯（横位の押引文３段）、円
形刺突口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－５４Ⅳ－１７

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含むＲ斜縄文、横位の円形刺突口縁部ⅢＢ１床面ＬＨ－５５Ⅳ－１７

北筒式縄文時代中期後半良繊維含む、砂粒多く
含むＬＲ斜縄文、円形刺突胴部ⅢＢ１覆土１層ＬＨ－５６Ⅳ－１７

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含むＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ

１覆土１層
ＬＨ－５

７Ⅳ－１７
１覆土２層
１Ⅴ層Ｐ－３８
１Ⅴ層Ｑ－３７
１Ⅴ層Ｑ－３８

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含むＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ
１覆土１層ＬＨ－５

８Ⅳ－１７
１Ⅴ層Ｐ－３８

北筒式縄文時代中期後半１０～１２と 同
一個体良繊維・砂粒含む表：ＬＲ・ＲＬ斜縄文　裏：ＲＬ

斜縄文胴部ⅢＢ１覆土１層ＬＨ－５９Ⅳ－１７

北筒式縄文時代中期後半９・１１・１２
と同一個体良繊維・砂粒含む表：ＬＲ斜縄文　裏：ＲＬ斜縄文

胴部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－５１０Ⅳ－１７

北筒式縄文時代中期後半９・１０・１２
と同一個体良繊維・砂粒含む表：ＬＲ斜縄文　裏：ＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－５１１Ⅳ－１７

北筒式縄文時代中期後半９～１１と同
一個体良繊維・砂粒含む裏：ＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－５１２Ⅳ－１７

煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒多く含む隆帯、ＲＬ斜縄文口縁部ⅢＢ２覆土１層ＬＨ－５１３Ⅳ－１７

北筒式縄文時代中期後半外面炭化物
付着有り良繊維・砂粒含む

口縁：横位の刺突列２段、円形刺
突列、胴上半：横位の刺突列２
段、地文ＲＬ・ＬＲ斜縄文

口縁～胴部ⅢＢ
１覆土２層

ＬＨ－６１Ⅳ－２１
８床面

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯、横位の押引文口縁部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－６２Ⅳ－２１
北筒式縄文時代中期後半繊維・砂礫含むＲＬ斜縄文胴部ⅢＢ１床面ＬＨ－６３Ⅳ－２１

北筒式縄文時代中期後半やや不良繊維含む、砂粒多く
含むＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ１覆土２層ＬＨ－６４Ⅳ－２１

北筒式縄文時代中期後半やや不良繊維・砂粒含むＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ１覆土ＬＰ－３１Ⅳ－２２

北筒式縄文時代中期後半やや不良繊維・砂粒含む底部ⅢＢ
１覆土ＬＰ－３

２Ⅳ－２２
２Ⅴ層Ｍ－３９

柏木川式縄文時代中期後半良砂礫含む棒状突起（刻み有り）、地文ＲＬ
斜縄文口縁部ⅢＢ１３覆土１層ＬＰ－５２Ⅳ－２３
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表２２　包含層出土掲載拓本土器一覧
型　式時　期その他焼成胎　土文 様 ・ 調 整部位分類点数層位出土区掲載№挿図№

擦文時代良砂粒含む
外面：横・斜位のハケ　口縁端部
横ミガキ　内面：口縁横ミガキ、
体部縦ミガキ

口縁Ⅶ４ⅢＰ－４１４Ⅴ－２

擦文時代良砂粒多く含む外面：ナデ→横ハケ、横ケズリ
内面：ナデ→横ケズリ底部Ⅶ１ⅢＱ－４０５Ⅴ－２

擦文時代良砂粒含む
胴上部：横走沈線→斜位沈線　胴
下部：縦ハケ　内面：横・斜位の
ハケ→横・斜位のミガキ　

胴部Ⅶ４ⅢＲ－３４６Ⅴ－２

タンネトウＬ式縄文時代晩期後葉補修孔有り良砂粒含む口唇：ＲＬ斜縄文、口縁ＲＬ斜縄
文口縁Ⅴ２ⅢＲ－４１７Ⅴ－２

タンネトウＬ式縄文時代晩期後葉良砂粒含む口唇：ＲＬ斜縄文、口縁ＲＬ斜縄
文口縁Ⅴ２ⅢＲ－４１８Ⅴ－２

タンネトウＬ式縄文時代晩期後葉良砂粒含むＲＬ縄文（縦走気味）胴部Ⅴ５ⅢＲ－４１９Ⅴ－２
タンネトウＬ式縄文時代晩期後葉良砂粒含むＲＬ縄文（縦走気味）底部Ⅴ５ⅢＲ－４１１０Ⅴ－２

タンネトウＬ式縄文時代晩期後葉良砂粒含む口唇：縄の押圧　内面：口縁沿い
に刺突列口縁Ⅴ３ⅢＫ－４０１１Ⅴ－２

東釧路Ⅲ式縄文時代早期後半良砂粒含む横位の縄線文３本、ＲＬ斜縄文口縁ⅠＢ１撹乱Ｊ－３９１Ⅴ－５
東釧路Ⅲ式縄文時代早期後半良砂粒含むＲＬ斜縄文、短縄文胴部ⅠＢ３ⅤＫ－４１２Ⅴ－５

東釧路Ⅲ式縄文時代早期後半良砂粒含む短縄文底部ⅠＢ
１ⅤＫ－３７

３Ⅴ－５
１ⅤＫ－３８

東釧路Ⅲ式縄文時代早期後半５と同一個体良砂粒含む横位の組紐圧痕文　２本、Ｌ撚糸
文口縁ⅠＢ２ⅤＭ－３６４Ⅴ－５

東釧路Ⅲ式縄文時代早期後半４と同一個体良砂粒含む横位の組紐圧痕文　２本、Ｌ撚糸
文胴部ⅠＢ３ⅤＭ－３６５Ⅴ－５

東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半７と同一個体良砂粒含むＬ・Ｒ撚糸文（羽状）口縁ⅠＢ２ⅤＮ－３６６Ⅴ－５
東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半６と同一個体良砂粒含むＬ・Ｒ撚糸文（羽状）口縁ⅠＢ２ⅤＮ－３６７Ⅴ－５
東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半９と同一個体良砂粒含むＬ・Ｒ撚糸文（羽状）胴部ⅠＢ４ⅤＮ－４２８Ⅴ－５

東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半８と同一個体良砂粒含むＬ・Ｒ撚糸文（羽状）、綾繰文胴部ⅠＢ
６ⅤＮ－４２

９Ⅴ－５
２ⅤＯ－４２

東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半１１～１３と同一
個体良砂粒含む短縄文、Ｒ撚糸文、綾繰文胴部ⅠＢ１ⅤＯ－４２１０Ⅴ－５

東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半１０・１２・１３と
同一個体良砂粒含む短縄文、Ｒ撚糸文、綾繰文胴部ⅠＢ２ⅤＯ－４２１１Ⅴ－５

東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半１０・１１・１３と
同一個体良砂粒含む短縄文、Ｒ・Ｌ撚糸文、綾繰文胴部ⅠＢ

１ⅤＮ－４２
１２Ⅴ－５

１ⅤＯ－４２

東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半１０～１２と同一
個体良砂粒含むＲ撚糸文、綾繰文胴部ⅠＢ１ⅤＯ－４２１３Ⅴ－５

東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半やや磨耗良繊維・砂粒含む組紐による撚糸文胴部ⅠＢ３ⅤＪ－３９１４Ⅴ－５
東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半やや磨耗良繊維・砂粒含む組紐による撚糸文胴部ⅠＢ１ⅤＰ－４２１５Ⅴ－５
東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半良繊維・砂粒含む組紐による撚糸文胴部ⅠＢ２ⅤＱ－４３１６Ⅴ－５
東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半良砂粒含む組紐による撚糸文胴部ⅠＢ２ⅤＫ－３９１７Ⅴ－５
東釧路Ⅳ式縄文時代早期後半丸底良砂粒含む組紐による撚糸文底部ⅠＢ１ⅤＫ－３９１８Ⅴ－５

北筒式縄文時代中期後半小突起有りやや不良砂粒多く含む口唇：押引文　口縁：横位の押引
文　２段口縁ⅢＢ１ⅤＯ－３７１９Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半小突起有り良繊維含む、砂粒多く
含む肥厚帯（横位の刺突列２段）口縁ⅢＢ２ⅤＳ－３８２０Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半小突起有りやや不良繊維含む、砂粒多く
含む

肥厚帯（横位の押引文２段）、円
形刺突口縁ⅢＢ１ⅤＭ－３６２１Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半小突起有り良砂粒含む肥厚帯（横位の刺突列２段）口縁ⅢＢ１ⅤＳ－４２２２Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半良繊維少量含む、砂粒
含む

貼付帯（横位の押引文）、円形刺
突、ＬＲ斜縄文口縁ⅢＢ１ⅤＲ－４０２３Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半外面炭化物付着・
４１と同一個体やや不良繊維含む、砂粒多く

含む
肥厚帯（横位の刺突列３段）、円
形刺突、貼付帯（刺突有り）口縁ⅢＢ

１Ⅴ層上面Ｎ－３６
２４Ⅴ－６

１ⅤＮ－３６

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）、円
形刺突、ＬＲ斜縄文口縁ⅢＢ２ⅤＲ－４０２５Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文３段）、円
形刺突、ＬＲ斜縄文口縁ⅢＢ１ⅤＳ－３８２６Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文４段）、円
形刺突、ＲＬ斜縄文口縁ⅢＢ２ⅤＯ－３９２７Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文３段）、円
形刺突、ＬＲ・ＲＬ斜縄文（羽状）口縁ⅢＢ１ⅤＮ－３６２８Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）、円
形刺突、ＲＬ・ＬＲ斜縄文（羽状）口縁ⅢＢ２ⅤＳ－３８２９Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文３段）、Ｌ
Ｒ斜縄文口縁ⅢＢ１ⅤＲ－４０３０Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）口縁ⅢＢ１ⅤＱ－３８３１Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）、円
形刺突、ＲＬ・ＬＲ斜縄文（羽状）口縁ⅢＢ１ⅤＳ－３８３２Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半やや不良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）、円
形刺突、ＬＲ斜縄文口縁ⅢＢ４ⅤＮ－３８３３Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）、円
形刺突、ＲＬ斜縄文口縁ⅢＢ１ⅤＳ－４２３４Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半３６と同一個体良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）、円
形刺突、Ｒ斜縄文口縁ⅢＢ１ⅢＭ－３３３５Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半３５と同一個体良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）、円
形刺突、Ｒ斜縄文口縁ⅢＢ１ⅤＩ－３４３６Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯有り　表：ＬＲ斜縄文、円
形刺突　裏：ＲＬ斜縄文口縁ⅢＢ１Ⅴ層上面Ｋ－４２３７Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）　裏：
ＲＬ斜縄文口縁ⅢＢ１Ⅴ層上面Ｍ－３４３８Ⅴ－６

北筒式縄文時代中期後半外面炭化物付
着良繊維・砂粒含む肥厚帯（撚糸文）　表：ＬＲ斜縄

文　裏：ＬＲ斜縄文口縁ⅢＢ１ⅤＲ－４２３９Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文１段）、円
形刺突、ＲＬ斜縄文口縁ⅢＢ２ⅤＮ－３６４０Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半４２と同一個体良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）、円
形刺突、ＬＲ斜縄文口縁ⅢＢ

１Ⅴ層上面Ｎ－３６
４１Ⅴ－７ １ⅤＮ－３６

４ⅤＮ－３７
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型　式時　期その他焼成胎　土文 様 ・ 調 整部位分類点数層位出土区掲載№挿図№

北筒式縄文時代中期後半４１と同一個体良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）、円
形刺突、ＬＲ斜縄文口縁ⅢＢ

２ⅤＮ－３６
４２Ⅴ－７

１ⅤＮ－３７

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む肥厚帯（横位の押引文２段）、円
形刺突、ＬＲ斜縄文口縁ⅢＢ３ⅤＳ－４２４３Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半やや不良繊維含む、砂粒多く
含む

肥厚帯（横位の押引文２段）、表：
円形刺突、ＬＲ斜縄文　裏：ＬＲ
斜縄文

口縁ⅢＢ２ⅤＮ－３６４４Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半やや不良繊維含む、砂粒多く
含む

肥厚帯（横位の押引文２段）、円
形刺突口縁ⅢＢ１ⅤＳ－４２４５Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半良繊維少量含む、砂粒
含む肥厚帯（横位の押引文２段）口縁ⅢＢ２ⅤＮ－３７４６Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半やや不良繊維含む、砂礫多く
含む横位の押引文２段、円形刺突口縁ⅢＢ

２ⅤＳ－４２
４７Ⅴ－７

１ⅤＳ－４３

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む口唇：押引文　口縁：横位の押引
文１段、ＬＲ斜縄文口縁ⅢＢ１撹乱Ｓ－４２４８Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む口唇：押引文　口縁：横位の押引
文　２段、円形刺突、ＬＲ斜縄文口縁ⅢＢ１ⅤＯ－３６４９Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半外面炭化物付
着良繊維・砂粒含む綾繰文、ＬＲ斜縄文口縁ⅢＢ

１ⅤＱ－３８
５０Ⅴ－７

１ⅤＮ－３７

北筒式縄文時代中期後半２４と同一個体やや不良繊維含む、砂粒多く
含む貼付帯（刻み有り）、ＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ１ⅤＯ－４１５１Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半内面磨耗良繊維・砂粒含む横位の押引文２段、ＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ１ⅤＲ－４２５２Ⅴ－７
北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む横位の押引文２段、ＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ１ⅤＰ－４３５３Ⅴ－７
北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む横位の押引文２段、ＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ１ⅤＱ－３８５４Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半良繊維含む、砂粒多く
含む

外面：ＬＲ斜縄文　内面：ＬＲ・
ＲＬ斜縄文胴部ⅢＢ１ⅤＮ－３６５５Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む外面：ＬＲ斜縄文　内面：ＬＲ斜
縄文胴部ⅢＢ１ⅤＳ－４１５６Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半やや不良繊維含む、砂粒多く
含む

外面：ＬＲ斜縄文、綾繰文　内面：
ＬＲ斜縄文、綾繰文胴部ⅢＢ

１ⅤＯ－３８
５７Ⅴ－７

１ⅤＯ－４４

北筒式縄文時代中期後半良繊維少量含む、砂粒
含むＬＲ・ＲＬ斜縄文（羽状）胴部ⅢＢ１ⅤＳ－３６５８Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含むＬＲ・ＲＬ斜縄文（羽状・結束）胴部ⅢＢ１ⅤＳ－３７５９Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半内面やや磨耗良繊維少量含む、砂粒
含むＬＲ・ＲＬ斜縄文（羽状・結束）胴部ⅢＢ１ⅤＳ－３８６０Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半良繊維少量含む、砂粒
含むＲＬ斜縄文、綾繰文胴部ⅢＢ２ⅤＭ－３７６１Ⅴ－７

北筒式縄文時代中期後半良繊維少量含む、砂粒
含むＬＲ斜縄文、綾繰文胴部ⅢＢ１Ⅴ層上面Ｓ－４１６２Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半良繊維少量含む、砂粒
含むＬＲ斜縄文、綾繰文胴部ⅢＢ１ⅤＭ－３７６３Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半良繊維少量含む、砂粒
含むＬＲ・ＲＬ斜縄文（羽状・結束）胴部ⅢＢ２ⅤＭ－４０６４Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含むＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ１ⅤＳ－４２６５Ⅴ－８
北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含むＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ２ⅤＰ－３９６６Ⅴ－８
北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂礫含むやや粗いＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ１ⅤＳ－３７６７Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む外面：ＬＲ斜縄文　内面：ＬＲ斜
縄文胴部ⅢＢ１ⅤＳ－３７６８Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半内外面やや磨
耗良繊維・砂粒含むＬＲ斜縄文胴部ⅢＢ

１ⅤＳ－３８
６９Ⅴ－８

１ⅤＳ－４２

北筒式縄文時代中期後半７１・７２と同一
個体やや不良繊維少量・砂礫含む撚糸文胴部ⅢＢ１ⅤＴ－３９７０Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半７０・７２と同一
個体良繊維少量・砂礫含む撚糸文胴部ⅢＢ１ⅤＫ－３８７１Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半７０・７１と同一
個体やや不良繊維少量・砂礫含む撚糸文胴部ⅢＢ１ⅤＲ－４３７２Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半内外面磨耗やや不良繊維少量含む、砂粒
含む外面：ＬＲ斜縄文底部ⅢＢ４ⅤＳ－４２７３Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半内外面磨耗やや不良繊維少量含む、砂粒
含む外面：ＬＲ斜縄文底部ⅢＢ１ⅤＳ－４２７４Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半良砂粒含む底部ⅢＢ１撹乱Ｓ－４２７５Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半内外面磨耗やや不良繊維少量含む、砂粒
含む外面：ＬＲ斜縄文底部ⅢＢ１ⅤＱ－４２７６Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む外面：ＲＬ斜縄文底部ⅢＢ１ⅤＩ－４０７７Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半良繊維少量含む、砂粒
含む外面：ＬＲ斜縄文底部ⅢＢ１ⅤＩ－４０７８Ⅴ－８

北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む外面：ＬＲ斜縄文底部ⅢＢ１ⅤＮ－３５７９Ⅴ－８
北筒式縄文時代中期後半良繊維・砂粒含む外面：ＬＲ斜縄文底部ⅢＢ１ⅤＰ－３８８０Ⅴ－８
北筒式縄文時代中期後半内外面磨耗やや不良繊維・砂粒含む外面：ＬＲ斜縄文底部ⅢＢ１ⅤＲ－４２８１Ⅴ－８
煉瓦台式縄文時代中期後半やや不良砂粒多く含む貼付帯、ＬＲ斜縄文口緑ⅢＢ１ⅤＭ－３６８２Ⅴ－９

煉瓦台式縄文時代中期後半良砂粒含むＲＬ斜縄文口緑ⅢＢ
１Ⅴ層上面Ｒ－３９

８３Ⅴ－９
１ⅤＲ－３９

煉瓦台式縄文時代中期後半やや不良砂粒含む貼付帯（刺突有り）胴部ⅢＢ１ⅤＴ－４１８４Ⅴ－９
煉瓦台式縄文時代中期後半やや不良砂粒含む貼付帯（刺突有り）、ＲＬ斜縄文胴部ⅢＢ１ⅤＲ－４３８５Ⅴ－９
余市式縄文時代後期前半やや不良砂粒含む貼付帯、ＬＲ斜縄文口緑ⅢＢ１ⅤＯ－４１８６Ⅴ－９

縄文時代後期良砂粒含む沈線、ＬＲ斜縄文胴部ⅣＢ１ⅤＴ－３７８７Ⅴ－９
縄文時代後期良砂粒含む沈線、ＬＲ斜縄文胴部ⅣＢ１ⅤＳ－３７８８Ⅴ－９
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表２３　遺構掲載石器一覧
重さ（ｇ）�厚さ（㎝）×幅×長さ石材層位遺物名遺物番号遺構名遺物番号図版番号
３８�８�１�９×２�７×５�２安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）４８ＵＨ－１６図Ⅲ－３
３９�７�２�２×２�３×５�０砂岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）２１ＵＨ－１７図Ⅲ－３
３１�３�１�４×２�７×５�６安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）３１ＵＨ－１８図Ⅲ－３
４１�５�１�９×２�６×５�６玄武岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）３２ＵＨ－１９図Ⅲ－３
３８�１�１�６×３�３×５�４砂岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）３５ＵＨ－１１０図Ⅲ－３
３６�１�１�４×３�４×５�９安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）３３ＵＨ－１１１図Ⅲ－３
３４�０�１�０×３�６×５�４安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）４５ＵＨ－１１２図Ⅲ－３
４１�１�２�０×２�８×５�２安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）１８ＵＨ－１１３図Ⅲ－３
４１�７�２�０×３�１×５�６砂岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）１７ＵＨ－１１４図Ⅲ－３
４１�８�１�４×３�２×５�６安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）４９ＵＨ－１１５図Ⅲ－３
４８�３�１�７×３�２×７�０安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）２０ＵＨ－１１６図Ⅲ－３
６７�９�２�３×３�６×６�０砂岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）２２ＵＨ－１１７図Ⅲ－３
５７�０�２�１×３�３×６�５砂岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）２５ＵＨ－１１８図Ⅲ－３
７３�７�２�５×３�５×６�５安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）１９ＵＨ－１１９図Ⅲ－３
７３�６�２�５×３�１×６�７安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）１５ＵＨ－１２０図Ⅲ－３
８２�５�２�３×３�６×６�９砂岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）４０ＵＨ－１２１図Ⅲ－３
７３�０�２�３×３�７×６�５珪岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）３４ＵＨ－１２２図Ⅲ－３
６９�２�２�２×３�７×６�０安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）４２ＵＨ－１２３図Ⅲ－３
９９�６�２�２×４�３×７�１安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）４４ＵＨ－１２４図Ⅲ－３
３１�３�３�８×４�２×６�４軽石Ⅲ層軽石製品１７ＵＨ－２１図Ⅲ－６
４１�５�２�３×２�５×５�７珪岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）１２ＵＨ－２２図Ⅲ－６
２３�７�１�５×２�２×６�１安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５０ＵＨ－２３図Ⅲ－６
４１�８�２�２×３�１×５�７貢岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５５ＵＨ－２４図Ⅲ－６
２２�６�０�９×２�８×６�１片岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）１ＵＨ－２５図Ⅲ－６
３０�０�１�４×２�８×６�０砂岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）２３ＵＨ－２６図Ⅲ－６
５０�８�２�０×３�８×５�６安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）２０ＵＨ－２７図Ⅲ－６
３６�１�１�０×３�２×６�４蛇紋岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）２７ＵＨ－２８図Ⅲ－６
４７�５�１�７×３�０×６�３安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）１４ＵＨ－２９図Ⅲ－６
２４�８�１�３×２�１×６�８砂岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）１６ＵＨ－２１０図Ⅲ－６
４６�４�１�５×３�０×６�３安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）７ＵＨ－２１１図Ⅲ－６
４８�７�１�５×３�１×６�１安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）２６ＵＨ－２１２図Ⅲ－６
５１�７�２�１×２�６×６�６メノウⅢ層棒状礫（ピッ）４７ＵＨ－２１３図Ⅲ－６
５９�５�２�１×３�１×５�９安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）４６ＵＨ－２１４図Ⅲ－６
６８�０�２�１×３�１×６�３泥岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５３ＵＨ－２１５図Ⅲ－６
６６�７�２�４×３�５×６�６安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）２９ＵＨ－２１６図Ⅲ－６
５７�４�２�４×３�５×６�７砂岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５７ＵＨ－２１７図Ⅲ－６
７５�９�２�６×２�９×７�１安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）２８ＵＨ－２１８図Ⅲ－６
６７�３�１�５×４�０×７�５蛇紋岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）２２ＵＨ－２１９図Ⅲ－６
７６�９�１�６×３�７×８�１安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）２ＵＨ－２２０図Ⅲ－６
２５�９�１�７×２�７×４�７砂岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５４ＵＨ－３２図Ⅲ－１０
３６�１�１�８×２�５×５�３安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５０ＵＨ－３３図Ⅲ－１０
３４�３�１�８×２�８×４�５安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５９ＵＨ－３４図Ⅲ－１０
３２�２�１�９×２�５×５�２安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）６０ＵＨ－３５図Ⅲ－１０
４０�８�２�４×２�４×４�９安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５２ＵＨ－３６図Ⅲ－１０
３４�４�１�７×２�８×４�７安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５８ＵＨ－３７図Ⅲ－１０
４０�２�１�９×２�７×５�１安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）６１ＵＨ－３８図Ⅲ－１０
４７�７�２�４×２�５×５�６安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５６ＵＨ－３９図Ⅲ－１０
４８�７�１�８×２�９×６�７砂岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５１ＵＨ－３１０図Ⅲ－１０
４４�８�１�８×２�１×７�３珪岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５７ＵＨ－３１１図Ⅲ－１０
６６�８�２�３×３�４×６�２安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５３ＵＨ－３１２図Ⅲ－１０
６８�７�２�６×３�５×５�９安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）４９ＵＨ－３１３図Ⅲ－１０
６６�０�１�４×４�１×６�３安山岩Ⅲ層棒状礫（ピッ）５５ＵＨ－３１４図Ⅲ－１０
１�６�０�４×１�７×２�７黒曜石覆土２層石鏃１５３ＬＨ－１２２図Ⅳ－５
２�９�０�５×１�８×３�５黒曜石覆土１層石鏃２７１ＬＨ－１２３図Ⅳ－５
１�５�０�４×２�２×３�４黒曜石覆土２層石鏃１６８ＬＨ－１２４図Ⅳ－５
２�５�０�４×１�９×４�０黒曜石覆土２層石鏃１２８ＬＨ－１２５図Ⅳ－５
２�１�０�４×１�７×４�０黒曜石覆土２層石鏃１４８ＬＨ－１２６図Ⅳ－５
５�８�０�６×２�５×４�３黒曜石覆土層石鏃２６８ＬＨ－１２７図Ⅳ－５
９�３�０�８×３�０×５�２黒曜石覆土２層石鏃１６９ＬＨ－１２８図Ⅳ－５
７�６�０�８×３�２×（３�４）黒曜石覆土２層石鏃１４７ＬＨ－１２９図Ⅳ－５
３�４�０�６×２�１×３�６黒曜石覆土２層石鏃１２９ＬＨ－１３０図Ⅳ－５
３�０�０�５×２�１×４�１黒曜石覆土１層石鏃２５７ＬＨ－１３１図Ⅳ－５
４�９�０�４×１�３×４�３片岩覆土１層ドリル２７３ＬＨ－１３２図Ⅳ－５
３�０�０�８×１�８×３�７黒曜石床面Ｒフレイク２２２ＬＨ－１３３図Ⅳ－５
１�１�０�２×１�５×２�５黒曜石覆土２層Ｒフレイク１４６ＬＨ－１３４図Ⅳ－５
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１�５�０�３×１�５×３�６黒曜石床面Ｒフレイク２２６ＬＨ－１３５図Ⅳ－５
２�６�０�３×２�１×３�８黒曜石覆土２層Ｒフレイク１６５ＬＨ－１３６図Ⅳ－５
４９�３�１�１×３�９×７�６緑色泥岩覆土２層石斧１５９ＬＨ－１３７図Ⅳ－５
１５�５�０�５×２�１×９�３片岩覆土１層石斧２７５ＬＨ－１３８図Ⅳ－５
４�４�０�３×１�７×５�１片岩覆土１層石斧２７４ＬＨ－１３９図Ⅳ－５
４１９�７�３�５×６�１×（１３�８）片岩覆土１層石斧２５９ＬＨ－１４０図Ⅳ－５
０�３�０�２×１�４×１�９黒曜石覆土２層石鏃５１ＬＨ－２９図Ⅳ－９
１�１�０�３×１�３×２�９黒曜石覆土１層石鏃２０３ＬＨ－２１０図Ⅳ－９
２�３�０�６×１�８×（３�２）黒曜石覆土１層石鏃２０４ＬＨ－２１１図Ⅳ－９
６�１�０�９×２�５×４�１黒曜石覆土２層石鏃６０ＬＨ－２１２図Ⅳ－９
６�１�０�６×２�４×５�０黒曜石床面石鏃１２０ＬＨ－２１３図Ⅳ－９
９�２�０�７×３�１×６�８黒曜石覆土１層石鏃１８５ＬＨ－２１４図Ⅳ－９
６�２�０�７×２�３×４�８黒曜石覆土２層ドリル６６ＬＨ－２１５図Ⅳ－９
６�０�１�２×２�２×２�７黒曜石覆土１層スクレイパー１９８ＬＨ－２１６図Ⅳ－９
４�３�０�６×１�９×５�０黒曜石覆土２層スクレイパー５４ＬＨ－２１７図Ⅳ－９
２�０�０�６×１�７×２�２黒曜石覆土１層スクレイパー１６８ＬＨ－２１８図Ⅳ－９
３�４�０�５×１�９×３�６黒曜石覆土１層Ｒフレイク１６５ＬＨ－２１９図Ⅳ－９
３�７�０�４×１�７×３�８黒曜石覆土１層Ｒフレイク１６６ＬＨ－２２０図Ⅳ－９
４０�９�１�２×４�４×６�４片岩覆土２層石斧９７ＬＨ－２２１図Ⅳ－９
１５�６�０�８×２�７×（５�３）片岩床面石斧１３８ＬＨ－２２２図Ⅳ－９
０�８�０�４×１�３×（２�０）黒曜石覆土１層石鏃４ＬＨ－３１図Ⅳ－１１
１０�４�１�４×２�５×１�３黒曜石覆土６層石核５８ＬＨ－４８図Ⅳ－１３
０�８�０�５×１�２×２�２黒曜石覆土１層石鏃１０５ＬＨ－５１図Ⅳ－１８
１０�９�０�８×３�３×６�４黒曜石覆土２層石槍１９６ＬＨ－５２図Ⅳ－１８
９�６�１�１×２�６×３�８黒曜石覆土２層スクレイパー２１１ＬＨ－５３図Ⅳ－１８
１１�２�１�４×２�６×３�５黒曜石覆土１層スクレイパー１０９ＬＨ－５４図Ⅳ－１８
１４�３�１�１×３�５×４�０黒曜石覆土１層スクレイパー１０２ＬＨ－５５図Ⅳ－１８
７�５�０�９×２�７×３�４黒曜石覆土２層スクレイパー１７７ＬＨ－５６図Ⅳ－１８
６�２�０�６×２�４×３�９黒曜石覆土２層スクレイパー１７８ＬＨ－５７図Ⅳ－１８
３�５�０�６×１�６×３�４黒曜石床面スクレイパー２７７ＬＨ－５８図Ⅳ－１８
４�０�０�７×２�２×３�１黒曜石覆土２層スクレイパー２１４ＬＨ－５９図Ⅳ－１８
２�６�０�５×１�９×３�５黒曜石覆土１層Ｒフレイク９２ＬＨ－５１０図Ⅳ－１８
１�４�０�４×１�１×２�９黒曜石覆土１層Ｒフレイク９３ＬＨ－５１１図Ⅳ－１８
１�３�０�３×１�４×３�７黒曜石覆土１層Ｒフレイク２２２ＬＨ－５１２図Ⅳ－１８
６２�１�１�０×３�８×１１�２片岩床面石斧２２９ＬＨ－５１３図Ⅳ－１８
２５９�９�２�０×５�６×１３�６緑色泥岩覆土２層石斧２１０ＬＨ－５１４図Ⅳ－１８
８０９�７�７�４×８�０×１１�３砂岩床面たたき石２５１ＬＨ－５１５図Ⅳ－１８
７３９�８�７�０×９�１×１１�５安山岩覆土２層たたき石２１６ＬＨ－５１６図Ⅳ－１８
１７�９�０�６×２�５×（７�０）片岩覆土２層石斧３３ＬＨ－６５図Ⅳ－２１
２�８�１�２×１�１×１�６蛇紋岩覆土１層玉１ＬＨ－６６図Ⅳ－２１
６６�３�１�７×５�０×（６�１）片岩覆土層石斧２ＬＰ－３３図Ⅳ－２２
１３�６�１�６×（４�７）×（１�７）緑色泥岩覆土層石斧２ＬＦ－４１図Ⅳ－３２
６�９�１�３×２�７×２�５黒曜石覆土層Ｒフレイク１２ＬＦ－４３３図Ⅳ－３２
６�９�０�７×４�０×４�２黒曜石覆土層Ｕフレイク１９ＬＦ－４４４図Ⅳ－３２
１２�１�１�１×２�７×４�７黒曜石覆土層スクレイパー３ＬＦ－５５５図Ⅳ－３２
１１７�３�２�２×５�７×（６�３）緑色泥岩覆土層石斧２ＬＦ－５５６図Ⅳ－３２
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重さ（ｇ）�厚さ（㎝）×幅×長さ石材層位№グリッド遺物名遺物番号図版番号
８�５�０�７×２�１×５�３黒曜石Ⅴ層２１３７Ｏ彫器１図Ⅴ－１２
１３�８�０�６×２�２×（１０�３）黒曜石Ⅴ層３４０Ｋ石槍２図Ⅴ－１２
０�８�０�２×１�０×（２�７）黒曜石Ⅲ層２４１Ｓ石鏃３図Ⅴ－１２
１�３�０�４×１�１×３�２黒曜石Ⅴ層４４３Ｎ石鏃４図Ⅴ－１２
１�０�０�３×１�５×３�３黒曜石Ⅴ層２１４０Ｒ石鏃５図Ⅴ－１２
０�４�０�３×０�８×１�９黒曜石Ⅴ層６４０Ｏ石鏃６図Ⅴ－１２
１�１�０�４×２�０×２�２黒曜石Ⅲ層１４０Ｒ石鏃７図Ⅴ－１２
１�５�０�４×（１�３）×（２�６）頁岩Ⅴ層３３４Ｒ石鏃８図Ⅴ－１２
０�４�０�２×１�１×１�９黒曜石Ⅴ層１０３８Ｐ石鏃９図Ⅴ－１２
０�７�０�４×１�２×（２�２）黒曜石Ⅴ層上面１７３６Ｎ石鏃１０図Ⅴ－１２
１�４�０�６×１�４×（２�１）黒曜石Ⅲ層１２３３Ｎ石鏃１１図Ⅴ－１２
１�０�０�３×１�４×（３�６）黒曜石Ⅴ層７３６Ｒ石鏃１２図Ⅴ－１２
１�９�０�５×１�７×３�４黒曜石Ⅴ層１０４１Ｏ石鏃１３図Ⅴ－１２
０�８�０�３×０�９×２�４黒曜石Ⅴ層８３９Ｋ石鏃１４図Ⅴ－１２
１�９�０�４×１�８×２�８黒曜石Ⅴ層５２４２Ｓ石鏃１５図Ⅴ－１２
２�２�０�５×１�８×３�２黒曜石Ⅴ層２６３８Ｔ石鏃１６図Ⅴ－１２
２�５�０�４×１�９×３�５黒曜石Ⅴ層１６３６Ｍ石鏃１７図Ⅴ－１２
２�２�０�８×１�８×３�３黒曜石Ⅴ層５４４２Ｓ石鏃１８図Ⅴ－１２
３�１�０�７×２�０×３�７黒曜石Ⅴ層５７４２Ｓ石鏃１９図Ⅴ－１２
３�７�０�６×２�０×３�７黒曜石Ⅴ層４０３８Ｓ石鏃２０図Ⅴ－１２
５�７�０�８×２�４×４�７黒曜石Ⅴ層７３６Ｓ石鏃２１図Ⅴ－１２
７�７�０�７×２�６×５�１黒曜石Ⅴ層５３４２Ｓ石鏃２２図Ⅴ－１２
３�９�０�５×２�７×４�７黒曜石Ⅴ層５５４２Ｓ石鏃２３図Ⅴ－１２
３�７�０�５×２�５×４�３黒曜石Ⅴ層３０４２Ｓ石鏃２４図Ⅴ－１２
４�３�０�７×２�０×４�７黒曜石Ⅴ層１０３８Ｍ石鏃２５図Ⅴ－１２
６�３�０�８×２�１×５�２黒曜石Ⅴ層６４４Ｓ石鏃２６図Ⅴ－１２
５�６�０�６×３�１×４�６黒曜石Ⅴ層上面４４２Ｓ石鏃２７図Ⅴ－１２
１０�５�０�８×３�５×（４�８）黒曜石Ⅴ層６４３Ｓ石鏃２８図Ⅴ－１２
４�７�０�６×１�９×４�５黒曜石Ⅴ層３９３８Ｓ石鏃２９図Ⅴ－１２
７�５�０�８×２�３×５�９黒曜石Ⅲ層１４２Ｒ石鏃３０図Ⅴ－１２
１２�８�１�２×２�４×５�６黒曜石Ⅴ層１６４０Ｒドリル３１図Ⅴ－１２
１９�１�１�２×４�０×４�８黒曜石Ⅴ層１２４２Ｓドリル３２図Ⅴ－１２
３�９�０�５×１�５×３�９黒曜石Ⅴ層４５４２Ｓドリル３３図Ⅴ－１２
１０�７�０�５×３�７×４�４片岩Ⅴ層３８４２Ｓドリル３４図Ⅴ－１２
３０�８�１�１×２�１×（８�４）片岩Ⅴ層２４３７Ｏドリル３５図Ⅴ－１２
０�９�０�３×１�４×２�５緑色泥岩Ⅴ層２６４０Ｒドリル３６図Ⅴ－１２
８�３�０�６×２�０×６�５片岩Ⅴ層３７４２Ｓドリル３７図Ⅴ－１２
３�７�０�７×２�０×３�９黒曜石Ⅴ層２４３８Ｓつまみ付石器３８図Ⅴ－１２
３�４�０�６×２�０×４�０黒曜石Ⅴ層２７３８Ｔつまみ付石器３９図Ⅴ－１２
５�０�０�７×１�８×５�０黒曜石Ⅴ層３４１Ｍつまみ付石器４０図Ⅴ－１２
１�８�０�４×１�６×３�１黒曜石Ⅴ層１２３７Ｑつまみ付石器４１図Ⅴ－１２
１６�０�０�８×４�３×５�０黒曜石Ⅴ層３４１Ｐスクレイパー４２図Ⅴ－１２
４�５�０�５×２�２×４�０黒曜石Ⅴ層７３６Ｎスクレイパー４３図Ⅴ－１２
１１�３�１�２×３�１×２�８黒曜石Ⅴ層９４０Ｓスクレイパー４４図Ⅴ－１２
１４�２�０�８×２�８×５�６黒曜石Ⅴ層２７４１Ｓスクレイパー４５図Ⅴ－１３
３�９�０�５×２�６×３�６黒曜石Ⅴ層１９３８Ｐスクレイパー４６図Ⅴ－１３
９�０�０�６×３�０×６�３黒曜石Ⅴ層１１４２Ｓスクレイパー４７図Ⅴ－１３
４２�７�１�３×３�２×９�９黒曜石Ⅲ層１３６Ｒスクレイパー４８図Ⅴ－１３
２９�６�０�６×５�４×６�６黒曜石Ⅴ層２４１Ｉスクレイパー４９図Ⅴ－１３
２２�８�０�９×３�２×７�４頁岩Ⅴ層７４２Ｒスクレイパー５０図Ⅴ－１３
１�４�０�３×１�２×４�２黒曜石Ⅴ層７４０ＲＵフレイク５１図Ⅴ－１３
２�４�０�３×１�４×４�４黒曜石Ⅴ層１３３９ＮＵフレイク５２図Ⅴ－１３
１�６�０�４×１�２×３�８黒曜石Ⅴ層１３３６ＳＵフレイク５３図Ⅴ－１３
４�０�０�７×１�６×４�９黒曜石Ⅴ層１２４１ＳＵフレイク５４図Ⅴ－１３
３�９�０�６×１�７×４�１黒曜石Ⅴ層２２３７ＯＲフレイク５５図Ⅴ－１３
１１�５�１�５×２�４×３�２黒曜石Ⅴ層４３９Ｐ石核５６図Ⅴ－１３
１３�１�２�０×３�２×２�３黒曜石Ⅴ層１７３６Ｍ石核５７図Ⅴ－１３
５�０�２�１×２�３×１�０黒曜石Ⅴ層７４３６Ｎ石核５８図Ⅴ－１３
２�２�０�７×０�７×４�４黒曜石Ⅴ層１４１Ｉ棒状原石５９図Ⅴ－１３
１９１�０�２�０×７�１×（８�０）蛇紋岩Ⅴ層５３５Ｏ石斧６０図Ⅴ－１３
１２４�８�３�０×４�５×（８�９）蛇紋岩Ⅴ層６４２Ｉ石斧６１図Ⅴ－１３
１６５�８�３�４×４�１×（８�９）緑色泥岩Ⅴ層３１３８Ｓ石斧６２図Ⅴ－１３
１８�１�０�９×２�８×６�２片岩Ⅴ層上面４３６Ｒ石斧６３図Ⅴ－１３
４０�６�０�９×３�４×６�９片岩Ⅴ層４４３６Ｎ石斧６４図Ⅴ－１３
１１３�８�１�８×３�７×１０�５片岩Ⅴ層２３４１Ｓ石斧６５図Ⅴ－１３

表２４　包含層掲載石器一覧
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重さ（ｇ）�厚さ（㎝）×幅×長さ石材層位№グリッド遺物名遺物番号図版番号
７７�３�１�４×４�７×（６�８）片岩Ⅴ層１７３９Ｓ石斧６６図Ⅴ－１４
４６�３�（１�１）×（４�６）×（７�３）片岩Ⅴ層１９３８Ｍ石斧６７図Ⅴ－１４
３２�６�１�０×３�１×７�８片岩Ⅴ層１６４２Ｓ石斧６８図Ⅴ－１４
１３６�０�２�３×３�７×１１�５片岩Ⅴ層６４２Ｑ石斧６９図Ⅴ－１４
２１�４�０�７×２�２×９�５片岩Ⅴ層１５４１Ｓ石斧７０図Ⅴ－１４
６�３�０�６×１�７×５�３片岩Ⅴ層４８４１Ｓ石斧７１図Ⅴ－１４
１０８�８�２�６×４�３×（６�７）片岩Ⅴ層上面４３６Ｓ石斧７２図Ⅴ－１４
２０�６�０�９×３�１×（７�７）片岩Ⅴ層上面２５４０Ｒ石斧７３図Ⅴ－１４
５２�４�１�１×２�８×１０�５片岩Ⅴ層１８３８Ｓ石斧７４図Ⅴ－１４
４９３�５�３�６×５�６×１４�４安山岩Ⅴ層５３３６Ｎたたき石７５図Ⅴ－１４
４３７�３�３�９×４�８×（１３�５）砂岩Ⅴ層３１４１Ｓたたき石７６図Ⅴ－１４
５６４�５�５�０×５�８×１４�３花崗岩Ⅴ層７３９Ｓたたき石７７図Ⅴ－１４
３１２�９�４�１×７�１×７�１安山岩Ⅲ層４４２Ｉたたき石７８図Ⅴ－１４
２７１�０�５�１×５�５×８�０砂岩Ⅴ層２４３Ｓたたき石７９図Ⅴ－１４
２２６�２�３�４×６�０×７�１橄欖岩Ⅴ層上面５３７Ｓたたき石８０図Ⅴ－１４
２１１�５�４�０×（６�８）×６�２砂岩Ⅴ層上面２４２Ｋ断面三角形のすり石８１図Ⅴ－１４
１８５�７�３�９×（５�５）×５�７閃緑岩Ⅴ層５３５Ｓ断面三角形のすり石８２図Ⅴ－１４
４０�５�１�７×３�６×５�１砂岩Ⅴ層４３９Ｍ砥石８３図Ⅴ－１４
１２７�７�３�９×４�０×５�３砂岩Ⅴ層１０３６Ｑ砥石８４図Ⅴ－１４
８８�９�４�１×４�４×６�４砂岩Ⅴ層３４１Ｏ砥石８５図Ⅴ－１４
２６２�４�１�６×７�８×１４�５砂岩Ⅴ層１１３８Ｒ砥石８６図Ⅴ－１５
５５４�５�３�３×１０�９×１８�３砂岩Ⅴ層４９３７Ｎ砥石８７図Ⅴ－１５
５２�７�２�４×２�８×５�１安山岩Ⅲ層３３８Ｍ棒状礫（ピッ）８８図Ⅴ－１５
６１�３�２�２×３�０×５�９安山岩Ⅲ層８３３Ｎ棒状礫（ピッ）８９図Ⅴ－１５
３８�０�２�５×２�９×６�８砂岩Ⅲ層３３８Ｋ棒状礫（ピッ）９０図Ⅴ－１５
６９�５�２�１×３�３×６�６珪岩Ⅲ層１４３３Ｎ棒状礫（ピッ）９１図Ⅴ－１５
７９�４�２�８×３�４×６�８安山岩Ⅲ層３３４Ｎ棒状礫（ピッ）９２図Ⅴ－１５
７５�１�２�５×３�３×７�１安山岩Ⅲ層３３３Ｌ棒状礫（ピッ）９３図Ⅴ－１５
９２�７�１�８×４�２×７�６安山岩Ⅲ層３３８Ｌ棒状礫（ピッ）９４図Ⅴ－１５
１０６�９�３�０×３�４×８�０安山岩Ⅲ層４３９Ｋ棒状礫（ピッ）９５図Ⅴ－１５
１６７�１�３�４×４�０×８�０安山岩Ⅲ層３３３Ｋ棒状礫（ピッ）９６図Ⅴ－１５
１７２�２�３�３×４�０×１０�１安山岩Ⅲ層２３３Ｋ棒状礫（ピッ）９７図Ⅴ－１５

表２５　遺構掲載鉄製品一覧

規　模層　位遺構名遺物名遺物番号図版番号

長さ１５�５×幅５�０×厚さ３�４㎝Ⅲ層ＵＨ－１鉄斧３図Ⅲ－３

長さ（１�４）×幅（２�４）×円盤の厚さ０�５㎝：円盤部の推定径約２�９㎝Ⅲ層ＵＨ－１円盤状鉄製品４図Ⅲ－３

長さ（１�３）×幅１�４×厚さ０�１㎝Ⅲ層ＵＨ－１銅製装飾品５図Ⅲ－３

口径２３�６×底径１８�６×高さ１２�６㎝Ⅲ層ＵＨ－３鉄鍋１図Ⅲ－９

長さ１７�０×幅２�１×厚さ０�６㎝Ⅲ層ＵＰ－１刀子６図Ⅲ－１５

長さ２０�２×幅１�７×厚さ０�５㎝Ⅲ層ＵＰ－１刀子７図Ⅲ－１５

長さ（１４�５）×幅１�８×厚さ０�６㎝Ⅲ層ＵＰ－１刀子８図Ⅲ－１５

長さ（５�１）×幅１�５×厚さ０�３㎝Ⅲ層ＵＰ－１刀子９図Ⅲ－１５

長さ（２�７）×幅１�７×厚さ０�３㎝Ⅲ層ＵＰ－１刀子１０図Ⅲ－１５

長さ（４�５）×幅４�１×厚さ１�０㎝Ⅲ層ＵＰ－１鞘尻金具１１図Ⅲ－１５

長径３�３×短径２�５×幅１�９／厚さ２�５㎝Ⅲ層ＵＰ－１鞘金具？１２図Ⅲ－１５

幅１４�７×高さ１３�８／刃部の厚さ０�５㎝Ⅲ層ＵＰ－１Ｕ字鍬先１３図Ⅲ－１５

幅１４�７×高さ１４�４／刃部の厚さ０�３㎝Ⅲ層ＵＰ－１Ｕ字鍬先１４図Ⅲ－１５

長さ（４�７）×径０�４㎝Ⅲ層ＵＰ－１棒状鉄製品１５図Ⅲ－１５

長さ（２�７）×径０�１５㎝Ⅲ層ＵＰ－１針１６図Ⅲ－１５

長さ（３�２）×幅（２�０）×円盤部の厚さ０�２㎝：円盤の推定径３�５㎝Ⅲ層ＵＰ－１円盤状鉄製品１７図Ⅲ－１５
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版１

２　２５％調査風景（南東から）

１　Ⅲ層上面確認状況（南東から）
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図版２

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

２　Ⅴ層調査風景（南から）

１　Ⅲ層調査風景（南から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版３

２　調査区完掘状況②（南から）

１　調査区完掘状況①（南東から）
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図版４

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

２　ＵＨ－１　柱穴完掘状況（北東から）

１　ＵＨ－１　遺物出土状況（南西から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版５

３　ＵＨ－１　青磁碗出土状況①（西から） ４　ＵＨ－１　青磁碗出土状況②（北西から）

１　ＵＨ－１　ＨＦ－１検出状況（南西から） ２　ＵＨ－１　ＨＦ－１セクション（東から）

５　ＵＨ－１　鉄斧出土状況（南東から） ６　ＵＨ－１・ＨＳＰ－９セクション（東から）

７　ＵＨ－１・ＨＳＰ－２セクション（南東から）８　ＵＨ－１・ＨＳＰ－２完掘（南から）

Title:173-226_図版写真 Page:5 



図版６

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

２　ＵＨ－２　柱穴完掘状況（東から）

１　ＵＨ－２　遺物出土状況（北から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版７

３　ＵＨ－２　ＨＳＰ－７完掘状況（東から） ４　ＵＨ－２　ＨＳＰ－７セクション（東から）

１　ＵＨ－２　ＨＦ－１検出状況（南から） ２　ＵＨ－２　ＨＦ－１セクション（南から）

５　ＵＨ－２　ＨＳＰ－８完掘状況（東から） ６　ＵＨ－２　ＨＳＰ－８セクション（東から）

７　ＵＨ－２　ＨＳＰ－１２完掘状況（東から） ８　ＵＨ－２　ＨＳＰ－１２セクション（東から）
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図版８

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

２　ＵＨ－３　柱穴完掘状況（北東から）

１　ＵＨ－３　遺物出土状況（東から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版９

２　Ⅲ層　鉄鍋出土状況②（南から） ３　Ⅲ層　鉄鍋出土状況（アップ）（南から）

４　Ⅲ層　鉄鍋底出土状況（北西から） ５　ＵＨ－３　ＨＦ－１検出状況（東から）

１　Ⅲ層　鉄鍋出土状況①（南から）
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図版１０

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

３　ＵＨ－３　ＨＳＰ－２～４完掘状況（東から）４　ＵＨ－３　ＨＳＰ－２～４セクション（東から）

１　ＵＨ－３　ＨＳＰ－１完掘状況（南から） ２　ＵＨ－３　ＨＳＰ－１セクション（東から）

５　ＵＨ－３　ＨＳＰ－７完掘状況（北東から） ６　ＵＨ－３　ＨＳＰ－７セクション（東から）

７　ＵＨ－３　ＨＳＰ－６完掘状況（南から） ８　ＵＨ－３　ＨＳＰ－６セクション（南から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版１１

１　ＵＰ－１　遺物出土状況（東から） ２　ＵＰ－１　完掘状況（北西から）

３　ＵＰ－１　土器・鉄製品出土状況（南東から）４　ＵＰ－１　遺物出土状況（２回目）（北西から）
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図版１２

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

３　ＵＰ－１　セクション（北西から）

２　ＵＰ－１　覆土Ｂ‐Ｔｍ検出状況（北西から）

４　ＵＰ－１　遺物出土状況（２回目）（北から） ５　ＵＰ－１　遺物出土状況（３回目）（西から）

６　ＵＰ－１　鉄製品出土状況（南東から） ７　ＵＰ－１　坏・刀子出土状況（西から）

１　ＵＰ－１　遺物出土状況（３回目）（北西から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版１３

２　Ⅲ‐１層　焼土群セクション（南西から）

１　Ⅲ‐１層　焼土群検出状況（東から）
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図版１４

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

３　ＵＦ－２　検出状況（東から） ４　ＵＦ－２　セクション（南から）

１　ＵＦ－１　検出状況（南東から） ２　ＵＦ－１　セクション（南東から）

５　ＵＦ－１５　検出状況（南東から） ６　ＵＳＰ－２　セクション（東から）

７　ＵＡ－１　検出状況（南東から） ８　ＵＳ－１　検出状況（西から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版１５

２　ＬＨ－１　遺物出土状況（南から）

１　ＬＨ－１　完掘状況（南から）
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図版１６

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

１　ＬＨ－１　南北セクション（南西から）

２　ＬＨ－１　東西セクション（南から）

３　ＬＨ－１　ＨＦ－１検出状況（南から） ４　ＬＨ－１　ＨＦ－１セクション（南西から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版１７

２　ＬＨ－２　遺物出土状況（南から）

１　ＬＨ－２　床面遺物出土状況（南から）
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図版１８

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

２　ＬＨ－２　ＨＦ－１・２検出状況（南から） ３　ＬＨ－２　ＨＦ－１・２セクション（南から）

４　ＬＨ－２　ＨＰ－１完掘状況（南から） ５　ＬＨ－２　ＨＰ－１セクション（西から）

１　ＬＨ－２　セクション（南西から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版１９

２　ＬＨ－３　セクション（南東から）

１　ＬＨ－３　遺物出土状況（南東から）
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図版２０

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

３　ＬＨ－４　東西セクション（南西から）

２　ＬＨ－４　南北セクション（北西から）

１　ＬＨ－４　完掘状況（東から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版２１

５　ＬＨ－４　ＨＰ－４・５　完掘状況（南東から）６　ＬＨ－４　ＨＰ－１・９　完掘状況（北西から）

１　ＬＨ－４　遺物出土状況（東から） ２　ＬＨ－４　床面遺物出土状況（北から）

３　ＬＨ－４　ＨＦ－１　検出状況（東から） ４　ＬＨ－４　ＨＦ－１　炭化物検出状況（東から）
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図版２２

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

２　ＬＨ－５　遺物出土状況（南西から）

１　ＬＨ－５　床面検出状況（南西から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版２３

２　ＬＨ－５　ＨＦ－１検出状況（東から） ３　ＬＨ－５　ＨＦ－１セクション（南東から）

１　ＬＨ－５　北側セクション（北から）
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図版２４

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

２　ＬＨ－６　覆土焼土検出状況（北から）

１　ＬＨ－６　完掘状況（南西から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版２５

１　ＬＨ－６　セクション（南から）

２　ＬＨ－６　セクション（南から）

３　ＬＨ－６　ＨＦ－１検出状況（南西から） ４　ＬＨ－６　ＨＦ－１遺物検出状況（南西から）
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図版２６

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

５　ＬＰ－３　遺物出土状況（東から） ６　ＬＰ－３　セクション（南西から）

１　ＬＰ－１　完掘状況（北から） ２　ＬＰ－１　セクション（南西から）

３　ＬＰ－２　完掘状況（南西から） ４　ＬＰ－２　セクション（南西から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版２７

５　ＴＰ－１　完掘状況（東から） ６　ＴＰ－１　セクション（南西から）

１　ＬＰ－４　完掘状況（南から） ２　ＬＰ－５　遺物出土状況（南東から）

３　ＬＰ－５　セクション（南東から） ４　ＬＰ－５　遺物出土状況（北東から）
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図版２８

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

５　ＬＳＰ－１　完掘状況（北から） ６　ＬＳＰ－１　セクション（南西から）

１　ＴＰ－１　杭跡セクション（西から） ２　ＴＰ－２　完掘状況（南から）

３　ＴＰ－２　セクション（南から） ４　ＴＰ－２　柱穴セクション（東から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版２９

３　ＬＦ－１９　検出状況（南東から） ４　ＬＦ－２４～２７・３６　検出状況（北から）

１　ＬＦ－１３～１５　検出状況（南東から） ２　ＬＦ－１７・１８　検出状況（東から）

５　ＬＦ－２８　検出状況（西から） ６　ＬＦ－４３　検出状況（北から）

７　ＬＦ－４７　周辺遺物検出状況（東から） ８　ＬＦ－５５・５６　検出状況（南から）
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図版３０

　
04 年  3 月 23 日 火曜日

　
04 年

５　炭焼窯完掘状況（西から） ６　炭焼窯セクション（北西から）

１　Ｒ－４１区Ⅲ層Ⅴ群土器出土状況（北から） ２　Ｓ－４２区Ⅴ層遺物出土状況（南西から）

３　Ｎ－３７区Ⅴ層遺物出土状況（東から） ４　Ｎ－３７区Ⅴ層土器出土状況（東から）

Title:173-226_図版写真 Page:30 



　
04 年  3 月 16 日 火曜日

図版３１

２　Ｐライン旧石器確認トレンチ完掘状況（南東から）

１　Ｐ－３３～３６ラインメインセクション（南東から）
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図版３２

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

２　旧石器確認トレンチ基本土層（南西から） ３　Ｐ－３５～３７区旧石器確認トレンチ完掘状況（北から）

１　Ｐ－３５～３７ライン旧石器確認トレンチ完掘状況（北東から）
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版３３

３　ＵＰ－１出土の土器

１　ＵＨ－１出土の青磁碗 ２　ＵＨ－１出土の須恵器

１ ２

２

１

３

４

５
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図版３４

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

３　ＵＨ－３出土の棒状礫

１　ＵＨ－１出土の棒状礫

２　ＵＨ－２出土の棒状礫

６ １５７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４

１６ ２４１７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３

１ １０２ ３ ５ ６ ７ ８ ９４

１１ ２０１２ １３ １５ １６ １７ １８ １９１４

２ ３ ５ ６ ７ ８４

９ １０ １２ １３ １４１１
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版３５

１　包含層出土の刀子

２　ＵＨ－１出土の金属製品

７

３

４５
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図版３６

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

１　ＵＰ－１出土の金属製品①

６

８

１１

１２

１０

９
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版３７

１　ＵＰ－１出土の金属製品②

１３

１４

１５ １６ １７
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図版３８

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

２　内耳部分

１　ＵＨ－３出土の鉄鍋

３　鉄板貼り付け部分内側
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版３９

１　ＬＨ－２出土の土器 ２　ＬＨ－２出土の土器

３　ＬＨ－４出土の土器

１

２
３

４

５

６

８７

１

２
３

７

６

４

５
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図版４０

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

１　ＬＨ－１出土の土器

１

２

３

４

８

７
６

５

９ １０

１１ １２ １３

１４

１５

１８
１６

１７

２１２０１９
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版４１

２　ＬＨ－５出土の土器②

１　ＬＨ－５出土の土器①

１

２ ３ ４ ５ ６

７ ８ ９

１０ １１ １２ １３
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図版４２

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

５　ＬＦ－４３出土の土器

１　ＬＨ－６出土の土器

２　ＬＰ－３出土の土器

４　ＬＰ－５出土の土器

３　ＬＰ－５出土の土器

６　ＬＦ－５８出土の土器

４

１

２

２

７

８

２

１

１

３

２
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版４３

３　ＬＨ－２出土の石器

１　ＬＨ－１出土の石器①

２　ＬＨ－１出土の石器②

２２ ２３ ２４ ２５ ２６

２７
２８

２９ ３０ ３１ ３２ ３３ ３４ ３５ ３６

３７ ３８ ３９

４０

９
１０ １１

１２

１３

１４

１５

１６

２１ ２２ １７ １８ １９ ２０
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図版４４

　
04 年  3 月 23 日 火曜日

　
04 年

１　ＬＨ－５出土の石器

１

２

３ ４ ５ ６

７ ８ ９ １０ １１ １２

１４

１３

１５

１６
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版４５

１　ＬＨ－６出土の石器

４　ＬＦ出土の石器

３　ＬＰ－３出土の石器

２　ＬＨ－３・４出土の石器

５

６

１ ８

３

１ ３ ４

５

６
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図版４６

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

１　Ⅲ層出土の土器

１ ２

３ ４

６

５

９ １１

７
８

１０
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版４７

１　Ⅴ層出土の土器①

１ ２ ３ ４

５ ６ ７

８ ９

１０

１１ １２ １３ １４

１５ １６ １７ １８
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図版４８

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

１　Ⅴ層出土の土器②

１９ ２０ ２１ ２２

２３ ２４ ２５ ２６

２７ ２８ ２９ ３０

３１ ３２

３３

３４

３５ ３６ ３７

３８
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版４９

１　Ⅴ層出土の土器③

３９ ４０

４１

４２

４３ ４４ ４５ ４６

４７ ４８ ４９

５０

５１

５２ ５３

５４ ５５ ５６ ５７

５８ ５９ ６０ ６１
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図版５０

　
04 年  3 月 16 日 火曜日

　
04 年

１　Ⅴ層出土の土器④

６２

６３ ６４ ６５

６６

６７ ６８ ６９

７０ ７１

７２

７３

７４ ７５ ７６ ７７

７８ ７９ ８０ ８１ ８２

８３

８４ ８５ ８６

８７

８８
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04 年  3 月 16 日 火曜日

図版５１

１　Ⅴ層出土の石器①

１

２

３ ４ ５
６ ７

８

９ １０ １１

１２ １３
１４ １５ １６ １７ １８

１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４

２５ ２６ ２７ ２８ ２９

３０ ３１

３２ ３３ ３４

３５

３６ ３８

３９

４４

４０

４１

４２ ４３ ３７
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図版５２

　
04 年  3 月 23 日 火曜日

　
04 年

１　Ⅴ層出土の石器②

４５

４６

４７

４９

５０

５１ ５２ ５３ ４８

５４ ５５

５６ ５７ ５８ ５９

６０ ６１

６２

６３ ６４ ６５
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04 年  3 月 23 日 火曜日

図版５３

１　Ⅴ層出土の石器③

６６ ６７

６８

６９

７１

７４
７０

７２

７３

７５

７６ ７７

７９

８０７８
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図版５４

　
04 年  3 月 23 日 火曜日

１　Ⅴ層出土の石器④

８１
８２

８３

８４

８５

８６ ８７

８８ ８９ ９０ ９１ ９２

９３ ９４ ９５ ９６ ９７
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04 年  3 月 31 日 水曜日
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ちとせし　ちぷにーにいせきかっこにふ り が な
千歳市　チプニー２遺跡（２）書 名
一般国道３３７号新千歳空港関連工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書副 書 名
（財）北海道埋蔵文化財センター調査報告書シ リ ー ズ 名
第２０７集シ リ ー ズ 番 号
三浦正人・皆川洋一・広田良成編 著 者 名
財団法人　北海道埋蔵文化財センター編 集 機 関
〒０６９�０８３２　北海道江別市西野幌６８５番地１　���０１１�３８６�３２３１所 在 地
西暦２００４年３月２５日発 行 年 月 日
ちぷにーにふ り が な
チプニー２所 収 遺 跡 名
ほっかいどう　ちとせし　ちゅうおうふ り が　 　 　 な
北海道　　　　千歳市　　　中央　　　１０２６‐１３所 在 地

遺跡登載番号　�　Ａ－０３－２７８市町村　�　０１２２４コ ー ド
北緯　４２度５１分５５秒　　　　　　東経　１４１度４３分９秒位 置
２００３０５０６～２００３０７１１調 査 期 間
２�０００㎡調 査 面 積
道路建設（一般国道３３７号新千歳空港関連工事）に伴う事前調査調 査 原 因

特 記 事 項主 な 遺 物主 な 遺 構主な時代種　別所収遺跡

アイヌ文化期の平地式住
居跡から、青磁、内耳鉄鍋、
銅製品などが出土した。

青磁碗、
鉄・銅製品

平地式住居跡�軒アイヌ
文化期

集落・墓地チプニー

�遺跡

擦文文化期の土坑墓から
擦文土器、鍬先、刀子等
の副葬品が出土した。

擦文土器、鉄製品�土坑墓�基擦文
文化期

礫焼土、灰集中、
集石

擦文～
アイヌ
文化期

縄文土器、石鏃、
石槍、ドリル、石
斧、たたき石等

竪穴住居�軒
土坑�基
焼土

縄文時代
中期後半

縄文土器、石鏃、
石槍、ドリル、石
斧、たたき石等

Ｔピット２基
焼土
包含層

縄文時代
早期後葉
後期中葉
晩期末葉

彫器包含層旧石器
時代

炭焼窯１基近・現代
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